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19
世
紀
末

の
東
ア
ジ
ア
で
は
、
条
約
に
よ
る
自
由
貿
易
の
制
度
的
保
障
を
前
提
と
し
て
、
対
欧
米
貿
易
は
も
と
よ

り
域
内
貿
易
も
急
虚

長
し
た
。
そ
し
て
そ
の
主
要
な
担
い
手
の

一
つ
と
な

っ
た
の
が
、
清
国
内
外

の
開
港
場
に
進
出
し
た
清
国
人
商
人

(以
下
華
商
と
称
す
る
)

で
あ

っ
た
。
東
ア
ジ
ア
で
最
も
遅
く
自
由
貿
易
体
制
に
参
入
し
た
朝
鮮
で
も
、
1
8
8
2年
に
朝
鮮
清
国
間
で
締
結
さ
れ

た

(主
権
国
家
間
の

条
約
で
は
な

い
が
自
由
貿
易
の
保
障
と

い
う
点
で
そ
れ
と
同
じ
役
割
を
果
た
し
た
)
商
民
水
陸
貿
易
章
程
に
基
づ
き
、
首
都
漢
城

(現
ソ

ウ
ル
)
と
三
つ
の
開
港
場

(仁
川

・
釜
山

・
元
山
)
に
華
商
が
進
出
す
る
よ
う
に
な
り
、
対
清
国
貿
易
を
中
心
に
商
業

活
動
を
展
開
し
た
。

こ
う
し
た
朝
鮮
華
商

の
活
動
に

つ
い
て
は
、
従
来

の
研
究
で
も
注
目
さ
れ
て
こ
な
か

っ
た
わ
け
で
は
な

い
が
、
そ
の
視
点
は
開
港
後
♪

く
に

日
清
戦
争
前
の
朝
鮮
を
と
り
ま
く
国
際
情
勢
と
の
関
係
に
偏
り
が
ち
で
、
華
商
自
身
の
商
業
活
動
に
即
し
た
分
析
は
ほ
と
ん
ど
行
わ

れ
て

こ
な
か
っ
た
と
い
っ
て
よ
い

。
そ
の
理
由
の

一
つ
と
し
て
、
こ
の
時
期
の
朝
鮮
華
商
に
つ
い
て
得
ら
れ
る
史
料
が
少
な
く
、
日
太

一

は

じ

め

に

(
1
)
本
稿
の
目
的

石

川

亮

太

近
代
朝
鮮
華
僑
研
究

の
手
が
か
り
と
し
て

ソ

ウ

ル

大

学

校

蔵

『
同

泰

来

信

』

の

性

格

と

成

立

過

程



(註
)
『
奎
章

閣
図
書

韓
国
本
綜
合

目
録

(修

正
版

)
』

(
1
9
9
4

年
)
に
従

っ
た
。

「番
号
」
は
奎
章
閣

の
請
求

番
号

で
あ

る
。

「資

料
名
」
は
上
記

目
録
上

の
名
称
で
あ
り
、
実
際

の
簿
冊
題
名

と
異
な
る
場
合
が
あ
る
。

番

号

資

料

名

冊

数

奎

卜。
誤

c。
一

進

口
各

貨

鎗

口
単

8
冊

奎

卜。
誤

。。
卜。

甲

午

年

各

準

来

貨

置

本

単

2
冊

奎

N
朗

。。
ω

乙

未

来

貨

置

本

1
冊

奎

卜。
誤
c。
心

同
泰

来

信

19
冊

図
表
ー

ソ
ウ
ル
大
学
校
奎
章
閣
所
蔵
の
同
順
泰
経
営
資
料

領
事
報
告
な
ど
官
側

の
観
察
記
録
に
多
く
を
依
ら
ざ
る
を
得
な

い
と
い
う
、
史
料
的
な
制
約
の
問
題
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

し
か
し
実
際
に
は
、
華
商
自
身

の
手
に
よ
る
経
営
資
料
が
全
く
残

っ
て
い
な
い
わ
け
で
は
な

い
。
韓
国
ソ
ウ
ル
大
学
校
奎
章
閣
に
所
蔵

さ
れ
て
い
る
同
順
泰
経
営
資
料
が
そ
れ
で
あ
る

。
奎
章
閣
の
目
録
に
従
え
ば
、
そ
の
内
容
は
、
図
表
1
の
よ
う
で
あ
る

。

こ
こ
か
ら

分
か
る
よ
う
に
、
そ
の
規
模
は
わ
ず
か
30
冊
に
過
ぎ
な

い
が
、
他
に
類
例
の
な
い
貴
重
な
史
料
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な

い
。
し
か
し
、
そ

の
存
在
は
従
来
も
知
ら
れ
て
は
い
た
も
の
の

、
内
容
が
史
料
と
し
て
検
討

・
利
用
さ
れ
た
こ
と
は
管
見
の
限
り
な

い
。
そ
も
そ
も
史
料

的
な

性
格
自
体
が
ま
だ
明
ら
か
に
な

っ
て
お
ら
ず
、
奎
章
閣
の
編
集
し
た
解
題
目
録
で
も
ご
く
不
十
分
な
紹
介
が
な
さ
れ
て
い
る
の
み
で

あ
る

(5)。



こ
こ
で
資
料
の
作
成
者
で
あ
る
同
順
泰
に

つ
い
て
、
簡
単
に
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

同
順
泰
は
、
1
8
8
0年
代
か
ら
1
9
2
0年
代
に
か
け
て
漢
城
を
拠
点
と
し
て
活
動
し
た
華
商

の
商
号
名
で
あ
る
。
先
述

し
た
よ
う
に
、
朝
鮮

で
は
1
8
8
0年
代
か
ら
多
数

の
華
商
が
活
動
す
る
よ
う
に
な

っ
た
が
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
同
順
泰
は
、
そ
れ
ら
朝
鮮

華
商

の
代
表
的
存
在

と
し

て
し
ば

し
ば
先
行
研
究
に
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
経
営
内
容
に
ま
で
踏
み
込
ん
で
論
じ
た
研
究
は
ほ
と
ん
ど
な

い
が
、
同
商
号

が
1
8
9
2年
に
朝
鮮
政
府
に
借
款
を
供
与
し
た

こ
と
や
、
そ
の
見
返
り
と
し
て
漢
城
仁
川
間

の
汽
船
航
行
権
を
獲
得
し
た
こ
と
な
ど
が
、
朝

鮮

に
対
す
る
清
国
の
政
治
的
影
響
力
が
高
ま

っ
て
い
た
日
清
戦
争
直
前

の
状
況
を
反
映
す
る
事
件
と
し
て
、
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る

。

同
順
泰
を
創
設
し
た

の
は
諄
傑
生
と
い
う
人
物
で
あ
る

。
諦
傑
生
は
1
8
5
3年
に
広
東
省
肇
慶
府
の
高
要
県
に
生

ま
れ
た
。
こ
の
場
所

は
広
東
省
都
の
広
州
か
ら
西
方
約
90
㎞
に
あ
た
り
、
代
表
的
な
華
僑
送
出
地
と
し
て
知
ら
れ
る
珠
江
デ

ル
タ
の

一
部

に
あ
た
る
。
彼
が
朝

鮮

に
渡
航
し
た
時
期
に
つ
い
て
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
在
朝
清
国
商
務
委
員
の
手
に
よ
る
資
料
で
は
1
8
8
0
年
代
の
半
ば
か
ら
現
れ
る
か

ら

、
1
8
8
2年
に
通
商
章
程
が
締
結
さ
れ
た
後
、
か
な
り
早
い
時
期
か
ら
朝
鮮
で
活
動
を
し
て
い
た
の
は
間
違

い
な

い
。

そ

し
て
日
清
戦
争
ま
で
に
は
、
在
朝
広
東
省
出
身
者
に
よ
る
同
郷
団
体
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
り
、
上
述
の
よ
う
な
政
治
的
活
動
に
も
関
与

す
る
豪
商
に
成
長
し
た
。
日
清
戦
争
後
も
植
民
地
期
に
至
る
ま
で
活
動
を
続
け
、
1
9
2
0年
代
に
は
、
京
城

(旧
漢
城
、
現
ソ
ウ
ル
)

の
中

筆
者
自
身
も
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
の
な
か
で
、
こ
の
同
順
泰
経
営
資
料
を
断
片
的
に
引
用
し
た
こ
と
は
あ
る
が

、
そ
の
史
料
的
性
格

に

つ
い
て
本
格
的
に
分
析
し
た
こ
と
は
な
か

っ
た
。
本
稿
で
は
、
そ
の
よ
う
な
作
業

の
第

一
歩
と
し
て
、
図
表
1
に
示
し
た
同
順
泰
経
営

資
料

の
3
分

の
2
を
占
め
る

『
同
泰
来
信
』

(奎
章
閣
請
求
番
号
2
7
5
8
4
番
)
を
取
り
上
げ
、
そ
の
性
格
に

つ
い
て
検

討
す
る
こ
と
と
し
た

い

。

(2
)
同
順
泰
に
つ
い
て



図
表
2

『
同
泰
来
信
』
の
全
体
構
成

簿
冊
名

A

冊

B
冊

奎
章
閣
番
号

奎

b。
誤

c。
ら
⊥

奎

卜。
誤

。。
心
幽

冊
子
表
題

同
泰
来
信

上

/
己
丑
元
月

同
泰
来
信

中

/
己
丑
元
月
/
至
二
月

収
録
書
簡
数

2037

先
述
し
た
よ
う
に
、
本
稿
で
は
、
現
存
す
る
同
順
泰
経
営
資
料
の
3
分
の
2
を
占
め
る

『
同
泰
来
信
』

(
2
7
5
8
4

番
)
を
扱
う
。
『
同
泰
来

信
』

は
、
奎
章
閣
目
録
上
の
資
料
名
で
あ
る
が
、
本
稿
で
も
便
宜
的
に
こ
の
呼
称
を
踏
襲
し
た
い
。
ま
た
奎
章
閣
の
請
求
番
号
で
は
19
冊

各
冊
に
ー
～
19
の
子
番
号
を
付
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
こ
れ
も
踏
襲
す
る
が
、
数
字

で
は
各
冊
に
収
録
さ
れ
て
い
る
文
書
各
件
に
付
す
番

号
と
紛
れ
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
子
番
号
1
を
A
冊
と
し
、
以
下
S
冊
ま
で
ア
ル
フ
ァ
ベ

ッ
ト
を
振
り
な
お
し
た
。

こ
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ

ト
番
号
と
奎
章
閣
請
求
番
号
と
の
対
応
関
係
に

つ
い
て
は
、
図
表
2
に
示
し
た
通
り
で
あ
る
。

(
3
)
『
同
泰
来
信
』
(
2
7
5
8
4

番
)
の
概
要
と
検
討
方
法

華
総
商
会

・
広
東
同
郷
会
の
会
長
と
し
て
名
前
が
現
れ
て
い
る
。
諦
傑
生
が
1
9
2
9
年
に
死
去
す
る
と
と
も
に
同
順
泰

も
閉
店
し
た
よ
う
だ

が
、
彼
が
ソ
ウ
ル
の
中
心
部
に
集
積
し
た
広
大
な
土
地
は
、
韓
国
独
立
後
の
1
9
6
0
年
代
に
至
る
ま
で
遺
族
が
所
有
し
続
け
た
と
言
わ
れ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
同
順
泰
は
、
開
港
後
に
お
け
る
朝
鮮
華
商
の
代
表
的
存
在
で
あ

っ
た
と
い
え
る
。
そ
れ
ゆ
え
そ
の
経

営
資
料
は
、
個
別
経

営
の
事
例
に
関
す
る
史
料
と
し
て
ば
か
り
で
は
な
く
、
当
時

の
華
僑
社
会
全
般
に
関
わ
る
史
料
と
し
て
も
重
要
だ
と
思
わ
れ
る
。



(

皿
嗣

D
冊

E
冊
F
冊
G
冊
H
冊

1

冊
J
冊
K

冊

L

冊

M

冊

N

冊

0
冊
P
冊
Q
冊
R
冊
S
冊

オ
」
b

軸
⊂
C
淳

G

奎

N
翻

。。
鼻
よ

奎

卜。
誤

G。
轟
よ

奎

卜。
誤

G。
鼻
よ

奎

卜。
誤

G。
鼻
-
刈

奎

卜。
誤

G。
心
l
G。

奎

卜。
誤

。。
駆
1
㊤

奎

鱒
誤

。。
軽
山

O

奎

N
誤

。。
や

=

奎

卜。
誤

。。
鼻
-
這

奎

N
誤

。。
蔭
1
お

奎

b。
胡

。。
ら
山

禽

奎

N
誤

c。
ら
ー
一
a

奎

卜。
誤

。。
蔭
山

①

奎

卜。
胡

。。
軽
⊥

刈

奎

卜。
朗

。。
鼻
1
一
。。

奎

卜。
誤

G。
鼻
山

㊤

F
F
舅

d
フ
奮

]

/
[
[
T
ユ

コ
」
F
∫

/

;
ゴ
」
ノ
F
/

同
泰
来
信

単

/
甲
午
元
月
/
至
四
月

同
泰
来
信

上

/
甲
午
元
月
/
至
三
月

同
泰
来
信

中

/
甲
午
三
月
/
至
五
月

同
泰
来
信

下

/
甲
午
五
月
/
至
六
月

同
泰
来
信

上

/
癸
卯
元
月
/
至
三
月

同
泰
来
信

中

/
癸
卯
四
月
/
至
十
月

同
泰
来
信

下

/
癸
卯
十
月
/
至
十
二
月

同
泰
来
信

単

/
乙
巳
正
月
/
至
七
月

同
泰
来
信

乾

/
乙
巳
元
月
/
至
二
月

同
泰
来
信

坤

/
乙
巳
二
月
/
至
四
月

同
泰
来
信

単

/
乙
巳
/
丙
午

同
泰
来
信

乾

/

一
月
/
至
三
月

同
泰
来
信

坤

/
三
月

同
泰
来
信

単

/
仁
川
来
信

同
泰
来
信

単

/
同
泰
来
信

同
泰
来
信

単

/
乙
巳
正
月
/
至
五
月

643596130525665383848515255444035

(
註
)

「冊
子
表
題
」

の
中

の

ス
ラ

ッ
シ

ュ

(/
)

は
改
行
を

示
す



こ
の

『
同
泰
来
信
』
は
、
資
料
名
か
ら
も
想
像
で
き
る
よ
う
に
、
書
簡
を
整
理
し
て
装
丁
し
た
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
書
簡
を

横
に
貼
り

つ
な
げ
、
折
本
の
形
に
し
て
厚
手
紙
の
表
紙
を
付
す
と
い
う
形
態
を
と

っ
て
い
る
。
各
冊
に
は
平
均
し
て

50
件
程
度

の
書
簡
が

収
録
さ
れ
て
い
る

。
製
本
後
の
大
き
さ
は
、
い
ず
れ
も
縦
30

㎝
×
横
25

㎝
程
度
で
だ
い
た
い

一
定
し
て
い
る
。

各
冊
の
表
紙
に
は
表
題
が
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
図
表
2
に
は
そ
の
表
題
も
示
し
た
。
本
表
に
示
し
た
表
題
中
の
ス
ラ

ッ
シ

ュ

(/
)
は

改
行
を
示
す
。

こ
こ
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
各
冊
と
も
第
1
行
に

「同
泰
来
信
」

の
文
字
が
み
え

(
こ
れ
が
奎
章
閣

目
録
上
の
資
料
名
の

由
来
で
あ
ろ
う
)
、
続
け
て
乾

・
坤
、
上

・
中

・
下
、
単
な
ど
の
記
号
が
見
え
る
。
次
に
行
を
変
え
て
干
支
と
起
点
の
月
、
さ
ら
に
行
を
変

え
て
終
点

の
月
が
記
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
0
冊
P
冊
に
は
干
支
が
な
く
、
Q
冊
R
冊
に
は
第
2
行
以
下
に
干
支

・
月
日
で
は
な
く

「仁

川
来
信
」
「同
泰
来
信
」
と
い
う
文
言
が
見
え
る
点
で
や
や
異
例
で
あ
る
。

さ

て
、
こ
れ
ら
各
冊
に
収
録
さ
れ
て
い
る
書
簡
各
件
に

つ
い
て
整
理
し
た
の
が
、
後
掲
の
付
表

A
～
S
で
あ
る
。
付
表
の
見
方
に

つ
い

て
項

目
ご
と
に
説
明
し
て
お
き
た
い
。
ま
ず
最
も
左
の
列
の

「番
号
」
は
、
筆
者
に
よ
る
書
簡
各
件
の
整
理
番
号
で
、
冊
子
内
の
配
列
順

序
に
従

っ
て
01
か
ら
振

っ
て
い
る
。
以
下
個
別
の
書
簡
に
言
及
す
る
必
要
が
あ
る
と
き
に
は
、
各
冊
の
ア
ル
フ
ァ
ベ

ッ
ト
番
号
と
、

こ
の

冊
内

番
号
と
を
用
い
て
示
す
。
例
え
ば
A
冊
の
1
番
目
に
位
置
す
る
書
簡
は
A
O1
、
B
冊
の
20
番
目
に
位
置
す
る
書
簡
は
B
20
と
い

っ
た

具
合

で
あ
る
。

収
録
書
簡
の
書
式
は
様

々
だ
が
、

「某
某
先
生
台
鑑
」
と

い
っ
た
起
首
語
に
は
じ
ま
り
、
「敬
請
台
安
、
弟
某
某
頓
首
、
某
月
某
日
」
と

い
っ
た
結
尾
語
で
終
わ
る
も
の
が
多
い
。

こ
の
よ
う
な
定
型
に
従

っ
て
抽
出
し
た
の
が
左
か
ら
2
列
目
の

「発
信
者

」
、
3
列
目
の

「受
信

者
」
、

4
列
目
の

「発
信
日
」
で
あ
る
。
な
お
発
信
者
名
と
し
て
は
姓
名
自
署
に
加
え
て
商
号
名
等

の
印
影
が
見
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
。

こ

れ
ら

の
印
影
に

つ
い
て
本
表
で
は

[

]
に
入
れ
て
示
し
た
。
ま
た
姓
名

の
上
に

「弟
」
「僅
」
な
ど
の
自
称
が
付
さ

れ
て
い
る
場
合
も
あ

る
が
、
こ
れ
ら
は
省
略
し
た
。
た
だ
し
受
信
者
名
に
つ
い
て
は

「某
某
仁
兄
」
「某
某
叔
台
」
な
ど

の
尊
称
も
含
め
て
示
し
た
。
ま
た
、
特

定
の
発
信
者
か
ら
頻
繁
に
書
簡
が
送
ら
れ
る
場
合
、
発
信
者
自
身
が

「某
号
信
」
な
ど
の
連
番
を
振

っ
て
い
る
場
合

が
あ
る
。

こ
の
よ
う



な

連

番

が

付

さ

れ

て

い

る

場

合

に

は
、

付

表

の
左

か
ら

5

列

目

の

「
連

番

」

の
項

に

示

し
た

。

以

下

で

は

、

こ
れ

ら

付

表

A

～

S

に
基

づ

き

、

収

録

書

簡

の
傾

向

を

分

析

す

る

こ

と

に

よ

っ

て
、

各

冊

の
性

格

、

さ

ら

に

は

『
同

泰

来

信

』

全

体

の

性

格

に

つ

い

て

論

じ

る

こ

と

に

し

た

い
。

た

だ

し

19
冊

各

冊

に

つ
い

て

論

じ

る

と

煩

雑

と

な

り

か

え

っ
て

全

体

像

が

見

え

に

く

く

な

る

恐

れ

が

あ

る

の

で
、

図

表

2

に

示

し

た

各

冊

表

題

中

の
干

支

の
記

載

に

基

づ

い

て
グ

ル
ー

プ

分

け

を

行

い
、

こ

の
グ

ル
ー

プ

ご

と

に
検

討

を

行

う

こ

と

と

し

た

い
。

具

体

的

に

は
、

19
冊

を

己

丑

年

グ

ル
ー

プ

(
A

,

B

,

C
冊

)
、

甲

午

年

グ

ル
ー

プ

(
D
,

E
,

F
,

G
冊

)
、

癸

卯

年

グ

ル
ー

プ

(
H

,

1
,

J
冊

)
、

乙

巳
年

グ

ル
ー

プ

(
K
,

L
,

M
,

N

,

S
冊

)

と

、

表

紙

に
干

支

が

記

さ

れ

て

い
な

い
不

明

グ

ル

ー
プ

(
0
,

P
,

Q

,

R

冊

)

の

5
グ

ル
ー

プ

に
分

け

、

各

グ

ル

ー
プ

に

つ
き

一
節

を

当

て

る

(第

二

～

六

節

)
。

各

節

で

は
、

ま

ず

当

該

グ

ル

ー

プ

の
収

録

書

簡

の

構

成

を

概

観

し
た

う

え

で

、

各

書

簡

の
発

信

者

に

つ
い

て

の
検

討

に
す

す

み
、

最

後

に

小
結

と

し

て

当

該

グ

ル
ー

プ

全

体

の
性

格

を

検

討

す

る
。

第

七

節

で

は

第

二
～

六

節

を

踏

ま

え

て

『
同

泰

来

信

』

全

体

の
性

格

と

成

立

過

程

を

論

じ

る

。

己

丑
年

グ

ル
ー

プ

3
冊

(
A
,

B

,

C
冊

)

表

題

の
第

1
行

目

に

は
、

そ

れ

ぞ

れ

「
上

」

「
中

」

「
下

」

の
記

号

が

見

え

る

こ

と

か

ら

、

こ

の

3
冊

が

一
セ

ッ
ト

と

し

て
扱

わ

れ

て

い
た

こ
と

が

分

か

る

。

収

録

書

簡

の
件

数

は

、

A

冊

が

20
件

、

B
冊

が

37
件

、

C

冊

が

65
件

で
、

合

計

慨
件

で

あ

る

。

付

表

A
～

C

か

ら

分

か

る

よ

う

に
、

各

冊

内

の
書

簡

の
配

列

は

基

本

的

に

発
信

日
付

順

で

あ

る
。

仔

細

に

見

る

と

、

A

冊

に

は

一
月

三

日
付

か

ら

一
月

十

日
付

ま

で

の
書

簡

が

、

二

己

丑

年

グ

ル

ー

プ

の

検

討

(
1

)
構

成



B
冊

に
は

}
月
十
七
日
付
か
ら
始
ま
り
二
月
十
三
日
付

(
B
35
)
ま
で
至

っ
た
後
、
や
や
飛
ん
で
五
月
九
日
付

(
B
36
)

の
書
簡
が
、

C

冊
に
は
五
月

一
〇
日
付
か
ら
六
月
二
日
付
ま
で
の
書
簡
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
各
冊
内
だ
け
で
は
な
く
、
A
,
B
,
C
の
順
で
冊

子
を
越
え
て
連
続
す
る
形
で
書
簡
が
配
列
さ
れ
て
お
り
、
3
冊
全
体
で
は

(B
冊
の
途
中
で
3
ヶ
月
弱
の
欠
落
を
は
さ
み
な
が
ら
)

一
月

上
旬

か
ら
六
月
上
旬
ま
で
に
発
信
さ
れ
た
書
簡
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
な
お
こ
の
よ
う
な
収
録
書
簡

の
発
信
日
付

の
範
囲
は
、
各
冊
表
題

の

「
元
月
」
「元
月
至
二
月
」
「五
月
至
六
月
」
と
い
う
記
載
と
お
お
む
ね

一
致
す
る
。

収
録
書
簡

の
年
代
に

つ
い
て
は
、

A
O1
の
発
信

日
に

「己
丑
」
の
記
載
が
あ
り
、
A
O2
以
下
の
書
簡
は
上
述

の
よ
う
に
発
信
日
付
順
に

配
列
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
全
体
と
し
て
表
題
ど
お
り
己
丑
年
発
信
の
書
簡
が
収
録
さ
れ
て
い
る
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
先
述

の
よ
う
に
同

順
泰

が
活
動
し
た
の
は
1
8
8
0年
代
か
ら
1
9
2
0
年
代
ま
で
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
の
間
の
己
丑
年
は
光
緒
十
五

(
1
8
8
9
)
年
に
あ
た

る
。収
録
書
簡

の
発
信
者
に

つ
い
て
は
、

3
冊
い
ず
れ
も

「仁
庄
」
と
す
る
も
の
が
圧
倒
的
に
多

い
点
で
共
通
し
、
グ

ル
ー
プ
内
で
合
計
す

れ
ば
1
2
2
件
中
1
1
8件
が

「仁
庄
」
発
の
書
簡
で
あ
る

。

一
方
受
信
者
に
つ
い
て
は
、
左
の

「仁
庄
」
発
の
書
簡
の
全

て
が
、
「漢
庄
」
な

い
し

「漢
庄
本
号
」
を
受
信
者
と
し
て
い
る
。

(
a
)

「仁
庄
」
発
の
書
簡

(18
件
)

1

先

述
の
よ
う
に
、

こ
れ
ら
の
書
簡
の
受
信
者
は
す
べ
て

「漢
庄
」
な

い
し

「漢
庄
本
号
」
で
あ
る
。
受
発
信
者
名

い
ず
れ
に
も

「庄
」

字
が
入

っ
て
い
る
が
、
庄
は
荘

の
別
字
で
、
こ
こ
で
は
商
店

の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。
仁

・
漢
は
地
名

の
略
称
だ

と
思

わ
れ
る
が
、
当
時

の
朝
鮮
で
は
仁
川

・
漢
城

の
両
地
に
華
僑
が
集
中
し
て
い
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
仁
を
仁
川
、
漢
を
漢
城
に
比
定

(
2
)
発
信
者
別
の
検
討



し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
商
号
名
を
異
に
す
る
商
店
に
書
簡
を
送
る
場
合
、
自
身
と
相
手

の
商
号
名
を
明
記
し
な

い
と
は
考
え
に
く

い

か
ら
、
こ
れ
ら
の
書
簡
は
、
同
順
泰
の
店
舗
間
で
や
り
取
り
さ
れ
た
も
の
と
見
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。

つ
ま
り
こ
れ

ら
の
書
簡
は
、
仁
川

の
同
順
泰
分
号
か
ら
漢
城
の
同
順
泰
本
号

へ
宛
て
ら
れ
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の

「仁
庄
」
発
の
18
件
中
、

05
件
に
は

「某
号
信
」
の
形
で
冒
頭
行
に
連
番
が
振
ら
れ
て
い
る

(残
り
13
件

の
う
ち
4
件
は

「不
列

-■凸

-

号
」

と
し
て
連
番
の
体
系
か
ら
外
れ
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。
7
件
に
は
何
の
表
示
も
な
く
、
2
件
は
冒
頭
行

が
破
損
し
て
読
み
取

る
こ
と
が
で
き
な

い
)。
こ
の
連
番
は
、

一
月
三
日
の
1
号

(A
O1
)
に
始
ま
り
、
六
月
二
九
日
の
50
号

(
C
63
～
C
65
)
に
至
る
ま
で
、

1

年
初

か
ら
時
系
列
的
に
振
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
同
じ
日
に
2
通
以
上
の
発
信
が
あ
る
場
合
は
、
数
字
自
体
は
変
え
ず
、
「続
某
号
」

「又

某
号

」
と
い
う
形
で
番
号
が
振
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る

(例
え
ば
上
述

の
励
号
は
同
日
中
に
3
通
が
発
信
さ
れ
て
お
り
、
後
で
出
さ
れ

た
2
通
に

つ
い
て
は

「続
50
号
」
と
番
号
が
振
ら
れ
て
い
る
)。

こ
の
通
し
番
号
に
は
欠
落
が
ほ
と
ん
ど
な

い
が
、
B
冊
の
末
尾
で
発
信
日

1

が
3

ヶ
月
ほ
ど
離
れ
て
い
る
B
35
と
B
36

(
二
月
十
三
日
付
と
五
月
九
日
付
、
何
れ
も

「仁
庄
」
発

「漢
庄
本
号
」
受
)
を
見
る
と
、
B

35
が

42
号
、
B
36
が
続
08
号
と
な

っ
て
お
り
、
こ
の
期
間
に
発
信
さ
れ
た

「仁
庄
」
発
の
書
簡
が
欠
落
し
て
い
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

1

(b
)

そ
の
他

の
発
信
者
か
ら
の
書
簡

発
信
者
に

つ
い
て

一
定
の
推
測
が
可
能
な
2
件
に

つ
い
て
挙
げ
て
お
く
。

C
54
に
は
発
信
者
の
自
署
が
見
ら
れ
ず
、
「仁
川
同
順
泰
書
東
」
の
印
影

の
み
が
見
ら
れ
る
。
受
信
者
は

「漢
庄
本
号
列
位
先
生
」
で
あ

る
。

「仁
庄
」
発
の
書
簡
と
同
じ
く
、
仁
川
同
順
泰
か
ら
の
漢
城
同
順
泰
宛
て
の
書
簡
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。
な
お
書
簡
冒
頭
に
は

「不
列

号
」

の
文
字
が
あ
り
、
「仁
庄
」
発
の
書
簡
に
振
ら
れ
た
連
番
が
意
識
さ
れ
て
い
る
と
分
か
る
。

C

45
は
発
信
者
を

「以
荘
」
受
信
者
を

「傑
生
三
兄
」
と
し
て
い
る
。
具
体
的
な
序
列
を
示
す

「三
」
字
が
見
え
る
こ
と
で
、
受
発
信

者
間

に
現
実

の
親
族
関
係
を
想
定
し
て
も
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
〔B
)。
仁
川
駐
在
の
清
国
商
務
委
員
に
よ
る
在
留
清
国
人
名
簿
に
よ
れ
ば
、

光
緒
十

二
年
分
名
簿
に

「諌
以
荘
」
と
い
う
人
物
が
見
え
、
同

一
人
物
の
可
能
性
が
あ
る

(u)。



表

題

に

「
甲
午

」

の

干
支

が

見

え

る

D

,

E
,

F

,

G

の

4
冊

を

仮

に

甲

午

年

グ

ル
ー

プ

と

分

類

し

た
。

た

だ

し

こ

の

4
冊

の
中

で

も

、

E
,

F

,

G

の

3

冊

は

表

題

第

1
行

の
記

号

が

そ

れ

ぞ

れ

「
上

」

「
中

」

「下

」

で

、

セ

ッ
ト

と

し

て
扱

わ

れ

て

い
る

よ

う

に

思

わ

れ

る

の

に

、

D
冊

の

み

は

「
単

」

の

記

号

が

付

さ

れ

、

前

者

3
冊

と

は

区

別

さ

れ

て

い
る

。

収

録

書

簡

の
数

は

、

D

冊

43
件

、

E
冊

59
件

、

F
冊

61
件

、

G
冊

30
件

で

、

合

計

す

る

と
1
9
3件

と

な

る
。

各

冊

中

の
書

簡

の
配

列

は

、

1

付

表

D

,

E
,

F

,

G
か

ら

分

か

る

よ

う

に
、

い
ず

れ

も
概

ね

発

信

日

付

順

と

な

っ
て

い
る

。

具

体

的

に

い
え

ば

、

D
冊

は

(
や

や

入

れ

替

わ

り

が

あ

る

が

)

十

二

月

十

九

日

付

～

四

月

十

二

日

付

、

E
冊

は

一
月

十

九

日

付

～

三

月

十

一
日

付

、

F
冊

は

三

月

十

二

日

付

～

五

月

十

五

日
付

、

G
冊

は

五

月

十

七

日
～

六

月

五

日

と

な

っ
て

い
る

。

つ
ま

り

E

,

F
,

G
冊

で

は

、

こ

の

3
冊

を

通

じ

て

発
信

日

付

が

連

続

(
3

)

小
結

己
丑
年
グ

ル
ー
プ

の
3
冊
に
は
、
光
緒
十
五

(一。。。。⑩
)
年
の

一
月
上
旬
か
ら
六
月
上
旬
に
か
け
て
、
主
に
仁
川

の
同
順
泰
分
号
か
ら
漢

城

の
同
順
泰
本
号
に
宛
て
て
送
ら
れ
た
書
簡
が
収
録
さ
れ
て
い
る

(た
だ
し
二
月
中
旬
か
ら
五
月
上
旬
ま
で
に
発
信
さ
れ
た
書
簡
は
欠
落

し
て

い
る
)。
そ
れ
ら
書
簡
は
冊
子
間
を
越
え
て
発
信
日
順
に
配
列
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
こ
の
3
冊
に
は
共
通
点
が
多
く
、
ま
た
冊

子
表
題

の
記
号
か
ら
、
こ
の
3
冊
が
表
題
の
記
入
さ
れ
た
当
初
か
ら

一
つ
の
セ
ッ
ト
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

三

甲

午

年

グ

ル

ー

プ

の

検

討

(
1
)

構

成



①
D
冊
に

つ
い
て

(
2
)
発
信
者
別
の
検
討

し

て

い
る

の
に

対

し
、

D
冊

で

は

そ

れ

ら

3
冊

と

は

(
時

期

的

に
並

行

し

な

が

ら

も

)

独

立

し

た

配

列

が

行

わ

れ

て

い
る

と

い
え

る
。

発

信

年

に

つ

い

て

は
、

D
冊

で

は

、

十

二

月

二

二

日
付

の

D

O3

に

「
癸

巳

」

の
文

字

が

見

え

、

D

O6

よ

り

後

の

一
～

四

月

付

の
書

簡

で

は
多

く

に

「
甲

」

「
甲

午

」

の
文

字

が

見

え

る

こ
と

か

ら

、

癸

巳

年

末

か

ら

甲
午

年

四

月

ま

で

の
書

簡

が

収

録

さ

れ

て

い

る

と

見

て

よ

い
。

E

,

F
,

G
冊

で

は

干
支

を

記

載

す

る

書

簡

は

少

な

い
が

、

E

O5

,

E

25

,

F

17

,

F

31
,

F

32

の

5
件

に

「
甲

」

の
文

字

が

見

え

、

そ

れ

以

外

の
書

簡

は

発
信

日
付

順

に

配

列

さ

れ

て

い
る

か

ら

、

す

べ

て

甲

年

発

の
書

簡

が

収

録

さ

れ

て

い

る

と

見

て

よ

く

、

よ

り

詳

し

く

は

表

題

の
記

載

ど

お

り

甲

午

年

の
書

簡

が

収

録

さ

れ

て

い

る

可
能

性

が

高

い
だ

ろ

う

。

前

節

同

様

に

同

順

泰

の
活

動

期

間

か

ら

考

え

る

と

、

こ

の
癸

巳

年

・
甲
午

年

は

そ

れ

ぞ

れ
光

緒

十

九

(
一G。
㊤
ω
)

年

、

光

緒

二
〇

(
一
G。
逡

)

年

を

指

す

と

見

て

よ

い
だ

ろ

う

。

発

信

者

を

見

る

と

、

D
冊

で

は

「
何

挺

生

」

(
10
件

)

「劉

時

高

」

(
10
件

)

「
羅

明

階

」

(
11
件

)
が

主

要

な

発
信

者

で

あ

る
。

そ

れ

に

対

し

て

E
,

F
,

G

冊

に

は

こ
れ

ら

の
発

信

者

は

ほ

と

ん

ど

現

れ

な

い
。

か

わ

っ
て

「仁

桟

」

(
E

冊

20
件

、

F
冊

11
件

、

G
冊

5
件

)
、

「
晴

湖

」

(
E
冊

7
件

、

F
冊

15
件

、

G
冊

13
件

)

な

ど

が

主

要

な

発

信

者

と

な

っ
て

お

り

、

こ
れ

ら

は
逆

に

D
冊

で

は

ほ

と

ん

ど

現

れ

な

い
。

た

だ

し

受

信

者

の
点

で

は

4

冊

い
ず

れ

も

「
傑

生

」

が

最

も

多

い
点

で
共

通

し

て

い

る

(
D
冊

35
件

、

E
冊

45
件

、

F
冊

40

件

、

G
冊

30

件

)
。

こ

の

よ

う

に
書

簡

の

配

列

方

法

と

発

信

者

の

2
点

で

、

D
冊

と

E
,

F
,

G

冊

の
間

に

は

相

違

が

あ

る

。

そ

し

て

こ

れ

は

、

上

述

し

た

表

題

第

1
行

の
記

号

の

相

違

と

も

対

応

す

る

。

そ

こ

で

次

の

(
2
)

で

は

、

D
冊

と

E
,

F
,

G

冊

と

を

区

別

し

て
論

じ

る

こ
と

に

し

た

い
。



(
a
)
「何
挺
生
」
発
の
書
簡

(10
件
)

一
月
か
ら
二
月
の
間
に
集
中
し
て
10
件
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
書
簡

の
発
信
者
名
に
は

「同
順
泰
書
束

」
の
印
影
も
見
え
、

ま
た

1
件

(D
21
)
に
は

「全
州
」
の
文
字
も
添
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
何
挺
生
は
全
州
の
同
順
泰
分

号
か
ら
こ
れ
ら
の
書

簡
を
送
信
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
全
州
は
朝
鮮
南
西
部
に
あ
た
る
全
羅
道
の
主
要
都
市
で
あ
る

。
な
お

「何
挺
生
」
発
の
書
簡
以

外
に
、
全
州
同
順
泰
を
発
信
者
と
す
る
書
簡
が
2
件
見
ら
れ
る
が

(
D
10
,
D
16
)
、
こ
れ
ら
も
何
挺
生
の
手
に
か
か
る
も
の
か
は
判
断
で

き
な

い
。
受
信
者

は
不
明
の
1
件

(
D
15
)
を
除
き
全
て

「傑
生
仁
兄
大
人
」
で
あ
る
。
な
お
こ
れ
ら
何
挺
生
か
ら

の
書
簡
で
は
、
3
件

を
除

い
て
冒
頭
に

「某
号
信
」
等
の
連
番
が
見
え
、
1
号
か
ら
7
号
ま
で
が
欠
落
な
く
確
認
で
き
る
。

(b
)
「劉
時
高
」
発
の
書
簡

(10
件
)

癸

巳
年
十
二
月
か
ら
甲
午
年
四
月
ま
で
、
本
冊
の
収
録
期
間
全
体
に
わ
た

っ
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
宛
先
は
全
て

「傑
生
仁
兄
大
人
」

で
あ

る
。
D
28
で
は

「同
順
泰
書
束
」
の
印
影
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
同
順
泰
の
店
員
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
発
信
地
に

つ
い

て
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
内
容
か
ら
判
断
す
れ
ば
、
こ
の
人
物
は
当
初
、
栗
浦
同
順
泰
で
米
の
買

い
付
け
な
ど
に
当

っ
て
お
り
、

甲
午

年
二
月
に
前
述
の
何
挺
生
が
仁
川
に
向
か

っ
た
の
を
受
け
て
、
全
州
同
順
泰
を
引
き
継
い
だ
と
い
う

こ
と
が
分

か
る

(
D
28
,
D
33

よ
り
)。
そ
れ
ゆ
え
こ
れ
ら
の
書
簡
も
、
そ
れ
ら
全
羅
道

の
同
順
泰
分
号
か
ら
の
発
信
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
な
お
栗
浦
は
全
州
か
ら
10
㎞

あ
ま

り
北
西
の
万
頃
江
沿
い
に
位
置
し

(9
、
全
州
と
仁
川
の
問
の
水
運
の
中
継
地
と
な

っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

(
c
)
「羅
明
階
」
発
の
書
簡

(11
件
)

こ

の
人
物
を
発
信
者
と
す
る
書
簡
も
、
「劉
時
高
」
発
の
書
簡
と
同
様
、
癸
巳
年
十
二
月
か
ら
甲
午
年
四
月
に
か
け

て
見
る
こ
と
が
で
き

る
。
受
信
者
は
2
件
を
除

い
て

「傑
生
仁
兄
大
人
」
で
あ
る

奪
。
こ
の
発
信
者
に
つ
い
て
も
詳
細
は
不
明
だ
が
、
内

容
か
ら
み
る
と
上
述

の
劉

時
高

・
何
挺
生
ら
と
連
絡
を
と
り
あ

っ
て
全
羅
道
方
面
で
の
米
買
い
付
け
に
携
わ

っ
て
い
た
と
推
測
で
き
る
。

と
く
に
三
月
十
五
日

付
の
D
29
か
ら
は
、
全
州
に
移

っ
た
劉
時
高

の
か
わ
り
に
栗
浦
同
順
泰
に
移
り
、
仁
川
向
け
の
米
移
出
に
携
わ

っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。



そ
れ
ゆ
え
こ
れ
ら
の
書
簡
も
、
「劉
時
高
」
発
の
書
簡
と
同
様
に
、
全
羅
道
の
同
順
泰
分
号
か
ら
発
信
さ
れ
た
も
の
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

(d
)
そ
の
他
の
発
信
者

の
書
簡

後
述
の
E
,
F
,
G
冊
と
重
な
る
発
信
者
が
4
件

の
み
確
認
で
き
る

(
「仁
桟
」
2
件

「仁
桟
廷
彰
」
1
件

「郡
蘭
圃
」
1
件
)。
ま
た

D
17
は
発
信
者
名
が
判
読
で
き
な
い
が
、
「同
順
泰
書
東
」
の
印
影
が
あ
り
、
同
順
泰
の
い
ず
れ
か
の
分
号
か
ら
発
信
さ
れ
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。
同
順
泰
外
か
ら
の
発
信
と
し
て
は
、
D
O2
の
玉
階

(横
浜
福
和
号
)
か
ら
の
書
簡
が
あ
る
。

②

E
,
F
,
G
冊
に
つ
い
て

(
a
)
「仁
桟
」
発
の
書
簡

(
36
件
)

発
信
者
名
に

「仁
桟
」
を
含
む
書
簡
は
36
件
あ
る
。
う
ち
単
に

「仁
桟
」
と
す
る
の
は
30
件
で

(そ
の
う
ち

7
件

に
は
あ
わ
せ
て

「同

順
泰
書
東
」
の
印
影
が
見
え
る
)、
他
に

「仁
桟
同
順
泰
」
1
件
、

「仁
桟
廷
廣
」
4
件
、
「仁
桟
廷
彰
」
1
件
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に

「同
順
泰
」
の
文
字
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
ら
は
仁
川
同
順
泰
か
ら
の
発
信
と
判
断
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。

一
方

こ
れ
ら
の
書
簡

の
受

信
者

と
し
て
は

「傑
生
叔
台
大
人
」
(
34
件
)
「漢
同
順
泰
」
(
1
件
)
「漢
本
号
」
(
1
件
)
「同
順
泰
本
号
」
(1
件
)
が
あ
り
、
全

て
諦
傑

生
本
人
な
い
し
漢
城
の
同
順
泰
本
号
に
宛
て
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

(
b
)
「廷
贋
」
発
の
書
簡

(
13
件
)

上
述

の

「仁
桟
」
発
の
書
簡
中
、

4
件
は
発
信
者
名
を

「仁
桟
廷
廣
」
と
し
て
い
た
が
、
そ
れ
以
外
に
発
信
者
名
を
単
に

「廷
贋
」
と

す
る
書
簡
が
13
件
あ
る
。
廷
廣

に
つ
い
て
詳
細
は
不
明
だ
が
、
仁
川
同
順
泰

の
店
員
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、

「仁
桟
」
発
の
書
簡
と
同
じ
く

仁
川

同
順
泰
よ
り
発
信
さ
れ
た
も

の
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。
受
信
者
は
1
件
が

「本
号
」
で
漢
城
同
順
泰
に
宛
て
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
残

り
12
件
は

「傑
生
叔
台
大
人
」
で
、
諦
傑
生
本
人
に
宛
て
ら
れ
て
い
る
。

(
c
)
「晴
湖
」
発
の
書
簡

(
35
件
)



発
信

者
名
を

「晴
湖
」
と
す
る
書
簡
は
35
件
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
2
件
に

「仁
川
同
順
泰
書
束
」

の
印
が
見
ら
れ
、
そ
の
他
の
書
簡
に

つ
い
て
も
内
容
に
は
仁
川
市
場
で
の
取
引
に
関
す
る
記
述
が
多
い
こ
と
か
ら
、
仁
川
同
順
泰
か
ら
発
信
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

一
方

受
信
者
は
全
て

「傑
生
三
弟
」
で
、
諦
傑
生
個
人
に
宛
て
ら
れ
た
書
簡
で
あ
る
。
具
体
的
な
序
列
を
示
す
三

字
が

見
え
る
こ
と
か
ら
、

「晴
湖
」
と
諜
傑
生
と
は
、
擬
制
で
は
な
い
実
際
の
親
族
関
係
に
あ

っ
た
と
見
て
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る

。
な
お
先
に
も
引
い
た
清
国

商
務
委
員
作
成

の
名
簿
に
よ
れ
ば
、
光
緒
十
二

(
1
8
8
6
)
年
分
仁
川
名
簿
に

「謳
晴
湖
」
な
る
人
物
が
現
れ
て
い
る

。
本
籍
地
も
諦
傑

生
と
同

じ
広
東
省
高
要
県
で
あ
る
。
上
述
の
よ
う
に

「晴
湖
」
が
諦
傑
生
と
親
族
関
係
に
あ
る
と
考
え
れ
ば
、
こ
の
名
簿
に
現
れ
る
諌
晴

湖
が

「晴
湖
」
と
同

一
人
物
で
あ
る
可
能
性
は
高
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

(d
)

「諦
傑
生
」
「傑
生
」
「傑
」
発
の
書
簡

(30
件
)

こ
れ
ら

30
件
を
ま
と
め
て
課
傑
生
発
の
書
簡
と
見
倣
し
た
。
受
信
者
は

「泉
享
仁
兄
」
、
「蘭
圃
仁
兄
」

、
あ
る

い
は
そ
の
連
名
で
あ

る
。
発
信
地
は
明
確
に
は
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
内
容
か
ら
判
断
す
れ
ば
、
仁
川
同
順
泰

へ
出
張
し
た
諦
傑
生
が
漢
城
同
順
泰
に
宛
て
て

送

っ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
と
す
れ
ば
受
信
者

の
2
名
は
、
諦
傑
生
の
留
守
を
任
さ
れ
た
漢
城
同
順
泰
の
店
員
だ
と
見
る
こ
と
が
で
き

よ
う
。

(
e
)

「李
泉
享
」
発
の
書
簡

(
12
件
)

こ
の
12
件

の
受
信
者
は
全
て

「傑
生
叔
台
大
人
」
で
、
諦
傑
生
に
宛
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
発
信
地
に
つ
い
て
は
明
示
さ
れ
て
い
な

い
が
、
内
容
は
大
半
が
仁
川
の
市
況
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
先
の

「晴
湖
」
発
書
簡

の
ー
つ

(
G
O4
)
で
は
、
「今
仁
号
人
少
、
祈

来
信
着
泉
享

・
廷
章
、
努
力
辮
事
」
と
あ
り
、

「泉
享
」
な
る
人
物
が
仁
川
同
順
泰
で
働

い
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

こ
れ
ら
か
ら
、
こ
の

「李
泉

享
」
発
の
書
簡
は
、
仁
川
同
順
泰
か
ら
発
信
さ
れ
た
も
の
と
推
測
で
き
る

。

(f
)

そ
の
他
の
発
信
者
の
書
簡

上
で
挙
げ
た
ほ
か
に
同
順
泰
店
員
と
考
え
ら
れ
る
発
信
者
は
、

「廷
章
」
(2
件
)
「何
挺
生
」
(
1
件
)
羅
明
階

(
1
件
)
で
あ
る
。

「廷



章
」

は
上

の

(
e
)
に
引
用
し
た
G
O4
に
仁
川
同
順
泰
の
店
員
と
し
て
登
場
し
て
い
る
。
「何
挺
生
」
「羅
明
階
」
は

D
冊
で
の
検
討
か
ら

同
順
泰
の
店
員
と
確
認
で
き
る
。
ま
た

「以
荘
」
(1
件
)
は
先
に
み
た
己
丑
年
グ
ル
ー
プ
C
45
に
現
れ
て
お
り
、
既
述
の
よ
う
に
諦
傑
生

の
親
族

と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
書
簡
の
受
信
者
は
、
(尊
称
の
表
現
に
相
違
は
あ
る
が
)
諦
傑
生
で
あ
る
。

ま
た
逆
に
同
順
泰
外
の
商
店
か
ら
の
書
簡
と
確
認
で
き
る
も

の
と
し
て
は
、

「陳
如
三
」
発
の
9
件
と

「周
夢
龍
」

発
の
1
件
が
あ
る
。

ま
ず

「陳
如
三
」
発
の
書
簡
か
ら
検
討
し
よ
う
。

こ
の
9
件

の
う
ち
8
件
に
は

「仁
川
恰
生
号
書
束
」

の
印
影
が
見
え
、
仁
川
に
店
舗
を

構
え

る
華
商
で
あ

っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
陳
如
三
の
名
は
、
清
国
商
務
委
員
に
よ
る
仁
川
清
国
人
名
簿
で
も
、
光
緒
十

(
1
8
8
4
)

年
分

と
十
二

(
1
8
8
6
)
年
分
と
に
現
れ
る
(嬰
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
本
籍
地
は
広
東
省
香
山
県
で
あ

っ
た
。
次
に

「周
夢
龍
」
発
の
書
簡
に
は
、

「仁

川
義
生
盛
書
束
」
の
印
影
が
見
え
、
陳
如
三
と
同
じ
く
仁
川
に
店
舗
を
構
え
る
華
商
で
あ

っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
人
物

の

名
も
光
緒
十
二
年
分
の
仁
川
清
国
人
名
簿
に
現
れ
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
本
籍
地
は
広
東
省
開
平
県
で
あ
っ
た

。

甲
午

年
グ
ル
ー
プ
4
冊
の
う
ち
、
D
冊

(①
グ

ル
ー
プ
)
と
E
,
F
,
G
冊

(②
グ

ル
ー
プ
)
と
は
表
題

の
記
号
で
区
別
さ
れ
て
い
る
。

収
録
書
簡
を
見
る
と
、
発
信
日
の
範
囲
は
①
②
間
で
重
な

っ
て
い
る
が

(①
は
光
緒
十
九
年
末
か
ら
二
〇
年
四
月
ま

で
、
②
は
3
冊
を
通

じ
て
光
緒
二
〇
年

一
月
か
ら
六
月
ま
で
)
、
発
信
者
が
重
な

っ
て
い
な

い
。
た
だ
し
受
信
者
の
点
で
は
①
②
と
も
諦
傑

生
な
い
し
漢
城
同
順

泰
に
宛
て
ら
れ
た
書
簡
が
圧
倒
的
に
多

い
。

①

②
の
発
信
者

の
傾
向
に

つ
い
て
、
そ
の
所
属
す
る
店
舗
に
注
目
し
て
比
較
す
る
と
、
①
で
は
全
羅
道
に
属
す
る
全
州

・
栗
浦
の
同
順

泰
分
号
か
ら
発
信
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
も
の
が
多
く
、

一
方
②
で
は
仁
川
同
順
泰
分
号
か
ら
の
発
信
と
見
ら
れ
る
も

の
が
多

い

。

つ
ま

り
①

②
は
、
同
順
泰

の
分
号
か
ら
本
号

(な
い
し
諦
傑
生
)
に
宛
て
ら
れ
た
書
簡
を
、
分
号
所
在
地
に
し
た
が

っ
て
分
類

・
整
理
し
た
も

(
3

)

小
結



表
題
に

「癸
卯
」
の
表
示
が
あ
る
の
は
、

H
,
1
,
J
の
3
冊
で
あ
る
。
こ
の
3
冊
の
表
題
に
は
そ
れ
ぞ
れ

「上
」
「中
」
「下
」

の
記

号
が
見
ら
れ
、

一
つ
の
セ

ッ
ト
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
ら
各
冊
の
収
録
書
簡

の
数
は
、
H
冊
52
件
、
1
冊
56
件
、

J
冊
65
件
で
、
合
計

73
件
で
あ
る
。
配
列
は
、
概
ね
発
信
日
付
順
で
あ

ー

る
。
具
体
的
に
は
H
冊
が

一
月
十
三
日
付
～
三
月
二
〇
日
付
、
1
冊
が
四
月
二
日
付
～
十
月
八
日
付
、
J
冊
が
十
月
九
日
～
十
二
月
二
八

日
と
な

っ
て
お
り
、
発
信
日
付

の
配
列
が
3
冊
を
通
じ
て
連
続
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

発
信
年
に

つ
い
て
は
、
多
く
の
書
簡
の
発
信
日
付
に

「癸
」
な

い
し

「癸
卯
」
の
記
載
が
あ
り
、
干
支
の
記
載
が
な

い
書
簡
に
つ
い
て

も
そ
れ
ら
記
載
が
あ
る
書
簡
と
発
信

日
付
順
で
配
列
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
全
て
表
題
通
り
癸
卯
年
発
信

の
書
簡
だ
と
見
て
よ
い
だ
ろ

う
。
例
に
よ
っ
て
同
順
泰
の
活
動
期
間
か
ら
考
え
る
と
、
こ
の
癸
卯
年
は
、
光
緒
二
九

(
1
9
0
3
)
年
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。

発
信
者
に

つ
い
て
見
る
と
、
本
グ
ル
ー
プ
1
7
3
件
の
う
ち
1
3
0
件
が

「李
益
卿
」
発
の
書
簡
で
あ
る

。

一
方
で
受
信
者
は
九
月
下
旬
ま
で

は
ほ
と
ん
ど
が
諦
傑
生
だ
が
、
そ
れ
以
後
に
は
謳
傑
生
は
現
れ
ず
、
「象
喬
」
が
主
た
る
受
信
者
と
な
る
。
こ
の
点
に

つ
い
て
は
以
下
で
再

論
す

る
。

四

癸

卯

年

グ

ル

ー

プ

の

検

討

(
1

)

構

成



(
a
)
「李
益
卿
」
発
の
書
簡

(
1
3
0

件
)

ユ

先

述
の
よ
う
に
、
癸
卯
年
グ

ル
ー
プ

の
収
録
書
簡

備
件
の
う
ち
㎜
件
を
占
め
る
。

こ
の
う
ち
5
件
に
は
発
信
者
名

と
共
に

「仁
川
同
順

泰
書
束
」
の
印
影
が
見
え

(1
32
,
37
,
38
,

41
,
J
17
)
、
李
益
卿
が
仁
川
同
順
泰
の
店
員
で
あ

っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
後
年

に
な
る
が
、
乙
巳

(
1
9
0
5
)
年

一
月
二
六
日
付
の
元
山
同
豊
泰
発
の
書
簡

(
N
10
)
で
は

「仁
号
李
益
卿
兄
不
幸
喪
身
」
と
い
う
記
述
が

見
ら
れ
、
李
益
卿
が
癸
卯
年
後
も
仁
川
同
順
泰
で
働
き
続
け
、
在
職
の
ま
ま
死
亡
し
た
と
い
う
こ
と
が
推
測
で
き
る

。

さ

て
こ
の

「李
益
卿
」
発
書
簡
の
受
信
者
は
、

一
月
か
ら
九
月
中
旬
ま
で
は
ほ
ぼ
全
て

「傑
生
大
兄
大
人
」
で
あ
る
が

(H
O3
～
蜘
,

2
件
を
除
く
)、
九
月
下
旬
か
ら
以
後
は

「象
喬
仁
兄
大
人
」
に
変
わ
る

(
1
50
～
J
65
)。
付
表
H
,
1
,
J
か
ら

分
か
る
よ
う
に
、
こ

の

「
李
益
卿
」
以
外

の
発
信
者
か
ら
の
書
簡
に
つ
い
て
も
、
九
月
下
旬
を
境
に
受
信
者
が
諦
傑
生
か
ら

「象
喬
」
な

る
人
物
に
変
わ
る
。

九

月
下
旬
の

「李
益
卿
」
発
書
簡
の
内
容
を
見
る
と
、
諦
傑
生
は
ち
ょ
う
ど
こ
の
頃
か
ら
家
族
を
連
れ
て
広
東
省

の
郷
里

へ
帰
省
の
途

に
就
き
、
少
な
く
と
も
年
内

い
っ
ぱ

い
は
朝
鮮
に
戻

っ
て
こ
な
か

っ
た
よ
う
で
あ
る

(1
50
,
1
52
,
J
O3
,
J
54
)
。
こ
れ
が
同
時
期
か

ら
諄
傑
生
あ
て
の
書
簡
が
見
ら
れ
な

い
よ
う
に
な

っ
た
理
由
だ
と
思
わ
れ
る
。

一
方

で
後
述
の

「何
介
眉
」
発
の
十

一
月
の
書
簡
で
は

(J

24
,

J
37
)
、
受
信
者
名
と
し
て

「漢
庄
本
号

諺
象
喬
仁
兄
」

の
名
が
挙
が

っ
て
お
り
、
「象
喬
」
の
姓
が
諦
で
あ
り
、
こ
の
頃
漢
城
の
同

順
泰
本
号
に
い
た
と
い
う

こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
謳
傑
生
が
九
月
か
ら
帰
省
す
る
に
当

っ
て
、

(親
族

の
?

)
諦
象

喬
に
漢
城
本
号
の
運
営
を
任
せ
た
も

の
推
測
で
き
る
。
そ
れ
ゆ
え
九
月
下
旬
以
後

の

「象
喬
」
宛
て
の
書
簡
も
、
そ
れ
以
前
の
諦
傑
生
宛

て
の
書
簡
同
様
、
漢
城
同
順
泰
本
号
に
宛
て
て
送
ら
れ
た
も

の
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。

(b
)
「何
介
眉
」
発
の
書
簡

(
11
件
)

四
月
に
1
件
見
ら
れ
る
ほ
か
、
残
り
10
件
は
十
月
以
降
に
集
中
し
て
い
る
。
J
24
に
は
何
介
眉
の
署
名
と
と
も
に

「仁
川
同
順
泰
書
束
」

(2
)
発
信
者
別
の
検
討



の
印
影
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
人
物
も
李
益
卿
と
同
様
に
仁
川
同
順
泰

の
店
員
で
あ

っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
受
信
者
は
、
先

に

「
李
益
卿
」
発
書
簡
の
説
明
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
四
月
の
1
件
は

「傑
生
叔
台
大
人
」
で
あ

っ
た
の
が
、
十
月
以
後
の
10
件
で
は

「象

喬
仁

兄
大
人
」
な
い
し

「漢
庄
本
号

謂
象
喬
仁
兄
」
と
な
る
。

(
c
)
「仁
川
同
順
泰
」
発
の
書
簡

(8
件
)

上

の

「李
益
卿
」
「何
介
眉
」
発
の
書
簡
は
仁
川
同
順
泰
か
ら
の
発
信
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
ほ
か

「仁
川
同
順
泰
書
束
」
の
印
影
の

み
が
見
ら
れ
発
信
者

の
署
名
が
見
ら
れ
な
い
も
の
が
8
件
あ
る

(29)。
受
信
者
は
諄
傑
生
と
す
る
も
の
が
2
件
、
諄
象
喬
と
す
る
も
の
が

1

件
、

の
こ
り
は
漢
城
同
順
泰
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
う
ち
J
10
,
J
13
,
J
25
,
J
56
の
4
件
は
書
簡
で
は
な
く
、
仁
川
同
順
泰
か
ら
漢
城

同
順
泰

へ
送

っ
た
貨
物
の
パ

ッ
キ

ン
グ
リ
ス
ト
で
、
本
来
は
こ
の
簿
冊
の
中
に
入
る
べ
き
も
の
で
は
な

い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
残
り
の
4

件
は
通
常
の
書
簡
で
、
内
容
は
仁
川
市
況
や
取
引
状
況
に
関
す
る
報
告
で
あ
る
。

(
d
)
「古
達
庭
」
発
の
書
簡

(11
件
)

こ
の
人
物
を
発
信
者
と
す
る
11
件
の
う
ち
10
件
は
二
月
か
ら
六
月
の
間
に
集
中
し
、
そ
の
受
信
者
は
全
て

「傑
生
仁
翁
大
人
」
で
あ
る
。

の
こ
り
1
件
は
十

}
月
十
九
日
付
で
受
信
者
は

「象
喬
仁
兄
」
で
あ
る
。
書
簡

の
内
容
か
ら
み
る
と
、
古
達
庭
は
平
壌
の
外
港
で
あ
る
鎮

南
浦

(一G。
箋
年
開
港
)
に
お
り
、
同
順
泰
が
鎮
南
浦
の
居
留
地
に
持

つ
借
地
権
を
転
売
す
る
に
あ
た
り
、
代
理
人
と

し
て
交
渉
を
行

っ
て

い
た

よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
彼
が
同
順
泰
の
店
員
で
あ

っ
た
か
ど
う
か
は
確
認
で
き
な
い
。

(
e
)
そ
の
他
の
発
信
者
か
ら
の
書
簡

こ
れ
以
前
の
グ

ル
ー
プ
に
も
現
れ
て
い
た
発
信
者
と
し
て
、

「傑
生
」
(
4
件
)
、

「廷
廣
」
(
1
件
)
が
あ
る
。
ま
た

1
15
の

「周
子
斉
」

に

つ
い
て
は
詳
細
不
明
だ
が
、
甲
午
年
の
E
25
と
同
じ

「仁
川
義
生
盛
書
束
」
の
印
影
が
見
ら
れ
る
。

(
3

)

小

結



表

紙

に

乙

巳

の

文

字

が

見

え

る
冊

子

は

K

,

L
,

M
,

N

,

S

の

5

冊

に

及

ぶ

。

こ

れ

ら

各

冊

の

収

録

書

簡

数

は

、

K

冊

38
件

、

L
冊

38
件

、

M
冊

48
件

、

N

冊

51
件

、

S

冊

35
件

で
、

合

計
2
1
0件

で

あ

る

。

こ

の

5

冊

の
う

ち

L

,

M
冊

の
表

題

に

は

そ

れ

ぞ

れ

「
乾

」

「坤

」

の
記

号

が

、

他

の

3
冊

の
表

題

に

は

「単

」

の
記

号

が

見

え

る
。

こ

の

こ
と

か

ら

L
,

M
冊

は

セ

ッ
ト

と

し

て
、

他

の

3

冊

は

そ

れ

ぞ

れ

独

立

し

た

冊

子

と

し

て
扱

わ

れ

て

い
た

こ

と

が
推

測

で
き

る
。

収

録

書

簡

の
配

列

方

法

と

受

発

信

者

の
傾

向

は

、

冊

子

ご

と

に

相

違

し

て

い
る

。

ま

ず

表

題

の
記

号

上

セ

ッ
ト

と

し

て
扱

わ

れ

て

い

る

L
冊

と

M
冊

で

は

、

概

ね

発

信

日

順

に
配

列

さ

れ

て

い
る

。

発
信

日

の
範

囲

は

L
冊

が

一
月

四

日

付

～

二

月

十

八

日
付

、

M
冊

が

二

月

十

一
日

付

～

四

月

七

日

付

で

、

2

冊

を

通

じ

て

配

列

が

連

続

し

て

い
る

こ

と

が

確

認

で

き

る

。

な

お

発

信

日

付

に

は
多

く

に

「
乙

」

の
字

が

見

え

、
表

題

ど

お

り

乙
巳

年

発

の
書

簡

で
あ

る

こ

と

が

推

測

さ

れ

る
。

同

順

泰

の
活

動

期

間

か

ら

考

え

れ
ば

、

こ

れ

は

光

緒

三

一

(
1
9
0
5
)

癸
卯

年
グ
ル
ー
プ

の
3
冊
は
、
光
緒
二
九

(
1
9
0
3
)
年

の

一
年
間
に
わ
た
り
、
仁
川
同
順
泰
か
ら
漢
城
同
順
泰
に
宛
て
て
送
ら
れ
た
書

簡
を
中

心
に
、
発
信
日
付
に
配
列
し
て
製
本
し
た
も
の
と
い
え
る
。
漢
城
同
順
泰

で
の
受
信
者
は
、
九
月
下
旬
ま
で
諦
傑
生
本
人
で
あ

つ

た
が
、

彼
が
帰
郷
し
て
不
在
に
な

っ
た
後
は
、
留
守
を
預
か
る
店
員
か

つ
親
族
と
思
わ
れ
る
諦
象
喬
と
な

っ
た
。
ま
た
こ
の
3
冊
は
、
表

題
に
そ
れ
ぞ
れ

「上
」

「中
」
「下
」
の
記
号
が
見
え
、
表
題
の
記
さ
れ
た
当
初
か
ら
セ
ッ
ト
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た

こ
と
が
分
か
る
が
、

そ
う

し
た
扱

い
は
上
の
よ
う
な
発
信
者
の
共
通
性
と
符
合
し
て
い
る
。

五

乙

巳

年

グ

ル

ー

プ

の

検

討

(
1
)

構

成



年

に

あ

た

る

。

発

信

者

は

2
冊

と

も

「
諦
象

喬

」

「
象

喬

」

が

多

く

(
L
冊

27
件

、

M
冊

33

件

)
、

受

信

者

は

諦

傑

生

が

多

い

(
L

冊

M
冊

と

も

33
件

)
。

ま

た

K
冊

で

も

概

ね

発

信

日
順

に

書

簡

が

配

列

さ

れ

て

い

る
。

発

信

日

の
範

囲

は

↓
月

五

日
付

～

七

月

九

日

付

で
、

L
,

M
冊

と

一
部

が

重

な

っ
て

い
る

。

本

冊

に

収

録

さ

れ

た

書

簡

の
多

く

に

は

発

信

日

に

「
乙

巳

」

な

い
し

「
乙
」

の
干

支

が

明

記

さ

れ

、

表

題

ど

お

り

乙

巳

年

の
書

簡

で

あ

る

こ
と

が

確

認

で
き

る
。

発
信

者

は

「
李

静

波

」

(
29
件

(3。
〉)

「群

枝

」

(
6
件

)

「李

偉

初

」

(
3
件

)

の

3
人

で
、

L

,

M
冊

の
発

信

者

と

は

互

い
に

全

く

重

な

ら

な

い
。

一
方

で

受

信

者

は

全

38
件

中

37
件

が

護

傑

生

で

あ

り

、

諦

傑

生

が

受

信

者

の
多

く

を

占

め

る
点

は

L

,

M
冊

と

同

様

で
あ

る
。

こ

の

よ

う

に

L
,

M

,

K

の

3
冊

で

は

書

簡

が

発

信

者

を

問

わ

ず

発

信

日

順

に

配

列

さ

れ

る
傾

向

が

強

い

の
に

対

し

、

S
冊

で

は

ま

ず

発

信

者

ご

と

に
書

簡

を

分

け

た

上

で

、

発

信

者

を

同

じ

く

す

る

書

簡

の
中

で

発

信

日
付

順

に

配

列

し

て

い

る

よ

う

で
あ

る

(
入

れ

替

わ

っ

て

い

る

部

分

も

あ

る

)
。

な

お

発

信

日

は

一
月

よ

り

六

月

ま

で

に

わ

た

っ
て

お

り

、

「自

一
月

至

五

月

」

と

い

う

表

紙

題

名

と

は

若

干

の
齪

齢

が

あ

る

。

年

に

つ
い

て

は

4
件

の
発

信

日

に

「
乙
」

の
文

字

が

、

1
件

の

発

信

日

に

「
乙

巳
」

の
文

字

が

見

え

、

表

題

ど

お

り

乙

巳

年

の
書

簡

が

収

録

さ

れ

て

い

る

可

能

性

が

高

い

が

、

他

の
書

簡

が

発

信

日

付

順

に

配

列

さ

れ

て

い
な

い

こ
と

も

あ

り

、

断

言

は

で
き

な

い
。

受

発

信

者

の
傾

向

を

見

る

と

、

発

信

者

は
多

様

で
最

も

発
信

の
多

い

人
物

で

も

35
件

中

14
件

に

す
ぎ

な

い
が

(
「梁

繍

卿

」
)
、

受

信

者

は

諄

傑

生

が

35
件

中

34
件

と

多

数

を

占

め

て

い
る

点

は

K

,

L

,

M

の

3
冊

と

同
様

で

あ

る

。

最

後

に

N
冊

は

、

表

題

の
干

支

が

「
乙

巳

丙

午

」

と
さ

れ

て
お

り
、

他

の

4

冊

に

は

「
乙

巳

」

の

み

し

か

記

さ

れ

て

い

な

い

の
と

異

な

る

。

書

簡

の
配

列

方

法

は

、

S
冊

と

同

様

に

発

信

者

ご

と

と

な

っ
て

い
る

部

分

も

あ

る
が

、

S
冊

に

比

べ
混

乱

が
著

し
く

、

一
定

の
基

準

を

見

出

す

こ

と

が

で
き

な

い
。

ま

た

年

代

は

、

発

信

日

に

干
支

を

明

記

し

て

い
る

も

の
を

見

る

と

、

表

題

と

一
致

す

る

「
乙

巳

」

「
丙
午

」

(
な

い

し

「
丙

」
)

が

多

い
も

の

の
、

「
甲

」

と

さ

れ

て

い
る

書

簡

も

あ

り

(
N

14
,

15
)
、

少

な

く

と

も

三

ヵ
年

分

に

わ

た

る

こ
と

が

確

実

で

あ

る
。

「
丙
午

」

は

乙

巳

翌

年

の

光

緒

三

二

(
1
9
0
6
)

年

、

「
甲

」

は

乙

巳
前

年

の
光

緒

三

〇

(
1
9
0
7
)

年

を

指

す

可
能

性

が

高

い

と

思



①
L
,
M
冊
に

つ
い
て

(
a
)
「
〔讃
〕
象
喬
」
発
の
書
簡

(60
件
)

発
信
者
名
を

「諄
象
喬
」
な

い
し

「象
喬
」
と
す
る
書
簡
は
60
件
あ
り
、

L
,
M
冊

の
86
件
の
書
簡
中
、
7
割
弱
を
占
め
て
い
る
。
な

お
こ
の
60
件
の
う
ち
8
件
に
は
発
信
者
名
と
と
も
に

「仁
川
同
順
泰
書
束
」
の
印
影
が
見
え
、
仁
川
同
順
泰
か
ら
の
発
信
で
あ

っ
た
こ
と

が
確

認
で
き
る
。

こ
の
諄
象
喬
に

つ
い
て
は
、
癸
卯
年
グ

ル
ー
プ

の
検
討
で

「李
益
卿
」
発
書
簡
の
受
信
者
と
し
て
登
場
し
た
時
に
取
り

上
げ
た
が
、
同
順
泰
の
店
員
で
あ
り
か

つ
諦
傑
生
の
親
族
で
あ

っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

受
信
者
は
60
件
中
48
件
が

「傑
生
三
叔
大
人
」
で
あ
る
。
そ
の
他
は

「秋
明
賢
僅
」
が
5
件
、
「其
■

〔築
?
〕
賢
僅
」
が
3
件
、
「其

新
賢
僅
」
が
2
件
、

「同
順
泰
本
号
列
位
先
生
」
が
1
件
、
記
さ
な
い
も
の
が
1
件
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち

「秋
明
賢
僅
」
を
受
信
者
と

す
る
M
33
に
は

「本
号
同
事
先
生
」
と
い
う
語
が
、

「其
■

〔樂
?
〕
賢
僅
」
を
受
信
者
と
す
る
M
32
に
は

「漢
本
号
列
位
先
生
」
と
い
う

語
が
受
信
者
名
に
添
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
人
物
は
漢
城
の
同
順
泰
本
号
の
店
員
で
あ

っ
た
と
推
測

で
き
る
。
な
お

「秋

(2
)
発
信
者
別
の
検
討

わ

れ

る

。

受

発

信

者

の
傾

向

を

見

る

と

、

発
信

者

は

S

冊

よ

り

さ

ら

に

多

様

で

、

最

も

発

信

の
多

い

人

物

で

も

51
件

中

13
件

に

す

ぎ

な

い

が

(
「
李

瑞

雲

」

「
瑞

雲

」
)
、

受

信

者

は

諄

傑

生

が

51
件

中

43
件

と
多

数

を

占

め

て

い

る

点

は

K
,

L

,

M
,

S

の

4
冊

と

同

様

で
あ

る
。

こ

の

よ

う

に

乙

巳

年

グ

ル
ー

プ

各

冊

内

で

の
書

簡

の
構

成

は

、

L

,

M

の

2

冊

に

共

通
点

が

多

く

配

列

も

連

続

し

て

い

る

の
に

対

し

、

他

の

3

冊

は

そ

れ

ぞ

れ

に

独

自

の
特

徴

を

持

っ
て

い

る
。

こ
れ

は
先

述

し
た

表

題

の
記

号

(
乾

・
坤

・
単

)

と

も

対

応

し

て

い
る

。

そ

こ

で

(
2

)

の
発

信

者

の
検

討

で

は

L
,

M

2

冊

を

ま

と

め

て

取

り

上

げ

、

他

の

K
,

S

,

N
冊

に

つ

い
て

は

そ

れ

ぞ

れ

1

冊

ず

つ
検

討

し

た

い
。



②
K
冊
に
つ
い
て

(
a
)
「李
静
波
」
発
の
書
簡

(29
件
)

全

38
件
中
29
件
を

「李
静
波
」
発
の
書
簡
が
占
め
る
。
発
信
者

の
自
署
と
と
も
に

「群
山
同
順
泰
書
東
」
の
印
影
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、

群
山
同
順
泰
か
ら
発
信
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
受
信
者
は

(受
信
者
名
が
損
傷
し
て
判
読
で
き
な
い
K
O3
を
除
き
)
全
て

「傑
生

叔
大
人
」
で
あ
り
、
漢
城
本
号
の
諦
傑
生
の
も
と
に
送
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
発
信
地

の
群
山
は
1
8
9
7
年
に
開
港
さ
れ
た
全
羅
道

北
部

の
海
港
で
あ
る
。
群
山
に
同
順
泰
分
号
が
設
置
さ
れ
た
の
が
い
つ
か
は
不
明
だ
が
、
癸
卯
年
十
二
月
十
三
日
付
け

の
仁
川
同
順
泰

(李

益
卿
)
発
の
書
簡
で

(
J
53
)
、
「群
庄
」
「李
静
波
」

の
文
字
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
遅
く
と
も
日
露
戦
争
以
前
に
は
開
設
さ
れ
、
李
静
波

な
る
人
物
も
そ
の
時
ま
で
に
同
地
分
号
で
働
い
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。

こ

の
李
静
波
か
ら
の
書
簡
で
は
、
(K
35
を
除
き
)
冒
頭
行
に

「某
号

某
日

付
某
呈
」
と
い
う
形
で
、
連
番
と
発
信
日
、
経
路
が
示
さ

れ
て

い
る
。
付
表
で
は
こ
の
う
ち
連
番
を
示
し
た
。
本
冊
で
最
初
に
現
れ
る

「李
静
波
」
発
書
簡

(
一
月
七
日
K
O3
)
は
損
傷
で
冒
頭
行

明
賢
僅
」
宛
て
の
M
33
で
は
、
本
文
中
に

「諦
傑
生
は
昨
晩
仁
川
に
到
着
し
た
」
旨
の
記
述
が
見
ら
れ
、
諦
傑
生
不
在
時
の
代
理
と
し
て

こ
れ
ら
の
人
物
が
受
信
者
と
さ
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

(b
)
そ
の
他
の
発
信
者
か
ら
の
書
簡

こ
れ
ま
で
に
紹
介
し
た
グ
ル
ー
プ
で
既
に
現
れ
た
発
信
者
と
し
て
、
「晴
湖
」

(5
件
、
う
ち
1
件
に
は

「仁
川
同
順
泰
書
束
」

の
印
影

あ
り
)
「廷
廣
」

(1
件
)
「仁
川
同
順
泰
」
(
2
件
)
が
あ
る
。

い
ず
れ
も
課
傑
生
な

い
し
漢
城
同
順
泰
に
宛
て
ら
れ

て
い
る
。
こ
れ
ま
で

に
見
ら
れ
な
か

っ
た
発
信
者
と
し
て
は
、
朝
鮮
在
勤

の
清
国
領
事
か
ら
の
書
簡
8
件
が
興
味
深
い
。
具
体
的
に
は
黎

子
祥

(元
山
領
事
)

か
ら

の
6
件
が
多
く
、
他
に
唐
恩
桐

(鎮
南
浦
領
事
)
か
ら
1
件
、
銭
明
訓

(漢
城
総
領
事
)
か
ら
1
件
が
発
信
さ

れ
て
い
る
。
受
信
者

は
い
ず
れ
も
諦
傑
生
な
い
し
同
順
泰
本
号
で
あ
る
。



③

S
冊
に
つ
い
て

(
a
)
「梁
論
卿
」
発
の
書
簡

(
14
件
)

二
月
中
旬
か
ら
六
月
下
旬
ま
で
の
発
信
日
付
を
持

つ
14
件
で
あ
る
。
す
べ
て
発
信
者
署
名
と
と
も
に

「同
泰
号
書
束
」

の
印
影
が
見
え

る

。
署
名
が
な
く

「同
泰
号
書
束
」
印
影

の
み
の
書
簡

(
S
26
)
を
あ
わ
せ
れ
ば
15
件
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
書
簡

の
受
信
者
は
、

S
26

を
除
き
全
て

「傑
生
内
弟

・
象
喬
内
僅
」
で
、
漢
城
本
号
の
諦
傑
生

・
諦
象
喬
の
も
と
に
送
ら
れ
た
書
簡
だ
と
判
断
で
き
る
。
そ
し
て

「内

が
判
読
で
き
な

い
が
、
次
の

一
月
十

一
日
付
K
O4
は
3
0
4
号
と
さ
れ
、
以
後
七
月
九
日
付

の
枷
号
ま
で
が
欠
落
無
く
連
続
し
て
い
る
。
概
ね

一
週
間
に

一
度
ぐ
ら
い
の
ペ
ー
ス
で
発
信
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。

(b
)
「群
枝
」
発
の
書
簡

(6
件
)

一
月
か
ら
二
月

の
間
に
集
中
し
て
6
件
見
ら
れ
る
。
発
信
者
自
署
と
と
も
に

「全
州
同
順
泰
書
束
」
の
印
影
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

全
州
同
順
泰
か
ら
発
信
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
分
か
る
。
受
信
者
は
全
て

「傑
生
叔
台
大
人
」
で
あ
る
。

こ
の
群
枝
発

の
書
簡
も
、
李
静
波

発
書

簡
と
同
様
に
、
冒
頭
行
に
連
番
と
発
信
日

・
逓
送
方
法
が
記
さ
れ
て
い
る
。
連
番
は
、
損
傷
が
激
し
く
判
読

で
き
な
い
1
例

(K
O2
)

を
除

き
、

一
月
■

〔判
読
で
き
ず
〕
日
が
18
号
で
、
以
下

(
19
号
と
20
号
は
欠
落
し
て
い
る
が
)
21
号
か
ら
24
号
ま

で
続
い
て
い
る
。

(
c
)
「李
偉
初
」
発
の
書
簡

(
3
件
)

1
件
が
二
月
、
残
り
の
2
件
は
七
月
上
旬
の
発
信
で
あ
る
。
こ
の

「李
偉
初
」
発
の
書
簡

で
は
、
所
属
す
る
商
号

の
印
影
な
ど
が
見
ら

れ
な

い
。
た
だ
七
月
二
日
付

の
K
37
で
は
、
冒
頭
行
に

「書
於
南
浦
」
と
あ
り
、
平
安
道

の
開
港
場
で
あ
る
鎮
南
浦
か
ら
発
信
し
て
い
た

こ
と
が
分
か
る
。
内
容
か
ら
こ
の
と
き
の
鎮
南
浦
旅
行
は
、
租
界
の
土
地
競
売
に
参
加
す
る
た
め
で
あ

っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
た
だ
し
こ

の
人
物
が
同
順
泰
の
店
員
で
あ

っ
た
か
は
確
認
で
き
な

い
。
受
信
者
は
、
二
月
発
の
1
件
が

「傑
生
叔
台
大
人
」
、
七
月
発
の
2
件
が

「傑

生
仁
兄
大
人
」
で
あ
る
。



弟
」

(妻
の
弟
)
「内
僅
」
(妻

の
甥
)
と
い
う
呼
称
は
、
梁
論
卿
が
諦
傑
生
の

一
族
と
姻
戚
関
係
に
あ

っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
な
お
発
信

者
で
あ
る
同
泰
号

(梁
論
卿
)
に
つ
い
て
は
、
前
稿
で
既
に
取
り
上
げ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
上
海
に
お
け
る
同
順
泰

の
主
要
な
取
引
先

で

あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る

(署
。

こ
の

「梁
論
卿
」
発
の
書
簡
は
、
冒
頭
行
に
連
番

・
発
信
日

・
逓
送
方
法

(船
便
名
)
を
記
す
形
を
と

っ
て
い
る
。
連
番
は
二
月
十
九

日
付

の
21
号
に
は
じ
ま
り
、
六
月
二
四
日
の
6
3
3
号
ま
で
欠
落
な
く
続

い
て
い
る

(な
お
そ
の
間
の
四
月
二
三
日
付
S
25
は

「不
列
号
」
と

6
p

0

さ
れ
、
こ
の
連
番
体
系
の
外
に
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
四
月
二
二
日
付
S
26
は
番
号
が
な
い
が
、

こ
れ

は
数
行
の
メ
モ
書
き

で
あ
り
、
同
日
付

S
24
の
追
伸
的
な
性
格
の
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
)

。

(
b
)
「羅
子
明
」
発
の
書
簡

(5
件
)

三
月
上
旬
よ
り
六
月
上
旬
ま
で
の
発
信
日
付
を
持

つ
5
件
で
あ
る
。
発
信
者
署
名
と
と
も
に

「香
港
上
環
安
和
泰
書
束
」
の
印
影
が
見

え
る
。
受
信
者
は

「傑
生
仁
兄
大
人
」
で
あ
る
。
香
港
の
取
引
先
か
ら
漢
城

の
諦
傑
生
の
も
と
に
送
ら
れ
た
書
簡
と
考

え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

な
お
安
和
泰
に
つ
い
て
は
一。。
露
年

の
日
本
領
事
報
告
に
記
載
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
香
港
の
南
北
行
街
に
店
舗
を
持
ち
、
主
に
神
戸

・

横
浜

か
ら
の
輸
入
海
産
物
を
扱
う
貿
易
商
で
あ

っ
た

(嬰
。
こ
れ
ら
の
書
簡
に
も
先
述
の

「梁
編
卿
」
発
の
書
簡
と
同
様
、
冒
頭
行
に
番
号

と
日
付
が
記
載
さ
れ
て
い
る

(た
だ
し
船
便
名
は
記
さ
れ
て
い
な
い
)
。
番
号
は
86
号
か
ら
90
号
ま
で
欠
落
な
し
に
続

い
て
い
る
。

(
c
)
「陳
達
生
」
発
の
書
簡

(3
件
)

三
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
3
件
見
ら
れ
る
。
発
信
者
署
名
と
と
も
に

「神
戸
祥
隆
号
書
簡
」
の
印
影
が
見
ら
れ
る
。
受
信
者
は
全
て

「傑

生
仁

兄
大
人
」
で
あ
る
。

こ
の
陳
達
生
に
つ
い
て
も
前
稿
で
取
り
上
げ
た
が
、
神
戸
に
お
け
る
同
順
泰
の
取
引
先
の

一
つ
で
あ

っ
た
。
本

籍
地

は
広
東
省
順
徳
県
で
、
1
8
7
0年
に
渡
日
後
、
神
戸
の
広
東
人
団
体
で
あ
る
広
業
公
所
理
事
も

つ
と
め
た
有
力
華
商

で
あ

っ
た

。

(
d
)
「播
達
初
」
発
の
書
簡

(2
件
)

三

月
二

一
日

(
S
O5
)
と
四
月
八
日

(S
O6
)
の
2
件
で
あ
る
。
発
信
者
署
名
と
と
も
に

「長
崎
万
昌
和
」

の
印
影
が
見
ら
れ
、
長
崎



に
お
け
る
同
順
泰
の
取
引
先
華
商
と
考
え
ら
れ
る
。
受
信
者
は
い
ず
れ
も

「傑
生
仁
兄
大
人
」
で
あ
る
。
長
崎
の

「重
建
広
東
会
所
碑
記
」

に
よ
れ
ば
、
こ
の
渚
達
初
は
広
東
省
南
海
県

の
出
身
で
、
1
9
1
5年
当
時
、
長
崎
の
広
東
人
団
体
で
あ
る
合
福
堂
広
東
会
所
の
会
員
で
あ

っ

た

。

(
e
)

「羅
耀
箴
」
発
の
書
簡

(3
件
)

い
ず

れ
に
も

「元
山
同
豊
泰
書
束
」

の
印
影
が
み
え
る

。
受
信
者
は

「傑
生
仁
兄
大
人
」
で
あ
る
。
こ
の
羅
耀
箴
は
、
清
国
商
務
委

員
が
作
成
し
た
光
緒
十
二

(
1
8
8
6
)
年
分
の
元
山
在
留
清
国
人
名
簿
に
、
広
東
省
出
身
の

「在
港
設
舗
華
商
」
と
し
て
登
場
し
て
い
る

。

こ
こ
か
ら
、
諌
傑
生
と
同
じ
く
広
東
省
出
身
で
あ
る
こ
と
と
、
開
港
直
後
か
ら
元
山
に
定
着
し
て
い
た
こ
と
と
が
確
認

で
き
る
。

(f
)

そ
の
他
の
発
信
者
か
ら
の
書
簡

K
冊
に
も
登
場
す
る

「群
枝
」
(
1
件
,
S
O1
)
発
の
書
簡
は

一
月
二
三
日
付
で
、
20
号
信
の
連
番
が
打
た
れ
て
い
る
。

K
冊

「群
枝
」

発
書
簡

の
中
に
20
号
信
は
欠
け
て
お
り
、
本
来
は
K
冊
に
入
る
べ
き
も
の
が
こ
の
S
冊
に
紛
れ
込
ん
だ
も
の
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。

秀
枝

(1
件
,
S
18
)
も
詳
細
不
明
だ
が
、
書
簡
の
内
容
は
鎮
南
浦
に
お
け
る
同
順
泰
権
利
地
の
賃
貸
に
関
す
る
も
の
で
、
鎮
南
浦
か

ら
発
信
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
書
簡
中
で

「宗
弟
」
と
自
称
し
て
い
る
が
、
同
年
七
月
に
や
は
り
鎮
南
浦
か
ら
発
信

さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
李
偉
初
発
の
書
簡

(K
37
)
で
は
土
地
の
賃
料
を

「諦
秀
枝
」
に
手
交
し
た
旨
の
記
述
が
あ
り
、
こ
れ
ら
か
ら

「秀

枝
」

の
姓
名
は
諏
秀
枝
で
、
諦
傑
生

の
親
族
で
あ

っ
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。

④

N
冊
に
つ
い
て

(
a
)
「李
瑞
雲
」
「瑞
雲
」
発

の
書
簡

(
13
件
)

13
件
中
11
件
に

「仁
川
同
順
泰
書
束
」
の
印
影
が
見
ら
れ
、
仁
川
同
順
泰
か
ら
発
信
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
発
信
日
に
は
全
て

「丙

午
」

な
い
し

「丙
」
と

い
う
形
で
干
支
が
記
さ
れ
て
い
る
。
書
簡

の
配
列
は
必
ず
し
も
発
信
日
付
順
で
は
な

い
が
、

発
信
日
は
三
月
二
日



か
ら
四
月
二
二
日
の
約
2
ケ
月
間
に
集
中
し
て
い
る
。
受
信
者
は

「傑
生
叔
台
大
人
」
で
あ
る
。

(b
)
「李
静
波
」
発
の
書
簡

(8
件
)

発
信
者
名
と
と
も
に

「群
山
同
順
泰
書
束
」
の
印
影
が
見
え
、
群
山
同
順
泰
か
ら
発
信
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
受
信
者
は

「傑
生

叔
大

人
」
で
あ
る
。
発
信

日
付
は

(判
読
不
能
の
2
件
を
除
き
)
乙
巳
年
七
月
か
ら
九
月
で
あ
る
。
こ
れ
ら

「李
静

波
」
発
書
簡
の
冒
頭

行
に
は
連
番

・
発
信
日
付

・
逓
送
方
法
が
明
記
さ
れ
て
お
り
、
連
番
は
3
3
3
号
か
ら
3
6
0
号
ま
で
で
あ
る

(た
だ
し
途
中

に
欠
落
が
あ
る
)。
先

述
し
た
K
冊

の

「李
静
波
」
発
書
簡
も
同
じ
乙
巳
年
発
で
、
連
番
は
3
0
4
号
か
ら
3
3
0
号
ま
で
だ
か
ら
、
本
冊
の

「李
静

波
」
発
書
簡
は
K
冊

所
収

の

「李
静
波
」
発
書
簡
の
後
に
続
く
も
の
だ
と
い
え
る
。

(
c
)
「梁
論
卿
」
発
の
書
簡

(7
件
)

発
信
者
名
と
と
も
に

「同
泰
号
書
束
」
の
印
影
が
見
ら
れ
る
。
受
信
者
は

「不
列
号
」
1
件

(N
O8
)
と
破
損
し
て
判
読
不
能

の
1
件
(
N

O1
)
を
除
い
て

「傑
生
内
弟

象
喬
内
僅
」
で
あ
る
。
冒
頭
行
に
は
連
番
と
発
信
日
、
逓
送
方
法

(船
便
な
ど
)
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
特
徴
は
、
先
に
見
た
S
冊
の

「梁
論
卿
」
発
の
書
簡
と
共
通
す
る
。

こ
の
2
冊
の

「梁
繍
卿
」
発
書
簡
に
つ
い
て
連
番
を
比
較
す
る

と
、
本
冊
分
は

一
月
七
日
付

の
6
1
6
号

(
N
O5
)
か
ら
二
月
六
日
付
の
6
2
0
号

(N
12
)
ま
で
、

S
冊
分
は
二
月
十
九
日
付

(S
19
)
か
ら
六

月
二
四
日
付

(S
33
)
ま
で
だ
か
ら
、
本
冊
分
の
書
簡
は
S
冊
分
の
前
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
と
い
え
る
。

(
d
)
「羅
耀
箴
」
発
の
書
簡

(3
件
)

発
信
者
名
と
と
も
に

「元
山
同
豊
泰
書
束
」
の
印
影
が
見
ら
れ
る
。
受
信
者
は

「傑
生
仁
兄
大
人
」
で
あ
る
。
発
信
日
は
十
二
月
二
六

日

(
N
O3
)、

一
月
十
八
日

(N
O9
)
、

一
月
二
六
日

(N
10
)
で
あ
る
。

こ
れ
ら
に
は
干
支
が
記
さ
れ
て
い
な

い
が
、
書
簡
本
文
中
に
日

露
戦
争

の
話
題
が
触
れ
ら
れ
、
か
つ
N
10
に
は
日
本
が
既
に
旅
順
を
占
領
し
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
か
ら

(旅
順
陥

落
は
1
9
0
5
年

1
月
1

日
)
、

こ
の
3
件
は
甲
辰
年
末
か
ら
乙
巳
年
初
に
か
け
て
の
も
の
と
み
て
よ

い
だ
ろ
う
。

(
e
)
「羅
子
明
」
発
の
書
簡

(2
件
)



先
述
の
よ
う
に
乙
巳
年
グ
ル
ー
プ

の
5
冊
は
、
表
題
記
号
か
ら
、
4
つ
の
小
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
扱
わ
れ
て
い
た
も

の
と
思
わ
れ
る

(
1

L
,
M
冊
、
②
K
冊
、
③

S
冊
、
④
N
冊
)。
書
簡

の
配
列
や
発
信
者
の
特
徴
も
、
実
際
に
こ
の
小
グ
ル
ー
プ
に
対
応
し

て
異
な

っ
て
い
る
。

(2
)

の
検
討
を
踏
ま
え
て
整
理
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。
ま
ず
①
L
,
M
冊
は
仁
川
同
順
泰

の
諦
象
喬
か
ら
漢
城
同
順
泰
の
譚
傑

生
に
宛
て
て
送
ら
れ
た
書
簡
を
中
心
に
、
発
信

日
順
に
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。

つ
い
で
②

K
冊
は
、
と
も
に
全
羅
道
に
属
す
る
群
山
同

順
泰

(李
静
波
)
・
全
州
同
順
泰

(群
枝
)
か
ら
謳
傑
生
に
宛
て
て
送
ら
れ
た
書
簡
を
中
心
に
、
や
は
り
発
信
日
順
に
整
理
し
た
も
の
で
あ

る
。
こ
れ
ら
①
②
が
主
に
同
順
泰
の
分
号
か
ら
本
号
宛
て
の
書
簡
を
中
心
に
収
録
し
て
い
る
の
に
対
し
、
③
S
冊
は
同
順
泰
外
の
取
引
牛

(
3

)

小

結

乙
巳

「
月
六
日
付

の
N
O6
、

一
月
十
九
日
付
の
N
O7
が
あ
る
。
前
者
に
は
発
信
者
名
と
共
に

「香
港
上
環
安
和
泰

書
束
」
の
印
影
が
見

ら
れ

る
。
受
信
者
は
い
ず
れ
も

「傑
生
仁
兄
大
人
」
で
あ
る
。
書
簡
冒
頭
に
は
連
番
が
振
ら
れ
て
お
り
、
N
O6
は
84
号
、
N
O7
は
85
号
と

さ
れ

て
い
る
。
先
述

の
S
冊
に
も
同
人
発
の
書
簡
が
5
件
あ
り
、
そ
れ
ら
に
振
ら
れ
て
い
る
連
番
は
86
号
か
ら
90
号

ま
で
だ
か
ら
、
本
冊

の

「
羅
子
明
」
発
書
簡
は
そ
の
前
に
接
続
す
る
も
の
だ
と
い
え
る
。

(f
)
「仁
庄
」
発
の
書
簡

(1
件
)

発
信
者
名
を

「仁
庄
」
と
し
受
信
者
名
を

「漢
庄
本
号
」
と
す
る
1
件
が
含
ま
れ
て
い
る

(
N
41
)
。
書
簡
冒
頭
に
は
連
番

(66
号
)、

発
信

日

(三
月
十
日
)
、
逓
送
方
法
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
受
発
信
者
名
は
、
こ
こ
ま
で
に
紹
介
し
た
冊
子
で
は
己
丑
年
グ
ル
ー
プ
に

し
か
現
れ
て
い
な

い
。
こ
の
書
簡
の
発
信
日
に
は
干
支
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
文
中
に

「広
済
船
」
に

つ
い
て
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。

広
済
号
は
、
清
国
招
商
局
の
上
海

・
仁
川
航
路

(
1
8
8
8
年
～
1
8
9
4年
)
に
充
当
さ
れ
た
汽
船
で
あ
り

、

こ
の
よ
う
な
内
容
面
か
ら
書
簡

が
日
清
戦
争
以
前

の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
推
測
で
き
る
。



表

紙

の
表

題

に

干
支

が

な

い

o
,

p

,

Q
,

R

の

4
冊

を

仮

に

不

明

グ

ル
ー

プ

と

し

た

。

o
冊

に

は

52

件

、

p
冊

に

は

55
件

、

Q
冊
に

は

44
件

、

R
冊

に

は

40
冊

の
書

簡

が

収

録

さ

れ

て

い
る

。

表

題

に

は

、

0
,

P

の

2

冊

に

は

そ

れ

ぞ

れ

「
乾

」

「
坤

」

の
記

号

が

あ

り
セ
ッ

ト

と

し

て
扱

わ

れ

て

い

る

一
方

、

Q
冊

と

R

冊

に

は

「
単

」

の

記

号

が

見

え

、

独

立

し

た

も

の
と

し

て
扱

わ

れ

て

い
る

。

0

,

P
冊

で

は

い
ず

れ

も

発

信

日

順

に

書

簡

が

配

列

さ

れ

て

お

り

、

そ

れ

ぞ

れ

の

発

信

日

の
範

囲

は

0

冊

が

二
月

十

一
日
付

～

三

月
十

日
付

、

P
冊

が

三

月

十

九

日
付

～

五

月

六

日

付

ま

で

で

あ

る
。

2

冊

を

通

し

て
配

列

が

連

続

し

て

い

る

こ

と

が

分

か

る
。

発

信

年

に

つ
い

て

は

明

示

さ

れ

て

い
な

い
が

、

唯

一
P

27

の
発

信

日

に

「
己
」

字

が

見

え

る
。

ま

た

発

信

者

は

い
ず

れ

も

「
仁

庄

」

が

ほ

と

ん

ど

を

占
め

六

不

明

グ

ル

ー

プ

の

検

討

(
1
)

構

成

特
に
海
外
の
取
引
先
か
ら
諦
傑
生
に
当
て
ら
れ
た
書
簡
を
中
心
に
、
発
信
者
別
に
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。

最

後
に
④
N
冊
は
、
受
信
者
こ
そ
護
傑
生
が
多
数
を
占
め
て
い
る
点
で
①
②
③
と
共
通
し
て
い
る
が
、
発
信
者
に
は
①
②
③
に
そ
れ
ぞ

れ
見
ら
れ
る
よ
う
な
傾
向
性
が
な
く
、
仁
川
同
順
泰
か
ら
の
書
簡
、
群
山
同
順
泰
か
ら
の
書
簡
、
国
内
外
の
取
引
先

か
ら
の
書
簡
が
混
在

し
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
発
信
者
名
や
連
番
な
ど
か
ら
本
来
は
①
②
③

に
収
録
さ
れ
た
方
が
相
応
し
い
と
思
わ
れ
る
も
の
も
あ
る
。
ま
た

発
信
年
も
ば
ら
ば
ら
で
、
光
緒
三
〇
～
三
二
年
の
3
ヵ
年
に
ま
た
が
る
こ
と
が
確
実
な
ほ
か
、
日
清
戦
争
以
前
に
遡

る
と
み
ら
れ
る
書
簡

さ
え
混
入
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
④

N
冊
は
、

一
定

の
方
針
に
従

っ
て
編
集
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
①
②
③

の
4
冊
と
は
異
な
り
、
む

し
ろ

そ
れ
ら
4
冊
に
含
ま
れ
な
い
、
あ
る
い
は
誤

っ
て
4
冊
に
含
ま
れ
な
か
っ
た
書
簡
を
ま
と
め
て
1
冊
と
し
た
と
見
る
の
が
妥
当

の
よ

う
に
思
わ
れ
る
。



(2
)
発
信
者
別
の
検
討

(
0
冊

49
件

、

P
冊

48
件

)
、
受

信

者

に

つ
い

て
も

い
ず

れ

も

「漢

庄

」
な

い

し

「漢

庄

本

号

」

が

ほ

と

ん

ど

を

占

め

て

い
る

(
0
冊

49

件

、

P
冊

54
件

)
。

Q
冊

も

発

信

日

順

に

書

簡

が

配

列

さ

れ

て

お

り

、

発

信

日

の
範

囲

は

一
月

七

日

付

～

二

月

十

七

日

付

で
あ

る
。

こ
れ

ら

の
日

付

に

は

ま

っ
た

く

干
支

が

記

さ

れ

て

お

ら

ず

、

年

代

の
特

定

は

難

し

い
。

た

だ

し
1
8
8
8年

か

ら

逡

年

に

か

け

て

仁

川

・
上

海

間

を

運
航

し

て

い
た

招

商

局

の

「広

済

船

」

に

つ

い

て
言

及

し

て

い
る

箇

所

が
あ

る

こ
と

か
ら

(
Q

10
、

Q

14
)
、

日
清

戦

争

以

前

の

も

の
と

思

わ

れ

る
。

主

要

な

発

信

者

は

「晴

湖

」

な

い
し

「
晴

」

が

20

件

、

「
廷
鋭

」

が

20
件

で

あ

る

。

対

し

て

受

信

者

は
、

謂

傑

生

が

24
件

を
占

め

る

が

、

他

に

「
叔

父
大

人

」

と

の

み

あ

り

個

人

名

を

記

さ

な

い
書

簡

が

18
件

あ

る

。

R
冊

に

お

け

る
書

簡

の

配

列

は

複

雑

で
あ

る
。

ま

ず

冒

頭

の

R

O1

(
己

十

二
月

二

三

日
付

)
か

ら

R

13

(
庚

二

月

十

一
日

付

)

ま

で

は

、

概

ね

発

信

日

順

に
連

続

し

て

い

る

よ

う

に
思

わ

れ

る

。

こ

れ

ら

の
書

簡

の
う

ち

「
梁

論

卿

」

発

の
書

簡

に

は

発
送

に

用

い

ら

れ

た

船

便

名

が

記

さ

れ

て

お

り

、

そ

こ

か

ら

「
己

」

は
光

緒

十

五

(
一
。。
。。
⑩
,

己

丑
)

年

、

「
庚

」

は

同

十

六

(
1
8
9
0
,

庚

寅

)

年

と

比

定

さ

れ

る

。

と

こ
ろ

が

続

く

R

14

か

ら

R

19
ま

で

に

は

、

10
年

以

上

飛

ん

だ

癸

卯

年

(
光

緒

二

九

,

一
〇
〇
ω
年

)

の
書

簡

が

集

中

し

て

い

る

。

そ

し

て

R

20

以

後

に

は

一
定

の
配

列

の
方

針

を

見

出

す

こ

と

が

困

難

で
、

発
信

年

の

干
支

も

乙

巳

(光

緒

三

一
,
1
9
0
5)
、

壬

申

(
光

緒

十

八

,
1
8
9
2

年

)
、

甲

午

(光

緒

二

〇

,
1
8
9
4年

)

な

ど

が

混

在

し

て

い

る
。

ま

た

R
冊

で

は

発
信

者

は

多

様

で
、

最

も

多

く

発
信

し

て

い

る
発

信

者

で

も

39
件

中

7
件

を

占

め

る

に

す

ぎ

な

い

(
「梁

論

卿

」

発

)
。

た

だ

し

受

信

者

に

つ
い

て

は
諦

傑

生

が

33
件

と

多

数

を
占

め

て

い
る

。

こ

の

よ

う

な

構

成

上

の
特

徴

か

ら

、

次

の

(
2

)

で

は

、

0
,

P

冊

を

同

時

に

扱

い
、

Q
冊

R
冊

に

つ
い

て

は

そ

れ

ぞ

れ

一
冊

ず

つ
扱

う

こ
と

と

し
た

い
。



①

0

,

P

冊

に

つ
い

て

(
a
)

「
仁

庄

」

発

の
書

簡

(
97

件

)

先

述

し

た

よ

う

に

0
,

P

2

冊

に
収

録

さ

れ

た

書

簡
1
0
7件

の
う

ち

97
件

を

占

め

る

。

受

信

者

は

「漢

庄

」

な

い
し

「漢

庄

本

号

」

で

あ

ー

る

。

こ

の
よ

う

な

受

発

信

者

名

の
組

み

合

わ

せ

は

、

N

41
を

除

け

ば

己

丑
年

グ

ル
ー

プ

の

A
,

B

,

C
冊

に

し

か

現

れ

て

い
な

い
。

己

丑

年

グ

ル

ー

プ

に

つ

い

て

の
検

討

で
述

べ

た

の

と

同

じ

理
由

か

ら

、

こ

れ

ら

は
仁

川

同

順

泰

分

号

か
ら

漢

城

同

順

泰

本

号

に

送

ら

れ

た

書

簡

と

見

ら

れ

る
。

ま

た

多

く

の
書

簡

の
冒

頭

に

連

番

と

発

信

日

付

、

逓

送

方

法

が

記

さ

れ

る
点

も

、

A

,

B
,

C

冊

お

よ

び

N

41

の

「仁

庄

」

発

書

簡

と

同

様

で
あ

る
。

連

番

は

0
冊

の

「
仁

庄

」

発

書

簡

が

(
「不

列

号

」

と

連

番

な

し

を
除

い

て
)

42
号

か

ら

続

71
号

ま

で

、

P
冊

が

72

号

か

ら

鵬

号

ま

で

で

あ

る

。

こ

の

間

ほ

と

ん

ど

欠

落

は

な

い
が

、

0
冊

の
続

65

号

(
三

月

九

日
付

、

0

44
)

と

67
号

(
三

月

十

一
日
付

、

0

45
)

の
間

が

欠

落

し

て

い
る

。

こ

こ

で

同

じ

く

「
仁

庄

」

を

発
信

者

と

す

る

先

述

の

N

41
を

見

る

と

、

そ

の
発

信

日

は

三

月

十

日

、

連

番

は

66

号

で
あ

る

。

発

信

日

・
連

番

の
双

方

か

ら

み

て

、

N

41

が

0
冊

中

の

欠

落

箇

所

に

納

ま

る

べ

き

も

の

で

あ

る

こ

と

は

、

ほ
ぼ

疑

い
な

い
。

こ

の

よ

う

に

連

番

と

発

信

日

を

対

照

す

る

こ

と

で
、

N

41
が

0
冊

の

「
仁

庄

」

発

書

簡

と
連

続

す

る

こ
と

が

確

認

で
き

る

が

、

同

様

に

し

て

、

A

,

B
,

C

冊

と

0

,

P
冊

の

「
仁

庄

」

発

書

簡

に

つ
い

て

比

較

し

て

み

よ

う

。

A
,

B

,

C

冊

の

「仁

庄

」

発

書

簡

に

つ

い
て

の
第

二
節

の
検

討

を

想

い
起

こ
す

と

、

そ

れ

ら

は

連

番

の

上

で

ほ
と

ん

ど

欠

落

な

く

連

続

し

て

い

る

が

、

唯

一
、

42
号

(
B

35
、

二

月

十

三

日

付

)

と

続
1
0
8号

(
B

36

、

五

月

九

日
付

)

の
間

が

大

き

く

欠

落

し

て

い

た

。

一
方

で

0
,

P
冊

は

、

連

番

の
な

い

0

01
,

0

02
を

除

き

、

42
号

(
0

03
、

二

月

十

四

日
付

)

か

ら

始

ま

り

莇
号

(
P

55
、

五

月

六

日
付

)

ま

で

ほ
ぼ

連

続

し

て

い

る
。

こ

の
連

番

と

発

信

日

を

対

照

す

る

と

、

い
ず

れ

の
点

で

も

B

35

と

B

36

の
間

に

0

,

P
冊

を

入

れ

て

ほ
ぼ

矛

盾

が

な

い

(た

だ

し

42
号

が

重

複

す

る
点

に

若

干

の

疑

問

が

残

る

)
。

こ

の

こ
と

か

ら

、

0
,

P
冊

(
そ

し

て

N

41
)

の

「
仁

庄

」

発
書

簡

は

、

己

丑
年

B

冊

の

「
仁

庄

」

発

書

簡

の
欠

落

部

分

に

あ

た

る

と

見

て

よ

い

の

で
は

な

い
だ

ろ

う

か

。



②
Q
冊
に

つ
い
て

(
a
)

「晴
湖
」
「晴
」
発
の
書
簡

(
20
件
)

甲
午
年
E
,
F
,
G
冊
ほ
か
に
現
れ
た
諌
晴
湖
と
同
じ
人
物
だ
と
思
わ
れ
る
。
受
信
者
は
す
べ
て

「傑
生
弟
」
で
讃
傑
生
に
当
て
ら
れ

た
も

の
で
あ
る
。
ど
こ
か
ら
の
発
信
か
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
内
容
に
は
仁
川
で
の
取
引
活
動
や
商
況
の
報
告
が
多
く
、
甲
午
年
E
,

F
,

G
冊
の
同
じ
人
物
発
の
書
簡
と
同
様
、
仁
川
同
順
泰
か
ら
の
発
信
と
見
る
の
が
妥
当
だ
と
思
わ
れ
る
。

(b
)
「廷
鋭
」
発
の
書
簡

(20
件
)

受
信
者
は
1
件
が

「傑
生
叔
父
大
人
」
(Q
O7
)
、
1
件
が

「傑
生
叔
台
」
(Q
17
)
で
、
残
り
18
件
は

「叔
父
大
人
」
と
の
み
あ
り
個
人

名
を
記
し
て
い
な
い
。
た
だ
し
Q
O7
と
Q
17
で
諦
傑
生
を

「叔
父
」
「叔
台
」
と
呼
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の

「叔

父
大
人
」
も
諦
傑
生

を
指
す
可
能
性
が
あ
る
。
発
信
地
に

つ
い
て
は
明
記
し
て
い
な
い
が
、
Q
14
の
書
簡
本
文
の
中
で

「晴
湖
伯
父
」
の
行
動
に
言
及
し
て
い

る
こ
と
、
逆
に

「晴
」
発
の
Q
O8
で
も

「廷
鋭
」
に
言
及
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
諦
晴
湖
と
こ
の
廷
鋭
な
る
人
物
が

一
緒
に
働

い
て

い
た

可
能
性
が
考
え
ら
れ
る

。
内
容
も
仁
川
で
の
取
引
状
況
に
つ
い
て
の
報
告
が
散
見
さ
れ
、
(
a
)
の
諦
晴
湖
発
の
書
簡
と
同
様
、

仁
川
同
順
泰
か
ら
の
書
簡
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

(b
)

「何
麗
堂
」
発
の
書
簡

(8
件
)

0
,
P
2
冊
中
に
8
件
見
ら
れ
る
。
そ
の
う
ち
1
件
に
は

「仁
川
同
順
泰
書
束
」
(P
50
)
の
印
影
が
あ
わ
せ
て
見
ら
れ
、
こ
の
人
物
が

仁
川

同
順
泰
の
店
員
で
あ

っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

こ
の
人
物
の
名
は
、
仁
川
駐
在

の
清
国
商
務
委
員
が
作
成
し
た
光
緒
十
二
年

(
1
8
8

6)
年

分
の
居
留
清
国
人
名
簿
に
も
現
れ
る

。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
人
物

の
本
籍
地

(籍
貫
)
は
諦
傑
生
と
同
郷

の
広
東
省
高
要
県

で
あ

っ
た
。
な
お
先
に
癸
卯
年
に
仁
川
同
順
泰
か
ら
発
信
さ
れ
た
も
の
と
推
測
し
た

「何
介
眉
」
発
1
04
で
は
、
書
簡
本
文
中
で
何
麗
堂

を

「家
叔
」
と
呼
ん
で
お
り
、
親
族
関
係
に
あ

っ
た
可
能
性
が
あ
る
。



③

R
冊
に

つ
い
て

(
a
)
「梁
論
卿
」
発
の
書
簡

(7
件
)

先

に
乙
巳
年
S
冊
,
N
冊
で
も
現
れ
た

「梁
編
卿
」
発
の
書
簡
が
7
件
見
ら
れ
る
。
こ
の
7
件
は
書
簡
の
前
半
部
分
に
集
中
し
て
い
る

(R
O1
か
ら
R
12
の
間
)
。
こ
れ
ら
に
は
S
冊
,
N
冊
の
同
人
発
の
書
簡
と
同
様
、
「同
泰
号
書
束
」
の
印
影
が
見
ら
れ

る
。
な
お
他
に

「同

泰
号
書
束
」
の
印
影
が
見
え
る

「羅
柱
臣
」
発
の
1
件

(R
O4
)
と
発
信
者
個
人
名
は
記
さ
れ
て
い
な

い
が

「上
海
北
頭
同
泰
号
」

の
印

影
が
見
ら
れ
る
1
件

(R
27
)
が
あ
る
。
「梁
論
卿
」
発
の
7
件
の
書
簡

の
受
信
者
は

「傑
生
賢
弟
」
な
い
し

「同
順
泰
本
号
傑
生
賢
弟
」

で
あ
り
、
漢
城
同
順
泰
の
諦
傑
生

の
も
と
に
宛
て
ら
れ
た
書
簡
で
あ
る
と

い
え
る
。

こ
の
7
件
に
は

(追
伸
と
し
て
書
か
れ
た
と
思
わ
れ
る
R
O3

一
件
を
除
き
)
冒
頭
に
連
番
が
付
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
番
号
が
1
号
か
ら

6
号
ま
で
欠
落
な
く
揃

っ
て
い
る
こ
と
、
日
付
順
と
番
号
順
と
が
矛
盾
し
な

い
こ
と
か
ら
、

一
続
き
の
書
簡
だ
と
考
え
て
よ
い
。
年
代
に

つ
い
て
は
、
先
に

(
1
)
で
述

べ
た
よ
う
に
、
光
緒
十
五

(
1
8
8
9
)
年
末
か
ら
翌
十
六

(
1
8
9
0
)
年
二
月
ま
で
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
先

の
S
冊
,
N
冊
の

「梁
論
卿
」
発
書
簡

に
は
6
0
0
番
台
の
連
番
が
打
た
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
が
本
冊
の

「梁
論
卿
」
発
書
簡

の
連
番
と
連
続

す
る
か
は
不
明
で
あ
る
。

(
b
)
「陳
達
生
」
発
の
書
簡

(
6
件
)

い
ず
れ
に
も

「祥
隆
号
書
束
」
な

い
し

「祥
隆
号

神
戸
海
岸
通
六
十
五
番
」
の
印
影
が
見
え
る
。

S
冊
に
見
ら
れ
る
陳
達
生

(神
戸
祥

隆
号
)
と
同

↓
人
物
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
受
信
者
は
6
件
と
も

「傑
生
仁
兄
大
人
」
で
あ
る
。
こ
の
6
件
の
発
信
年
代
に

つ
い
て
は
不
明

だ
が
、
R
O9
,
R
10
,
R
13
の
3
件
に

つ
い
て
は

(
a
)
の

「梁
論
卿
」
発
書
簡
と
と
も
に
発
信
日
順
に
配
列
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
「梁

論
卿
」
発
書
簡
と
同
じ
光
緒
十
六

(
1
8
9
0

)
年
二
月
に
発
信
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

(
c
)
「玉
階
」
「諦
沸
森
」

「横
浜
福
和
号
」
発
の
書
簡

(
4
件
)



こ

の

3
者

4
件

の
書

簡

に

は
共

通

し

て

「
横

浜
福

和

号

書

束

」

の

印

が

見

え

る
。

同

順

泰

の
横

浜

に

お

け

る

取

引

先

華

商

で

あ

ろ

う

。

一

G。
㊤
㊤
年

の

『
横

浜

商

業

会

議

所

月

報

』

で

は

、

横

浜

中

華

商

業

会

議

所

の
役

員

と

し

て

「福

和

号

」

の

「
讃

玉
階

」

が

現

れ

て

お

り

、

同

じ

商

号

・
人

物

と

み

て

よ

い

だ

ろ

う

。

そ

し

て

「
玉

階

」

発

の

R

30

,

R

33

で

は
、

諦

傑

生

に

対

し

て

「宗

弟

」

と

自

称

し

て

お

り

、

上

の

『
横

浜
商

業

会

議

所

月

報

』

で
そ

の
姓

が

「諦

」

と

確

認

で

き

る

こ
と

と

あ

わ

せ

、
諦

傑

生

と

親

族

関

係

に
あ

っ
た

可

能

性

が

あ

る
。

な

お

こ
れ

ら

の
書

簡

の

発

信

年

に

つ
い

て

は

不

明

だ

が

、

「
諦

柿

森

」

を

発

信

者

と

す

る

R

O7

に

つ
い

て

は

、

「
陳

達

生

」

発

の

R

O9
,

R

10
,

R

13

と

同

じ

理

由

で
、

光
緒

十

六

(
1
8
9
0
)

年

一
月

発

の
書

簡

と

考

え

ら

れ

る
。

(
d
)

「
羅

耀

箴

」

「
羅

燈

甫

」

発

の
書

簡

(
3
件

)

前

者

が

2
件

、

後

者

が

1
件

あ

る

が

、

い
ず

れ

に
も

「
元

山

同

豊

泰

書

束

」

の
印

影

が

見

ら

れ

る

。

「
羅

燈

甫

」

発

の
書

簡

は
他

に

己

丑
年

分

に

1
件

見

ら

れ

、

「
羅

耀

箴

」

発

の
書

簡

は

乙

巳

年

分

に

5
件

見

ら

れ

る
。

受

信

者

は

、

「
羅

燈

甫

」

発

の
書

簡

で

は

「
傑

生

仁

翁

大

人

」
、

「
羅

耀

箴

」

発

の
書

簡

で

は

「
傑

生

仁

兄
大

人

」

と

な

っ
て

い
る

。

「
羅

燈

甫

」

発

の

R

O8

に

つ
い

て

は
、

こ

れ

も

「
陳

達

生

」

発

の

R

O9
,

R

10

,

R

13

と

同

じ

理

由

で
、

光
緒

十

六

(
1
8
9
0
)

年

一
月

発

の

書

簡

と

考

え

ら

れ

る
。

一
方

「
羅

耀

箴

」

発

の

R

31

に

は

文

面

中

に

「
曾

欽

差

」

の

語

が

み

ら

れ

、

朝

鮮

出

使

大

臣

で

曾

姓

を

持

つ
者

は

一
Φ
8

年

2

月

に

着

任

し

た

曾

広

錠

に

限

ら

れ

る

か

ら

、

R

31

の

発
信

年

も

こ

れ

以

後

に

限

定

さ

れ

る
。

ま

た

同

じ

く

「
羅

耀

箴

」

発

の

R

32
に

は

「
黎

領

事

」

の

語

が

あ

り
、

元

山

領

事

で

黎

姓

を

持

つ
者

は

同

じ

く
1
9
0
5年

2

月

に

代

理

副

領

事

と

な

っ
た

黎

子

祥

の

み
だ

か

ら

、

R

32

の

発
信

年

も

こ
れ

以

後

に
限

定

さ

れ

る

。

(
e
)

「
李

静

波

」

発

の
書

簡

(
4
件

)

い
ず

れ

に

も

「
群

山

同

順

泰

書

束

」

の
印

影

が

見

ら

れ

る

。

同

じ

発

信

者

か

ら

の
書

簡

は

、

既

に

乙

巳

年

K

冊

,

N
冊

に

も

現

れ

て

い

る
。

受

信

者

は

4
件

と

も

「
傑

生

叔

大

人

」

で
あ

る
。

年

代

は

、

R

16

と

R

18
,

19

に

は

「
癸

卯

」

(
光
緒

二
九

,
1
9
0
3)

と

記

さ

れ

て

い

る

一
方

、

R

21

に

は

「
乙
巳

」

(
光

緒

三

一
,
1
9
0
5)

と

記

さ

れ

て

お

り

、

年

代

の
開

き

が

あ

る
。

R

16
と

R

21

に

は

書

簡

冒

頭

に
連

番

が

打

た

れ

て

い

る

が

、

そ

れ

ぞ

れ
1
6
6号

と
3
3
7号

で

、

こ

の
点

で
も

開

き

が

あ

る
。

な

お

同

じ

「
李

静

波

」

発

の

N

50
は

乙

巳
年

八

月

六

日

付



(
3
)

小

結

で
3
3
6号

の
連

番

が

打

た

れ

て

い

る
。

そ

こ

で

乙

巳

年

八

月

八

日
付

で
3
3
7号

の

連

番

を

持

つ
R

21

は

、

発

信

日

と

連

番

か

ら

み

て
、

R

冊

の

他

の

「
李

静

波

」

発

の
書

簡

で

は

な

く

、

N
冊

の

N

50
と

連

続

し

て

い
る

と

い

っ
て

よ

い
。

(
f
)

そ

の
他

の
発

信

者

か

ら

の
書

簡

同

順

泰

分

号

か
ら

の
書

簡

と

確

定

で

き

る

も

の

と

し

て
、

「
仁

庄

」

発

(
R

38
)
、

「群

枝

」

発

(
R

14
と

R

17

、

双

方

と

も

「全

州

同

順

泰

書

束

」

印

あ

り

)
、

「常

錯

」

(
R

28
、

「全

州

同

順

泰

書

束

」

印

あ

り

)

な

ど

が

あ

る
。

何

れ

も

受

信

者

は

諌

傑

生

な

い
し

漢

城

同

順

泰

で
あ

る
。

他

に

「
廷

贋

」

(
R

29
)
、

「
羅

明

階

」

(
R

24
)
、

劉

時

高

(
R

40
)

な

ど

は

い
ず

れ

も

同

順

泰

の
店

員

と

し

て

既

出

で
あ

る
。

0
,
P
の
2
冊
に
つ
い
て
は
表
題
の
記
号
上
セ
ッ
ト
と
し
て
扱
わ
れ
、
発
信
者
の
傾
向
も
共
通
し
、
発
信
日
順
の
配
列
も
連
続
し
て
い

る
。

こ
の
2
冊
所
収
の
書
簡
は
主
に
仁
川
同
順
泰
か
ら
漢
城
同
順
泰
に
宛
て
て
送
ら
れ
た
も
の
で
、
特
に

「仁
庄
」

発
の
書
簡
が
大
半
を

占
め
て
い
る
。
(
2
)
で
詳
し
く
検
討
し
た
よ
う
に
、
こ
の
0
,
P
冊
所
収
の

「仁
庄
」
発
書
簡
は
、
己
丑
年
の
A
,
B
,
C
冊
の

「仁
庄
」

発
書

簡
の
欠
落
を
埋
め
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
0
,
P
冊
で
は

「仁
庄
」
以
外
の
発
信
者
の
書
簡
も

「仁
庄
」
発
書
簡
ど
発
信
日
付
順

で
連
続
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
0
,
P
冊
の
全
体
が
A
,
B
,
C
冊

の
欠
落
部
分
に
対
応
す
る
も
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

Q
冊
は
年
代
に

つ
い
て
は
日
清
戦
争
前
と
い
う
よ
り
ほ
か
不
明
だ
が
、
仁
川
同
順
泰
か
ら
漢
城
同
順
泰

(諦
傑
生
)
宛

て
の
書
簡
を
発

信
日
順
に
配
列
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
本
冊
の
表
題
は
、
第

2
行
目
以
下
に
干
支

・
月
日
で
は
な
く

「仁
川
来
信
」

の
文
字
が
見
え
る

こ
と
で
異
例
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も

「仁
川
か
ら
の
来
信
」
と
い
う
点
で
内
容
を
反
映
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

R
冊
は
、
冒
頭
の
R
O1
か
ら
途
中
の
R
13
ま
で
、
上
海
同
泰
号
か
ら
の
書
簡
を
中
心
に
、
同
順
泰
外
の
取
引
先
か
ら
漢
城
同
順
泰

(諦

傑
生
)
に
宛
て
ら
れ
た
書
簡
を
発
信
日
順
に
配
列
す
る
形
式
を
と

っ
て
い
る
。
し
か
し
R
14
以
後
は
そ
の
よ
う
な
方
針
が
失
わ
れ
、
同
順



グ

ル

ー

プ

己

丑

冊
名

A

冊

B

冊

件
数

二

〇

三

七

配

列

発

信

日

順

ω
⊥

・
一
㎝
)

(
光

緒

一
釦
・
ゴ

発

信

日

順

(
光

緒

一
a
」

・

一
下

い。
●
一
ω
"

㎝
●
O
)

発

信

者

(
発

信

地

　
商

号

)

仁

川

一
同

順

泰

(
20

)

仁

川

日
同

順

泰

(
35

)

、

(
1

)
、

不

明

(
1

)

上

海

"
同

泰

号

受

信

者

漢

城

一
同

順

泰

(
20

)

漢

城

u
同

順

泰

(
36

)

不

明

(
1

)

図
表

3

『
同
泰
来
信
』
各

冊

の
構
成

泰
内
外
の
華
商
か
ら
諦
傑
生
に
宛
て
て
送
ら
れ
た
書
簡
が
、
年
代
も
ば
ら
ば
ら
に
配
列
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
な
お
本
冊
の
表
題
の
第
2

行
目
は
、
第
1
行
目
と
同
じ

「同
泰
来
信
」
が
繰
り
返
さ
れ
て
お
り
、
Q
冊
よ
り

一
層
異
例
で
あ
る
。
先

の
Q
冊
で
表
題
2
行
目
の

「仁

川
来
信
」
が

「仁
川

〔分
号
〕
か
ら
の
来
信
」
と
理
解
で
き
る
の
に
倣
い
、
本
冊
表
題
2
行
目
の

「同
泰
来
信
」
も

「同
泰
か
ら
の
来
信
」

と
解
す

る
と
、
「同
泰
」
は
同
順
泰
の
上
海
で
の
取
引
先
で
あ

っ
た
同
泰
号
の
商
号
名
で
あ
る
か
ら
、
少
な
く
と
も
本
冊
の
R
13
ま
で
に
つ

い
て
は
こ
の
表
題
と
対
応
す
る
構
成
を
と

っ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。

図
表
3
は
こ
れ
ま
で
の
検
討
の
結
果
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
表
で
は
冊
子
ご
と
に
書
簡
の
配
列
方
法

(発
信
日
順
の
場
合
は

括
弧
内
に
上
下
限
の
日
付
)
と
受
発
信
者
構
成
と
を
示
し
て
い
る
。
な
お
受
発
信
者
に

つ
い
て
は
、
そ
の
所
在
地
と
属
す
る
商
号
名
に
集

約
し
て
掲
表
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
が
書
簡
上
の
実
際
の
受
発
信
者
名
と
ど
う
対
応
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
表
註
に
示

し
た
。

七

『
同

泰

来

信

』

の

性

格

と

成

立

過

程



甲午

①②

癸
卯

C

冊

D

冊

E

冊

F

冊

G

冊

H

冊

1

冊

J

冊

六

五

四

三

五

九

六三

〇

五

二

五

六

六

五

発

信

日

順

一
〇
ー
①

・
N
Φ

)

(
光

緒

一
窃
●
臼

発

信

日

順

(
光

緒

一
㊤
●
一
ト。
'

一
㊤
-

卜Q
p

幽

.

一
①
)

発

信

日

順

(
光

緒

卜。
O
・
一
=

。。
-
ω
.
=

)

発

信

日

順

(
光

緒

N
O
.
ω
≧

卜。
よ

●
一
㎝
)

発

信

日

順

(
光

緒

卜。
Φ
.
一
≧

ω
-

ω
.

b。
O
)

発

信

日

順

(
光

緒

N
ゆ
.
県

N

⊥
p

。。
)

発

信

日

順

(
光

緒

卜。
㊤
」

O
G

㊤
1

一
ト。

'
悼
○。

)

仁

川

"
同

順

泰

(
64

)
、

不

明

(
1

)

全

州

・

栗

浦

一
同

順

泰

(
33

)
、

仁

川

　
同

順

泰

(
3

)
、

不

明

　
同

順

泰

(

1

)
、

横

浜

…
福

和

号

(
1

)
、

不

明

(
5

)

仁

川

　
同

順

泰

(
46

)

、

(
6

)
、

仁

川

　
義

生

盛

(
6

)

仁

川

一
恰

生

号

(
1

)
、

不

明

仁

川

"
同

順

泰

(
55

)

、

仁

川

"
恰

生

号

(
3

)
、

不

明

　
同

順

泰

(
1

)
、

不

明

(
2

)

仁

川

一
同

順

泰

(
28

)

、

(
1

)
、

不

明

(
1

)

不

明

…
同

順

泰

仁

川

…
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①②③④①
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冊

M

冊

K

冊

S

冊

N

冊

0

冊

三

八

四

八

三

八

三

五

五五

二

発

信

日

順

(
光
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順
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光
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∩
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)
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光
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(
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、
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)
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泰
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)
、
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泰
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5

)

、
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一
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3
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一
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(
2
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、
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"
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(
1
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仁
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u
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(
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)

、
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順
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)

、
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泰

号

(

7

)

不

明
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泰

(
5
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、
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…
同

豊
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(
3

)
、
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港

　
安

和

泰

(

2

)

、

仁
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同

意

楼

(
1

)
、

神
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一
祥

隆

号

(

1

)

不

明

一

巨

昌

泰

(
1

)
、

不

明

(
4

)

仁

川

　
同

順

泰

(
51

)
、

不

明

(
1

)

漢

城

　
同

順

泰

(
38

)

漢

城

一
同

順

泰

(
48

)

漢

城

…
同

順

泰

(
37

)
、

不

明

(
1

)

漢

城

一
同

順

泰

(
34

)
、

不

明

(
1

)

漢

城

"
同

順

泰

(
51

)

漢

城

"
同

順

泰

(
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)



(註
)

・
「グ

ル
ー
プ

」
は
表
題
に
記
さ
れ
た

干
支

と
上

・
下
、

単
な
ど

の
記
号
を
基
準
と

し
て

い
る
。

・
「件
数
」

は
当
該
冊

子
に
収
録
さ
れ

て
い
る
書
簡

の
件
数
で
あ
る
。

.
「配

列
」
は
収
録

書
簡

の
配
列
方
法

を
示
す
。

そ
れ
が

発
信

日
順

で
あ

る
場
合

、
括
弧
内

に
上
下
限

の
日
付
を

示
し
た
。
な

お
日
付
は
陰

暦
。

・
「発
信
者
」

は
収
録
書
簡

の
発
信
地
と

発
信
者

の
商
号

を
示
す
。
括
弧
内
は
件
数

で
あ

る
。

発
信
者
が
多

い
順

に
配
列

し
て

い
る
。

・
「受
信
者
」

は

「
発
信
者

」
と
同
様

の
形

で
収
録
書
簡

の
受
信

地
と
受
信
者

の
商
号
を

示
す
、

.
上
に
掲
表

し
た
受
発
信
者

名
は
、
多
岐

に
わ
た

る
実
際

の
受
発
信
者
名
を

、
本
文

の
検
討

に
従

っ
て
整

理
し
な
お
し
た
も

の
で
あ
る
。
実
際

の

受

発
信
者

名
を
以

下
に
冊
子
ご

と
列
記

し
た
。

コ
ロ
ン

(
　)

の
上

が
掲
表

し
た
受
発
信
者

名
、
下
が
実

際

の
受

発
信
者
名

で
、

括
弧
内

に
件

数

を
示
し
た
。
な

お
実
際

の
受

発
信
者
名
に

つ
い
て
も
紙
幅

の
関
係
か
ら
簡
略
化

し
て
い
る
部

分
が

あ
る
。
付
表
と
対
照
さ
れ
た

い
。
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冊
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冊
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五
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光
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発
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光
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①
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仁
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泰

仁

川
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40

)
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3
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仁

川

一
不

明

(
1

)
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上

海

　
同

泰

号

(

9

)

、

神

戸

"
祥

隆

号

(
6

>
、

横

浜

"
福

和

号

(

4

)

、

群

山
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同

順

泰

(
4

V
、

全
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順

泰
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仁
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順
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泰
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、
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順

泰

(
37
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不

明

(
3
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仁
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仁
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仁
庄

(
35
、

B

28
を

含

む

)。

不

明

"
B

37

C
冊

仁

川

同
順

泰

　仁

庄

(
63
)

仁

川

同
順

泰

(
1
)
。

不

明

　
C

45

D
冊

全

州

栗

浦

同

順

泰

…何

挺

生

(
10
)

劉

時

高

(10

)

羅

明

階

(
11
、

D

31
を

含

む

)

全

州

庄

(1

)
全

庄

(
1
)
。

不

明

一
D

O1
、

05
、

14
、

23
、

41

E
冊

仁

川

同

順

泰

"仁

桟

(
20
)

晴

湖

(
7
)

廷

廣

(
7
)

諄

傑

生

(11

)

同

順

泰

(
1
)
。

不

明

…E

O2

、

07
、

10
、

12
、

23
、

32

F
冊

仁

川

同

順

泰

　仁

桟

(
11
)

晴

湖

(
15

)

廷
廣

(
1
)

廷

章

(
2
)

李

泉

享

(
7
)

潭

傑

生

(19

)

不

明

同

順

泰

…何

挺

生

(
1
)

不
明

…
F

32

、

33

G

冊

仁

川

同

順

泰

一仁

桟

(5

)

晴

湖

(
13
)

廷

贋

(
5
)

李
泉

享

(
5
)
。

不

明

同

順

泰

…羅

明

階

(
1
)
。

不

明

　
G

O3

H

冊

仁

川

同

順

泰

一李

益

卿

(
40
、

H

16
、

40

を
含

む
)

諦

傑

生

(
4
)

仁

川

同
順

泰

(
2
)
。

鎮

南

浦

不

明

一古

達

庭

(
4
)
。

不

明

　
H

O1
、

49

1
冊

仁

川

同

順

泰

　李

益

卿

(
42
)

廷

贋

(
1
)

何
介

眉

(
1
)

仁

川

同
順

泰

(
1
)
。

鎮

南

浦

不

明

…古

達

庭

(
6
)
。

不

明

…
1

19
、

27
、

35
、

36

J
冊

仁

川

同

順

泰

　李

益

卿

(
48
)

何

介

眉

(10

)

仁

川

同

順

泰

(
5
)
。

鎮

南

浦

不

明

…古

達

庭

(
1
)
。

不

明

　
J

20
、

26

K
冊

群

山

同
順

泰

　李

静

波

(
29
、

K

O5

を
含

む

)
。

全

州

同

順

泰

　群

枝

(
6

)
。

不

明

…
K

36
～

38

L
冊

仁

川

同

順

泰

…象

喬

(
27

)
晴

湖

(5

)
。
鎮

南

浦

不

明

一
古
達

庭

(
1
)
。
漢

城

清

国

総

領

事

　銭

〔明

訓

〕

(
1
)
。
元

山
清

国

領

事

一黎

子

祥

(2

)。

不
明

…
L

24
、

36

M
冊

仁

川

同

順

泰

　象

喬

(
33
)

諦

傑

生

(
4
)

仁

号

(
2
)
。

不

明

同

順

泰

一廷

廣

(
1

)
。

元

山

清

国

領

事

…黎

子

祥

(
4
)
。

鎮

南

浦

清

国

領

事

　

唐

恩

桐

(
1
)
。

不

明

…
M

O3
、

28

、

47

N

冊

仁

川

同

順

泰

…瑞

雲

(
13
)

諦

傑

生

(
3
)

仁

庄

(
1
)。

群

山

同

順

泰

"
李

静

波

(
8
、

N

44

を
含

む

)

群

山

同

順

泰

(1

)。

不

明

同

順

泰

　

何

挺

生

(
2
)

廷

庸

(
1
)

象

喬

(
1
)
。

不

明

　
N

20

～

22

、

27



(受

信

者

)

A
冊

漢

城

同
順

泰

"漢

城

同

順

泰

(
20
、

A

O5
、

16

を

含

む

)

B
冊

漢

城

同
順

泰

一漢

城

同

順

泰

(
36
)
。

不

明

"
B

37

C
冊

漢

城

同
順

泰

　漢

城

同

順

泰

(
64
)

謳

傑

生

(
1
)

D
冊

漢

城

同
順

泰

…諦

傑

生

(
36
、

D

31

を
含

む

)

漢

城

同

順

泰

(
2
)
。

不

明

　
D

O5
、

14
-
16
、

23

E

冊

漢

城

同

順

泰

　
諦

傑

生

(
45
)

泉

享

・
蘭

圃

(
11
)
漢

城

同

順

泰

(
3
)

F
冊

漢

城

同

順

泰

　
讃

傑

生

(
41
)

泉

享

・
蘭

圃

(
16
)

漢

城

同

順

泰

(
1
)

そ

の
他

(
3
)

G

冊

漢

城

同

順

泰

一諦

傑

生

(
30
)

H

冊

漢

城

同

順

泰

岡諦

傑

生

(
44
、

H

16
、

40

を
含

む

)
其

■

〔築

?

]

(
4
)

漢

城

同
順

泰

(
1
)

そ

の
他

(
1
)

1

冊

漢

城

同

順

泰

"諦

傑

生

(
47
)

象

喬

(
9
)

J

冊

漢

城

同

順

泰

　象

喬

(
60

)

漢

城

同

順

泰

(
4
)
。

不

明

　J

20

K

冊

漢

城

同

順

泰

　諦

傑

生

(
37
)
。

不
明

一
K

O3

L
冊

漢

城

同

順

泰

　諄

傑

生

(
33

)

漢

城

同

順

泰

(
3
)

其

新

(
1
)

そ

の
他

(
1
)

M
冊

漢

城

同

順

泰

　諦

傑

生

(33

)

其

■

〔築

?

]

(
7
)

秋

明

(5

)

漢

城

同

順

泰

(
2
)

其

新

(
1
)

0

冊

仁

川

同

順

泰

門仁

庄

(
49
)

何

麗
堂

(
2
)
。

不

明

…
0

32

P
冊

仁

川

同

順

泰

　仁

庄

(
48
)

何

麗

堂

(
6

)

Q
冊

仁

川

同

順

泰

…晴

湖

(
20
)

廷

鋭

(2
o)。

仁

川

不

明

…米

郭

泉

(
1

)
。

不

明

…
Q

13
、

22
、

42

R
冊

全

州

同

順

泰

　群

枝

(
2

)

常

錯

(
1

)
。

不

明

同

順

泰

…廷

廣

(
1
)

羅

明
階

(
1
)

劉

時

高

(
1
)
。

上

海

同

泰

号

　梁

編

卿

(
7

)

同

泰

号

(
1
)

羅

柱

石

(
1
)
。

不

明

　
R

15
、

20
、

22
、

23
、

25

、

26



一
冊

ご

と

に

構

成

の
特

徴

を

見

て

ゆ

こ
う

。

ま

ず

冊

子

内

で

の
書

簡

の
配

列

は

、

S

,

N
,

R
冊

を

除

き

概

ね

発

信

日

順

に

し

た

が

っ

て

お

り

、

発
信

日

が

編

集

の

ひ

と

つ
の
基

準

と
な

っ
て

い
る

こ
と

が

分

か

る

。

そ

の
発

信

日

は
、

具

体

的

な

年

で

い
え

ば

、
光

緒

十

五

(
己

丑

,
1
8
8
9)

年

、

光

緒

二

〇

(
甲

午

,
1
8
9
4)

年

、

光

緒

二

九

(癸

卯

,
1
9
0
3)

年

、

光

緒

三

一

(
乙

巳

,
1
9
0
4)

年

の
四

ヵ
年

に
集

中

し

て

い

る
。

つ
い

で

発

信

者

を

み

る

と

、

冊

子

ご

と

に

一
定

の
傾

向

が

あ

り

、

編

集

の

も

う

ひ
と

つ

の
基

準

と

な

っ
て

い
る

こ
と

が

わ

か

る
。

具

体

的

に

は

、

仁

川

同

順

泰

か

ら

発

信

さ

れ

た

書

簡

を

中

心

と

す

る
冊

子

(
A

～

C
,

E

～

M
,

0

～

Q

の

14
冊

)

が

多

く

、

そ

の

ほ

か

に

全

羅

道

の

同

順

泰

(全

州

・
栗

浦

・
群

山

)

か

ら

発
信

さ

れ

た

書

簡

を

中

心

と

す

る
冊

子

(
D
,

K

の

2
冊

)
、

同

順

泰

外

か

ら

の
書

簡

を

中

心

と

す

る

冊

子

(
S
冊

)
、

傾

向

を

見

出

し

に

く

い
冊

子

(
N

,

R

の

2
冊

)
、

の
計

4

種

類

が

あ

る
。

最

後

に
受

信

者

を

見

る
と

、

漢

城

同

順

泰

宛

て

の
書

簡

が

ほ
と

ん

ど

を

占

め

る
と

い
う

点

で

、

全

て

の
冊

子

が

共

通

し

て

い

る
。

さ

て

本

表

で

は

、

冊

子

を

グ

ル
ー

プ

に

従

っ
て

配

列

し

て

い
る
。

こ

の
グ

ル
ー

プ

は

、

表

紙

表

題

の

干
支

と

記

号

を

基

準

に
分

け

た

も

の

で

あ

る
。

表

題

に

よ

る

グ

ル

ー

プ

と

収

録

書

簡

の
内

容

と

は

、

次

の

よ

う

に
対

応

す

る

。

ま

ず

干

支

に

つ
い

て

は

、

収

録

書

簡

の
発

信

N

冊

漢

城

同

順

泰

　諄

傑

生

(
43
)

象

喬

(5

)

漢

城

同

順

泰

(
3
)

0

冊

漢

城

同

順

泰

…漢

城

同

順

泰

(
49

)

諺

傑

生

(
3
)

P
冊

漢

城

同

順

泰

　漢

城

同

順

泰

(
55
)

Q
冊

漢

城

同

順

泰

…諦

傑

生

(
22
)

叔

父

大

人

(
20
)
。

不

明

…
Q

13

、

22

R

冊

漢

城

同

順

泰

…潭

傑

生

(
28

)
漢

城

同

順

泰

(
9
)
。

不

明

　R

14
、

36
、

40

S

冊

漢

城

同

順

泰

　諦

傑

生

(34
)
。

不

明

…
S

26



日
と
概
ね
対
応
し
て
い
る
。
次
に
表
題
の
記
号
に

つ
い
て
は
発
信
者

の
傾
向
と
対
応
し
て
い
る
。

つ
ま
り
干
支
を
同

じ
く
す
る
グ

ル
ー
プ

の
中

で
、
発
信
者

の
傾
向
が
似
通

っ
た
冊
子
が
あ
る
場
合
、
そ
れ
ら
を
セ

ッ
ト
と
し
て
扱
う
た
め
の
記
号
が
付
さ
れ

(上

・
中

・
下
、
乾

・
坤
)
、
他
に
似
た
傾
向

の
冊
子
が
な
け
れ
ば

「単
」
の
記
号
が
付
さ
れ
る
と
い
う
関
係
で
あ
る
。

以
上
を
整
理
す
れ
ば
、
『
同
泰
来
信
』
の
各
冊
は
、

い
ず
れ
も
漢
城
同
順
泰
が
受
信
し
た
書
簡
を
材
料
に
、
そ
の
発
信
日
と
発
信
者
と
を

基
準
と
し
て
編
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
表
題
は
、
そ
う
し
た
編
集
の
方
針
を
反
映
し
た
形
で
付
さ
れ
て
お

り
、
こ
の
こ
と
か
ら

表
題
が
付
さ
れ
た
の
は
冊
子
の
成
立
と
ほ
ぼ
同
時
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

そ
れ
で
は

『
同
泰
来
信
』
は
ど
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
成
立
し
た

の
だ
ろ
う
か
。
上
述

の
よ
う
に
、
各
冊
内
で
は

ほ
ぼ
発
信
日
順
に
書

簡
が
配
列
さ
れ
て
い
る
が
、
書
簡
を
到
着

に
従

っ
て
貼
り
継
ぎ
、
徐

々
に
冊
子
と
し
て
い
っ
た
と
い
う
可
能
性
は
、
排
除
で
き
る
よ
う

で

あ
る
。
た
と
え
ば
先
述

の
よ
う
に
、
不
明
グ
ル
ー
プ
の
0
,
P
の
両
冊
は
、
発
信
者

の
傾
向
と
発
信
日
順
と
に
従
え
ば
、
己
丑
年
グ

ル
ー

プ

の
B
冊

の
途
中
に
入
る
べ
き
も
の
で
あ

っ
た
。
書
簡
を
受
信
に
従

っ
て
貼
り
継

い
で
い
っ
た
と
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
形
で
冊
子
が
分

か
れ
る
こ
と
は
考
え
に
く
い
。
製
本
は
後
の
あ
る
時
点
で
ま
と
め
て
行
わ
れ
、
そ
の
際
に
誤

っ
て
B
冊
か
ら
脱
落
し
た
書
簡
が
、
0
,

P

両
冊

と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

さ

ら
に
、
そ
の
よ
う
な
書
簡

の
錯
綜
が
年
を
越
え
て
起
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
書
簡
の
整
理
が
各
年
末
等
に
行
わ

れ
、
段
階
的
に
冊
子

が
成

立
し
て
い
っ
た
と
い
う
可
能
性
も
、
ほ
ぼ
排
除
さ
れ
る
。
た
と
え
ば

乙
巳
年
グ

ル
ー
プ

の
④

N
冊
を
見
る
と
、

こ
の
冊
子
に
は
日
付

と
受

信
者
か
ら
見
て
他
の
冊
子
に
入
る
べ
き
書
簡
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
の

一
つ
と
し
て
光
緒
十
五
年
に
仁
川
同
順
泰
か
ら
発
信
さ

れ
た

N
41
が
あ
る
が
、

こ
れ
は
本
来
0
冊

(
そ
し
て
B
冊
)
の
途
中
に
配
列
さ
れ
る
べ
き
も

の
で
あ

っ
た
。

N
冊
自
体
が
成
立
し
た
の
は

少
な

く
と
も
乙
巳
11
光
緒
三

一
年
以
後
だ
か
ら
、
そ
の
中
に
光
緒
十
五
年
発
の
N
41
が
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と

は
、
N
冊

の
編
集
が

着
手
さ
れ
た
時
点
で
0
冊
や
B
冊
も
ま
だ
成
立
し
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
光
緒
三

一
年

以
後

の
あ
る
時
点
で
、
同
時
並
行
的
に
各
冊
の
整
理
が
行
わ
れ
、
そ
の
中
で
本
来
は
0
冊
に
入
る
べ
き
N
41
が
N
冊

に
入
り
込
む
と
い
っ



そ

の
よ
う
な
整
理
が
行
わ
れ
た
時
点
を
特
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
た
だ
し
先
述
し
た
よ
う
に
冊
子
の
成
立
と
同
時
に
記
さ
れ
た
と
考

え
ら

れ
る
表
題
が
、

一
定

の
手
が
か
り
を
提
供
し
て
く
れ
る
。
表
2
で
み
た
よ
う
に
、

こ
れ
ら
の
冊
子
表
題
に
は
全

て
冒
頭
行
に

「同
泰

来
信
」
と
い
う
文
字
が
現
れ
る
。
こ
れ
は
や
や
不
可
解
な
表
題
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
「同
泰
」
は
同
順
泰
の
上
海
に
お
け
る
取
引
先
の

商
号

名
で
あ
り
、
こ
れ
を
発
信
者
と
す
る
書
簡
は
確
か
に
含
ま
れ
て
は
い
る
が
、
全
体

の
中
の
ご
く

一
部
に
過
ぎ
な

い

(
S
19
～

S
33
な

ど
)。

ま
た

「同
泰
」
を
同
順
泰

の
略
と
解
す
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
同
順
泰

の
当
事
者
な
ら
ば
、
取
引
先
の
商
号
と
し
て
同
泰
号
が
あ
る

に
も
関
わ
ら
ず
自
号
を

「同
泰
」
と
省
略
す
る
よ
う
な
こ
と
は
決
し
て
行
わ
な
い
で
あ
ろ
う
。
冊
子
の
整
理
者
が
そ
の
よ
う
な
略
称
の
意

味
で

「同
泰
」
と
書
い
た
な
ら
ば
、
そ
の
者
は
同
順
泰
内
部
の
人
間
で
は
あ
り
え
な

い
。

こ

の
よ
う
な
表
題
が
示
唆
す
る
と
こ
ろ
に

つ
き
、
表
題
が
他
冊
と
や
や
異
な
る
形
を
と

っ
て
い
る
、
R
冊
と
Q
冊
を
手
が
か
り
に
考
え

て
み
よ
う
。
こ
の
2
冊

の
表
題

の
異
例
さ
は
、
他
が
表
題
2
行
目
以
下
に
収
録
書
簡

の
発
信
日
と
対
応
す
る
干
支

・
月
を
記
し
て
い
る
の

に
対
し
、
こ
の
2
冊
で
は

「同
泰
来
信
」
(R
冊
)
「仁
川
来
信
」
(
Q
冊
)
と
い
う
文
字
を
記
し
て
い
る
点
に
あ
る
。
特

に
R
冊
に
お
い
て
、

表
題

1
行
目
と
2
行
目
に
重
ね
て

「同
泰
来
信
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
は
い
か
に
も
異
様
で
あ
る
。

こ
の
R
冊
に

つ
い
て
は
、
第
六
節
の
小
結

で
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。
つ
ま
り
R
冊
の
前
半
部
分
は
、
上
海
同
泰
号
発

の
書
簡
が
中
心
で
、

そ
れ
ら
は
発
信
日
順
に
整
列
さ
れ
て
い
る
。
発
信
年
は
光
緒
十
五
年
末
か
ら
十
六
年
初
に
か
け
て
で
あ
る
。
こ
の
前
半
部
に
つ
い
て
は

「同

泰
よ
り
来
る
信
」
と
い
う
意
味
で
表
題
に

一
致
し
て
い
る
。
た
だ
し
R
冊
後
半
部
で
は
、
発
信
日

・
発
信
者

の
何
れ

に

つ
い
て
も
原
則
が

見
ら
れ
な

い
。
ま
た
Q
冊
に

つ
い
て
は
、
全
体
が
仁
川
同
順
泰
発
の
書
簡
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
発
信
日
順
に
整
理
さ

れ
て
い
る
。
発
信
年

は
不
明
だ
が
日
清
戦
争
以
前
で
あ
る
こ
と
は
間
違

い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
Q
冊
の
内
容
も
、
「仁
川
よ
り
来
る
信
」
と

い
う
意
味
で
表
題
に

一
致

し
て
い
る
。

こ

の
こ
と
か
ら
筆
者
は
、
『
同
泰
来
信
』

の
成
立
過
程
に

つ
い
て
、
先
ほ
ど
述
べ
た
と

こ
ろ
を
若
干
補
正
し

つ
つ
、
次
の
よ
う
な
仮
説
を

た
混

乱
も
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。



本
稿
で
は
、
『
同
泰
来
信
』

の
史
料
群
と
し
て
の
性
格
に
注
目
し
て
検
討
し
て
き
た
。
そ
の
意
味

で
の
結
論
は
前
節

に
尽
き
て
い
る
。
た

だ
、

こ
の
よ
う
な
検
討
の
過
程
で
、
同
順
泰

の
店
舗
網
や
取
引
先
網

の
広
が
り
、
そ
れ
ら
を
通
じ
た
情
報
収
集

の
あ

り
方
、
店
員

の
構
成

な
ど
、
同
順
泰

の
経
営
形
態
そ
の
も
の
に
つ
い
て
も
多
く
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
詳
し
く
は
稿
を
改
め
て
論
じ
る
こ

と
と

し
た
い
が
、
こ
こ
で
知
り
え
た
事
実
の
大
要
の
み
振
り
返

っ
て
お
き
た
い
。

『
同
泰
来
信
』
収
録
書
簡
で
最
も
多
数
を
占
め
る
の
は
、
同
順
泰
分
号
か
ら
本
号
に
宛
て
て
発
信
さ
れ
た
書
簡
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

同
順
泰
が
漢
城
に
本
号
を
置
く
ほ
か
、
朝
鮮
内
の
数

ヶ
所
に
商
号
名
を
同
じ
く
す
る
分
号
を
設
置
し
て
い
た

こ
と
が
確
認
で
き
る
。
己
丑

提
起
し
た
い
。
①
同
順
泰
関
係
者

の
手
に
よ

っ
て
R
冊
前
半
部
と

Q
冊
が
製
本
さ
れ
、
そ
の
表
題
に
は

「某
よ
り
来

た
る
信
」
と

い
う
意

味
で

「同
泰
来
信
」
「仁
川
来
信
」
と
記
さ
れ
た

(す
な
わ
ち
現
表
題

の
第
2
行
目
)。
②

こ
の
2
冊
と
、
他
は
ま
だ
製
本
さ
れ
て
い
な
い

書
簡

が
同
順
泰
外
の
第
三
者

の
手
に
わ
た
り
、
そ
こ
で
未
製
本

の
書
簡
に
つ
い
て
も
、

R
冊
前
半
部
と
Q
冊
に
倣

っ
て
発
信
者

・
発
信
日

を
基
準
と
し
た
整
理
が
行
わ
れ
、
製
本
さ
れ
た

(誓
。
な
お
R
冊
後
半
部
に
は
、
そ
の
整
理
過
程
で
他

の
冊
子
に
収
録
さ
れ
な
か
っ
た
雑
多

な
書
簡
が
ま
と
め
て
添
付
さ
れ
た
。
③

こ
の
第
三
者
が
表
題
を
記
入
す
る
際
に
、
R
冊
表
題
の

「同
泰
来
信
」
を

(本
来
の
意
図
と
は
違

っ
て
)
「同
順
泰
に
関
す
る
来
信
」
と
理
解
し
、
そ
の
ま
ま
全
冊
の
表
題
と
し
た
。
そ
の
際
、
す
で
に
製
本
さ
れ
て
い
た
R
冊
と
Q
冊
に

つ

い
て
も
、
改
め
て
第
1
行
目
に

「同
泰
来
信
」
と
い
う
表
題
を
付
け
加
え
た

。

や
や
入
り
組
み
す
ぎ
て
お
り
、
修
正
の
必
要
も
あ
る
よ
う
に
思
う
が
、
と
り
あ
え
ず
現
在
の
と
こ
ろ
で
は
上

の
よ
う
に
理
解
し
て
お
き

た
い
。

こ
の
第
三
者
が
誰
か
と

い
う
点
に
つ
い
て
は
、
後
の
検
討
に
ゆ
だ
ね
る
よ
り
ほ
か
な
い
が
、
こ
れ
ら
が
奎
章

閣
に
収
蔵
さ
れ
る
過

程
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
あ
る
い
は
明
ら
か
に
な
る
か
も
し
れ
な

い

。

八

ま

と

め

に

か

え

て



年
グ

ル
ー
プ

の
書
簡
が
発
信
さ
れ
た
光
緒
十
五

(
1
8
8
9
)
年
ご
ろ
に
は
、
少
な
く
と
も
仁
川
分
号
は
成
立
し
て
い
た

こ
と
が
分
か
り
、
以

後
各

グ
ル
ー
プ
で
仁
川
分
号
か
ら
の
書
簡
が
見
え
る
。
他
に
は
甲
午
年
グ

ル
ー
プ
に
朝
鮮
西
南
部
に
位
置
す
る
全
羅
道

の
栗
浦
分
号

.
全

州
分
号

か
ら
の
書
簡
が
見
え
、
乙
巳
年
グ
ル
ー
プ
に
は
同
じ
く
全
羅
道

の
全
州
分
号

・
群
山
分
号
か
ら
の
書
簡
が
見
え

る

。

仁

川
分
号

の
書
簡
か
ら
見
て
み
よ
う
。
ま
ず
光
緒
十
五

(
1
8
8
9
)
年

の
仁
川
分
号
発
の
書
簡
は
、
先
述

の
よ
う
に

3
ヶ
所
に
分
散
し
て

い
る
も
の
を
合
わ
せ
れ
ば
、
同
年

一
月
上
旬
か
ら
六
月
下
旬
ま
で
ち
ょ
う
ど
半
年
間
の
書
簡
が
残
存
し
て
い
る
。
そ
の
数
は
脳
件
に
上
り
、

平
均

し
て

一
日
に

一
通
以
上
の
書
簡
が
発
信
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
聖
。
以
後
、
光
緒
二
〇

(
1
8
9
4
)
年
、
光
緒

二
九

(
1
9
0
3
)
年
、

光
緒

三

一

(
1
9
0
4
)
年
と
、
書
簡
が
集
中
し
て
残

っ
て
い
る
年
に

つ
い
て
は
全
て
仁
川
分
号
か
ら
の
書
簡
が
最
も
多

く
、
そ
の
頻
度
も
二

〇
年
と
三

一
年
は
ー
～
2
日
に
1
回
の
べ
ー

ス
を
保
ち
、
二
九
年
は
や
や
下
が
る
が
そ
れ
で
も
3
～
4
日
に
1
回
で
あ
る
。
仁
川
は
こ
の

時
期

の
朝
鮮
で
最
も
重
要
な
対
清
国
貿
易
港
で
あ

っ
た
か
ら
、
同
順
泰
が
こ
の
地
に
分
号
を
置
い
て
連
日
の
よ
う
に
連
絡
を
取
り
合

っ
て

い
た

こ
と
は
、
そ
の
活
動
の
軸
足
を
対
清
国
貿
易
に
置
い
て
い
た
こ
と
を
よ
く
示
し
て
い
る
。

一
方
、
光
緒
二
〇

(
一〇〇㊤
鼻
)
年
以
後
に
発
信
者
と
し
て
現
れ
る
よ
う
に
な
る
、
全
州
・栗
浦
・群
山
の
分
号
は
、
先
述
の
よ
う
に
朝
鮮
南

西
部

の
全
羅
道
に
位
置
し
て
い
る
。

こ
の
う
ち
群
山
が
開
港
さ
れ
る
の
は
日
清
戦
争
後

の
1
8
9
7
年
で
、
全
州
や
栗
浦

は

一
貫
し
て
非
開
港

場
で
あ

っ
た

。
こ
の
全
羅
道
は
朝
鮮
最
大

の
米
作
地
帯
で
あ
り
、
こ
れ
ら
分
号
の
書
簡

の
内
容
か
ら
、
同
順
泰
が
同
地
で
米
を
買
い
付

け
て
仁
川
に
回
送
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
書
簡
自
体
も
し
ば
し
ば
こ
れ
ら
米
の
運
送
船
に
託
し
て
、
仁
川
経
由

で
漢
城
に
送
ら
れ
て

い
た

よ
う
で
あ
る

。

こ
れ
ら
の
分
号
か
ら
の
書
簡
は
、
仁
川
か
ら
の
書
簡
に
比
べ
れ
ば
頻
度
は
落
ち
る
も
の
の
、
あ
る
程
度
ま
と
ま

っ

て
そ
れ
ら
の
書
簡
が
残

っ
て
い
る
D
冊

・
K
冊
を
見
る
と
、
1
週
間
に
1
度
程
度
は
発
信
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

な

お
、
仁
川
分
号
か
ら
の
発
信
者
と
し
て
現
れ
る

〔諄
〕
晴
湖

(甲
午
年
E
～
G
冊
)
、
諄
象
喬

(乙
巳
年
L
,
M
冊
)
な
ど
は
、
漢
城

本
号
に
お
け
る
受
信
者
で
あ
る
謂
傑
生

へ
の
呼
称
か
ら
、
そ

の
親
族
で
あ

っ
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
ま
た
ど
こ
か
ら
の
発
信
か
必
ず
し

も
明
確
で
は
な
い
が
、
〔諦
〕
以
荘

(
C
45
,
E
23
)

〔謳
〕
秀
枝

(S
18
)
な
ど
、
や
は
り
親
族
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
人
物
も
発
信
者



と
し
て
現
れ
て
い
る
。
同
順
泰

の
経
営
組
織
が
、
諦
傑
生
個
人
の
親
族
関
係
と
重
な
り
を
持

っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

こ

の
よ
う
に
分
号
か
ら
の
書
簡
を
通
じ
て
、
同
順
泰
が
1
8
8
0年
代
か
ら
仁
川
に
分
号
を
置
い
て
清
国
貿
易
に
重
点
を
お
い
た
活
動
を
行

っ
て

い
た
こ
と
、
さ
ら
に
遅
く
と
も
1
8
9
0年
代
前
半
か
ら
は
南
西
部

の
非
開
港
場
に
も
店
舗
を
置

い
て
国
内
流
通

へ
の
参
入
を
図

っ
て
い

た
こ
と
な
ど
が
確
認
で
き
る
。

さ

て
同
順
泰
内

の
分
号
か
ら
の
書
簡
に
比
べ
、
同
順
泰
外
か
ら

の
書
簡
は
数
が
少
な

い
。
と
は
い
え
書
簡

の
発
信
者
は
、
仁
川

・
元
山

な
ど
朝
鮮
国
内

の
開
港
場
だ
け
で
は
な
く
、
上
海

・
香
港

・
神
戸

・
横
浜

・
長
崎
な
ど
、

日
清
両
国
の
主
要
開
港
場

に
ま
た
が

っ
て
分
布

し
て
お
り
多
彩
で
あ
る
。
な
か
で
も
上
海
の
同
泰
号

(梁
論
卿
)
か
ら
の
書
簡
は
、
光
緒
三

一
年
六
月
に
発
信
さ
れ
た
S
33
に

「
6
3
3

号
」

6

の
連
番
が
振
ら
れ
て
お
り
、
連
番

の
起
点
が
い
つ
か
は
不
明
な
が
ら
、
か
な
り
頻
繁
か
つ
長
期
に
わ
た

っ
て
書
簡

の
往
来
を
行

っ
て
い
た

も
の
と
推
測
で
き
る
。
ま
た
梁
論
卿
は
、
そ
の
諦
傑
生

・
課
象
喬
に
対
す
る
呼
称
か
ら
、
彼
ら
と
姻
戚
関
係
に
あ

っ
た
こ
と
が
推
測
で
き

る

(第
五
節

(2
))
。

そ

の
他
、
仁
川
の
恰
生
号

(陳
如
三
,
E
13
な
ど
)
・
義
生
盛

(周
夢
龍
,
E
25
な
ど
)、
元
山
の
同
豊
泰

(羅
耀
箴
,
S
12
な
ど
)
、
神

戸
の
祥
隆
号

(陳
達
生
,
S
O2
な
ど
)、
万
昌
和

(播
達
初
,
S
O5
な
ど
)
な
ど
の
発
信
者
は
、
各
種
の
資
料
か
ら
諦
傑
生
と
同
郷

の
広
東

省

(珠
江
デ

ル
タ
地
方
)
出
身
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
こ
れ
ら
か
ら
、
同
順
泰
の
取
引
網
が
、
諦
傑
生
個
人
の
親
族
関
係
や
同
郷
関

係
の
広
が
り
と
重
な
り
あ

っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

こ
の
点
は
、
先
に
み
た
同
順
泰
内
の
店
員
と
諦
傑
生
と

の
関
係
と
あ
わ
せ
、

同
順
泰
の
経
営
上
の
特
徴
を
な
す
も
の
と
し
て
、
注
意
し
て
お
い
て
よ
い
だ
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
特
徴
は
、
い
ず
れ
も
書
簡
の
受
発
信
者
や
そ
の
頻
度
な
ど
か
ら
見
て
取
れ
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
書
簡

の
内
容
や
、
今
回
は

取
り
上
げ
ら
れ
な
か

っ
た
他
の
同
順
泰
経
営
資
料
の
内
容
な
ど
か
ら
、
順
次
検
討
を
深
め
て
ゆ
く
予
定
で
あ
る
。

註



(
1
)

従
来

の
研
究

で
は
、

日
清
戦
争

以
前

に
お
け

る
朝
鮮

華
商

の
活
動

に

つ
い
て
、
清

国

の
対
朝
鮮
積
極
政
策

を
反
映

し
た

も

の
と
捉
え

る
こ
と
が
多

か

っ
た
。
そ
れ
ら

の
研
究

で
は
、
視
点

の
中
心

は
朝
清

両
国

の
外
交
政
策
や
、
華
商

の
圧
力

と
対
峙
す
る
朝
鮮
人
商
人

の
活
動

に
置
か
れ
る

こ
と
が
多
く
、

華
商

の
活
動

そ

の
も

の
に
即

し
た
分
析
は

ほ
と

ん
ど
行
わ
れ

て
こ
な

か

っ
た
と

い
え

る
。

た
だ
し
近
年

の
古

田
和

子
氏
に
よ
る
研
究

で
は
、

朝
鮮
華
商

が
東

ア
ジ

ア
に
構
築

し
て
い
た
流
通
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク
そ

の
も

の
に
視
点

を
据
え

て
お
り
注

目
さ
れ
る
が
、
そ

の
手
法

は
貿

易
統
計
と

日
本
領
事

の
観
察

記
録
を
主

に
利
用
す

る
も

の
で
あ
り
、
個

別
華
商

レ
ベ

ル
の
経
営

形
態

に

つ
い
て
は
、
実

証
的

な
検
討
を
加
え

て
い
な
い
。

こ
う

し
た

研
究

動
向
に

つ

い
て
は
次

の
拙
稿

の

「
は
じ
め
に
」

で
述

べ
た
。

石
川
亮
太

「開
港

後
朝
鮮
に
お
け

る
華
商

の
貿
易
活
動
-
1
8
9
4
年

の
清
国
米
中
継
貿
易
を

通
じ
て
」

『
中

国
近
代
化

の
動
態
構
造
』
森
時

彦
編
、
京
都
大
学

人
文
科
学

研
究
所
、
2
0
0
4年
。

(
2
)

奎
章

閣
は
1
7
7
6
年

昌
徳
宮
内

に
設
置
さ
れ

た
文
庫

に
起
源
を
持

つ
。

そ

の
蔵
書

は
、
1
9
1
0年

の
韓

国
併

合
後
、
各
衙
門

の
行
政
文
書
と
あ

わ
せ
て
朝

鮮
総
督
府

の
所
蔵
に
帰

し
、
さ

ら
に
京
城
帝

国
大
学
を
経

て
ソ
ウ

ル
大
学

に
移
管
さ
れ

た
。

本
稿

で
扱
う
同
順
泰
経
営
資

料
が

こ
の
奎
章
閣

で
所
蔵
さ

れ
る

に
至

っ
た
経
緯

に

つ
い
て
は
明
ら

か
で
な

い
。
し
か
し
各
冊

に
捺

さ
れ

て
い
る
蔵
書
印

を
見
る
と
、

「京
城
帝

國
大

學
圖
書
」

「
　

〔ソ
ゥ

ル
〕

大
學
校
圖
書

」
の
二
種
類

の
み
が
見
ら

れ
、
1
9
2
8
年
以
前

の
収
書

に
見
ら
れ

る
べ
き

「朝
鮮
総
督
府
圖
書

」
の
印
影
が
見
ら
れ
な

い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

こ
れ
ら

の
資
料

は
、
奎

章
閣

の
蔵
書
が
京

城
帝

国
大
学

の
管
理
下

に
あ

っ
た

一露
。。
年
か
ら
嵩
年

の
間
に
収
蔵
さ
れ

た
も

の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。

(
3
)

な

お
奎

章
閣

に
は
、
図
表

1
に
挙

げ
た
以
外

の
同
順
泰
関
係

の
資

料
と

し
て
、
本

文
中
で
後
述
す

る
朝

鮮
政
府
借
款

に
関
す
る

「同
順
泰
第
弐

借
銀

按
償
収
拠

」

(奎
2
6
3
8
2
)
、

「同
順
泰
号
借
款

合
同
」

(奎
2
6
3
8
3
)

が
所
蔵
さ
れ

て
い
る
。

し
か
し

こ
れ
ら

は
朝
鮮
政
府

側

の
作
成

・
保
存

に
か
か
る
資

料

で
あ

る
た

め
、

同
順
泰
経
営
資
料

に
は
含

め
な

い
の
が
適
当
だ
と
考
え

る
。

(
4
)

た

と
え
ば
、
朴
銀
環

『
韓
国
華
僑
潮

種
族
性
』

ソ
ウ

ル
　韓
国

研
究

院
、
1
9
8
6
年
、

54
頁
で

は
、

お
そ
ら
く

「
乙
未
来
貨
置

本
単
」

(奎
2
7
5
8
2
)

の

一
部
と

思
わ
れ

る
資

料

の
写
真

を
掲
げ

て
い
る
。

し

か
し
そ

の
内
容

に

つ
い
て
は
、

「
同
順
泰

の
物

品
購
入
帳
簿

」
と
紹
介
す

る

の
み

で
、
史
料

と
し

て
分
析

・利

用
し
て

い
る
訳

で
は
な

い
。

(
5
)

刈
苦
大
学
校
奎
章

閣

『
奎
章

閣
韓

国
本
図
書
解
題
続
集
』
史
部

4
、
ソ
ウ

ル

鱒
民
昌
文
化
社
、
1
9
9
7
年
。
具
体
的
に
は

「甲
午
年
各
準
来
貨
置
本
単

」



(鵬
頁
)

「同
泰
来
信

」

(
蹴
～

鵬
頁
)

「
乙
未
来
貨
置
本
」

(
3
3
9

頁
)

「進

口
各

貨
鎗

口
単
」

(
3
4
4

頁
)
の
順
で
解
題
が
付
さ

れ
て

い
る

(執
筆
担
当
者

は
金

廷
美

氏
)。

こ
れ
ら

の
解
題

で
は
、
同
順
泰
を

「
清
国
上
海

の
代
表

的
貿
易
商
」

と
す

る
な
ど

(
3
3
6

頁

)
誤
り
が
目
立
ち
、
遺
憾

な
が
ら
信
頼

に
た

え
る

も

の
で
は
な

い
。

(6
)

石
川
亮
太

「
日
清
戦
争

以
前

に
お
け
る
在
朝
華
商

の
貿

易
活
動
」
『
近
代
朝
鮮
を

め
ぐ
る
国
際
流
通

の
形
成
過
程
ー

ア
ジ

ア
域
内
市
場

の
中

の
朝
鮮
植

民
地
化
』
第

3
章

、
大
阪
大
学
文
学

研
究
科
博
士
学
位

論
文
、
未
公
刊
、
2
0
0
3年

旧
全

「開
港
後
朝
鮮

に
お
け
る
華
商

の
貿
易

活
動
」

(註

1
前
掲

)
。

(7
)

本
稿

の
考

察
は
、
2
0
0
1年
夏
に
所
蔵

機
関

(
ソ
ゥ

ル
大
学
校
奎
章

閣
)
で
行

っ
た
史
料

調
査
を
基
礎
と

し
て

い
る
。
調
査

に
あ
た

っ
て
は
、
ま

ず

一

般
公
開
さ
れ

て

い
る

マ
イ

ク

ロ
フ
ィ

ル
ム
を
閲
覧

・
複

写
し
、

マ
イ
ク

ロ
フ
ィ
ル
ム
で
判
別

で
き
な

い
箇
所

に

つ
い
て
は
許
可
を
得

て
原
本

と
対
照
し

た
。
短
時
間

で
の
調
査

で
あ
り
、
原
本
照
合
も

必
ず

し
も
完
全

で
は
な

い
。
今
後

の
補

正
を
期
し
た

い
。

(8
)

林
明
徳

『
哀

世
凱
与
朝
鮮
』
台
北

　中
央

研
究
院
近
代
史
研
究
所
、
1
9
7
0
年

、
　

～
　

頁

甲
金
正
起

「朝
鮮
政
府
潮

清
借
款
導

入

(
1
8
8
2
-
1
8
9
4

)
」

『
韓
国
史
論
』

3
号
、
ソ
ウ

ル
大
学
校
国
史
学
科

、
1
9
7
6
年

、
　

～
　

頁

甲楊
昭
全

・
孫

玉
梅

『
朝

鮮
華

僑
史

』
北
京

一中
国
華
僑
出
版

公
司
、
お
⑩
一
年
、

1
5
7

～
1
6
2
頁

脚羅
愛

子

『
韓
国
近
代
海
運
業
史
研
究
』

ソ
ウ

ル
"国
学
資
料
院
、
1
9
9
8
年
、

31
～

33
頁
。

1

1

1

1

(9
)

以
下
本
節

の
同
順
泰

・
諦
傑
生

の
経
歴

に

つ
い
て
は
、
石
川
亮
太

「開
港
後
朝
鮮

に
お
け
る
華
商

の
貿
易
活
動

」

(註

1
前
掲
)

の

「
1
」
を
再
構

成

し
た
も

の
で
あ

る
。
事

項

の
詳
細
な
出
典
等

に

つ
い
て
は

こ
の
前
稿
を
参
照
さ

れ
た

い
。

(
10
)

李
鴻
章

発
総
理
衙
門
宛
、
光
緒

十
二
年

二
月

二
十
七

日

(
1
8
8
6
.
4
.
1

)
、
『
清
季
中

日
韓
関
係
史
料
』
第

4
巻

、
台
北

　中
央
研
究
院
、
1
9
7
2年
、
2
0
5
2

頁

(文
書
番
号
1
1
2
7
、
附
属
文
書

2
)。

こ
れ

は
当
時

朝
鮮

の
漢

城
と
開
港
場

に
駐
在

し
て
い
た
清
国
商
務
委
員

の
作
成

し
た
在

留
清
国
人

の
名
簿

で
、

光
緒
十

一

(
1
8
8
5

)
年
分

に
あ
た
る
。

こ
れ
を
含
め

て

『
清
季
中

日
韓
関
係
史
料
』

で
は
、

光
緒
九
年
～
十

二
年

分

の
在
留
清
国

人
名
簿
が

収
録
さ
れ

て
い
る
。

そ
の
性

格
は
近
稿
に

て
論

じ
る
予
定
で
あ
る
。

(
11
V

た
だ
し
本
史
料

の
よ
う
に
書
簡

を
横

に
貼

り
繋

げ
た
形
態

で
は
、
書
簡
各
件

の
終

始
を
明
確

に
す

る

の
は
必
ず

し
も
容

易
で
は
な

い
。
今

回
は
ひ
と

ま
ず
、
本

文
中
に
後
述
す

る
よ
う
な
定
型

(
「某
某
先
生
台
鑑
」

～

「
敬
請
台
安
、
弟
某
某
頓

首
、
某
月
某

日
」)

に
従

っ
て
書
簡

の
終
始
を

区
別
し
た

が
、

こ
の
よ
う
な
定
型
を

と
ら
な

い
書
簡

も
あ
る
し
、
定
型

を
踏

ん
で

い
て
も

(追
伸
部

分
に
過
ぎ
な

い
な

ど
の
理
由
で
)
独
立

し
た
書
簡

と
は
言

い



が
た

い
場
合

も
あ
る
。
そ
う
し
た
問
題

か
ら

、

こ
こ
に
掲
げ
た
件
数

は
必
ず

し
も
正
確
な
も

の
で
は
な

く
、
今
後

の
補

正
を
期
し
た

い
。

(
12
)

う
ち

A
O5
,
A
16
,

B
28
は
発
信
者
が

明
示
さ
れ
て

い
な

い
が
、

「仁
庄
」
発
と
推
測
し

て
こ
こ
に
含

め
た
。
詳

し
く

は
付
表

A
,
B
の

「そ

の
他
」

欄
を
参
照
。

(
13
)

な

お
甲
午
年

の

E
23
も

「
以
荘

」
を
発
信
者

と
し
て

い
る
。

そ

の
受
信
者

は

「傑

生
三
大
人
」

で
、

や
は
り

「三
」
字

が
含

ま
れ

て
い
る
の
が
注
意

さ
れ

る
。

(
14
)

『
清
季
中

日
韓

関
係
史
料
』

4
巻
、
2
2
0
9頁

(文
書
番
号
1
2
0
8
附
属
文
書

1
)。

こ
の
名
簿
に

つ
い
て
は
註

10
を
参
照
。

(
15
)

た
だ

し
発
信
者
名
が
明
記
さ

れ
て

い
な

い
D
31
を
含
む
。
理
由

は
付
表

D

の
該

当
欄
を
参
照
。

(
16
)

な
お
後
述

の
劉
時
高
を

発
信

者
と
す

る
書
簡

に
よ
れ
ば
、
何
挺

生
は

二
月

二
九
日
ご
ろ
全
州
を
出

発
し
、
忠
清
道
群

山
を
経

て
海
路
仁
川

に
戻

っ
た

よ
う

で
あ

る

(
D
28
,

D
32
)
。

こ
の
こ
と
は
、
何
挺
生
を

発
信
者

と
す
る
書
簡
が

二
月
ま

で
に
集
中

す
る

の
と
符
合
し

て
い
る
。

(
17
)

大
東

輿
地
図
に
あ
ら
わ

れ
る

(
1
9
9
4

年
、
草
風
館
版
、
十
七
　
12
)
。

(
18
)

残
り

2
件

の
う
ち

D
42
の
受
信

者
は

「本

帳
房
先
生
」

で
あ

る
。

そ

の
内
容
は
、
送
付

し
た
貨

物
送

り
状

(
「置
本
単
」
)

の
誤

記
を
訂
正
し
て
欲
し

い
と

い
う
も

の
で
あ
り
、

「本

帳

房
先
生
」
は
漢
城
本

号

の
会

計

・
帳
簿
担
当
者

を
意

味
す
る
も

の
で
あ

ろ
う
。

も
う

1
件

D
31
は
受

発
信

者
名
と
も

明
記
さ
れ
て

い
な

い
が
、

D
30

(羅
明
階
発

・
諄
傑
生
宛
)

の
追
伸
部

分
と
考
え
ら
れ
、
独
立

し
た
書
簡

で
は
な

い
。

(
19
)

な
お

こ

の

「三
弟
」

の
呼
称
は
、
先

に
見
た
己
丑
年

C
45
で
発
信
者

の

「
以
荘
」
が
受
信
者

の
諺
傑
生
を

「三

兄
」
と
呼
ん

で
い
る
の
と
も
対
応

し

て

い
る
。

(20
)

註

14
に
同
じ
。

(
21
)

「泉
享
仁

兄
」
に

つ
い
て
は
後
註

22
を
参
照
。

「蘭

圃
仁
兄
」

に

つ
い
て
は
、
三
月

二
五
日
付

F
32
の
発
信
者

と
し
て

「郡
蘭

圃
」
な

る
人
物
が
現
れ

て
お
り
、

同

一
人
物

の
可
能
性

が
あ
る
。
ま
た

こ
の

「
郡
蘭
圃
」

は
、
本

文
中
に
も
既
に
述

べ
た

よ
う

に
、
同
じ
甲
午
年

の
D
41
に
も
発
信
者
と

し
て

現
れ
る
。



(22
)

先
述

の
諦
傑

生
発

の
書
簡

で
は
、
受
信
者
と

し
て

「泉
享
仁

兄
」
な
る

人
物

が
現
れ

て
お

り
、

こ

の

「
李
泉
享
」
と

同

一
人
物

で
あ

る
可
能
性
が
あ

る
。

「李
泉
享

」
発

の
書
簡

は
、

1
例

(
三
月
二
六

日
付

F

34
)
を
除

き
す

べ
て
五
月
十

一
日
付

(
F
51
)

以
後
で
あ
る
。

対
し

て

「泉
享
仁

兄
」
が

受
信
者

と
な

っ
て
い
る
諦
傑
生
発

の
書
簡

は
す

べ
て
四

月
三
〇
日

(
F
46
)

以
前

で
あ

る
。

こ
こ
か
ら
、

四
月
末

ま
で
漢
城
本
号

に
い
た
李
泉
享
が

五

月
か
ら
仁

川
分
号
に
移

っ
た
も

の
と
考

え
れ
ば
、
矛
盾
は
な

い
。

(
23
)

光
緒
十

二
年

分
に

つ
い
て
は
註

14
に
同

じ
。

光
緒
十
年
分

に

つ
い
て
は

『
清
季

中
日
韓
関
係
史
料

』
4
巻
、

一お
①
頁

(文
書
番
号
9
8
3
、

附
属
文
書

9
)

(
24
)

註

14
に
同
じ
。

(
25
)

「仁
桟

」

「廷
廣

」

「晴
湖

」

「李
泉
享

」

「廷
章

」
発

の
計

98
件

で
あ

る
。

こ
れ

に
潭

傑
生
が
仁

川
同
順
泰

に
出
張

し

て
発
信

し
た
と
考
え

ら
れ
る

30

件

を
あ
わ
せ
れ
ば
、

全
体

の
85
%

に
あ
た
る

旧
件
が
仁

川
同
順
泰
か
ら

の
発
信
と

い
う

こ
と
に
な

る
。
ま

た
②

で
は
、
同
順
泰

以
外

の
商

店
か
ら
発
信

さ

れ
た
書
簡
と
確
認

で
き

る

10
件

(
「陳
如
三
」

「周
夢
龍
」

発
)
も
、
全

て
仁
川
か
ら

の
発
信

で
あ

っ
た
。

(
26
)

H
16
,

H

40
は
受
発
信
者

が
明
記
さ

れ
て

い
な

い
が
、

そ
れ
ぞ
れ
李
益

卿
発

・
潭
傑
生
宛
書

簡

(
H
15
,

H
39
)

の
追
伸
部
分
と
思

わ
れ
、

こ
こ
に

含

め
た
。

(27
)

や
や
時
期
が
遡

る
が
、
1
8
9
2
年

7
月

の
哀
世
凱

か
ら
朝
鮮
政
府

へ
の
書
簡
に
よ
れ
ば
、
前
年

十
月

(陰

)
以
降
に
発
行

し
た
内
地
旅
行

許
可
書

(
「護
照
」
)

の
受
給
者

の

一
人
と
し

て

「李

益
卿
、
往
忠
清
全

羅
道

、
同
順
泰
保
」
と

い
う
名
が
現
れ

て
い
る

(哀

世
凱

発
関
種
黙
宛
書
簡

,
光
緒

十
八
年
七
月

六

日

(
1
8
9
2
.
7
.
6

)
,
『
旧
韓

国
外
交
文
書
』

9
巻

(清
案

2
)
、
1
1
2
頁
)
。
癸
卯
年
グ

ル
ー
プ

の

「李

益
卿
」
と
同

一
人

で
あ

る
可
能
性

が
あ
る
。

(28
)

後
に
見
る
よ
う

に
乙
巳

(
1
9
0
5

)
年
分

の
L
,
M
冊

で
は
こ

の
諜
象

喬
が
発
信
者
と

し
て
現
れ
る
が
、
そ
の
際

に
受
信
者

の
潭
傑
生
を

「
三
叔

大
人
」

と
呼
び
か
け

て
い
る
。

こ

の
こ
と
か
ら
諄
象
喬
が
諄
傑
生

の
親

族
で
あ

っ
た
可
能
性
が
高

い
と
判
断
で
き
る
。

(29
)

た
だ
し
う
ち

1
件

に
は
印
影
に
重
ね

て

「仁

同
順
泰
」

と
書
か
れ
て

い
る
。

(30
)

う
ち

K
O5
は
発
信
者
名

が
破

損
し

て
い
る
が
書
式

の
類
似

か
ら
李
静
波
発
書
簡
と
判

断
し
た
。

(
31
)

な
お
同

じ
発
信
者

か
ら

の
書
簡
は

己
丑
年

の
B
29
に
も
既
に
現
れ

て
い
る
。



(
32
)

石
川
亮
太

「
開
港
後
朝
鮮
に
お
け

る
華
商

の
貿

易
活
動
」

(前
掲
註

1
)

10
頁
参
照
。

(
33
)

連

番

の
起
点

に

つ
い
て
は
不
明
だ

が
、

こ
の
年

の

一
月

か
ら

二
月
十
九

日
ま

で
に
六
百
通
以
上
が

発
信

さ
れ
た
と
考

え
る

の
は
不
自
然

で
、
少
な
く

と
も
毎
年
初

で
は
な

い
も

の
と
思
わ
れ

る
。

(
34
)

「香
港

二
於

ケ
ル
海
産
物
取
引

二
関

ス
ル
規

約
並
慣
例
」
『
通
商
報
告
』
2
8
3
0号
、
1
8
9
2
年
。

(
35
)

石
川
亮
太

「
開
港
後
朝
鮮

に
お

け
る
華
商

の
貿
易
活
動
」

(前
掲
註

1
)

10
～

11
頁
参
照
。

(
36
)

内

田
直
作

『
日
本
華
僑
社
会

の
研
究

』
同
文
館
、
1
9
4
9
年
、
1
5
2
頁

よ
り
重

引
。

(
37
)

な

お
同
じ
印
影
は
、
己

丑
年

P
27
の

「
羅
燈
甫
」
発
書
簡

に
も

見
え
る
。

(
38
)

『
清
季
中

日
韓
関
係
史
料
』

4
巻
、
2
2
3
3頁

(文
書
番
号

謁
O
G。
、
附

属
文
書

6
)

(
39
)

発
信
者
名
が

明
記
さ
れ

て
い
る

の
は

7
件

だ
が
、
発
信
者
名

部
分
が
破
損

し
て

い
る

N
51
も
後
述

の
連
番

か
ら

同
じ
発
信
者

に
よ
る
も

の
と
考
え
ら

れ
、

こ
の

1
件
を
あ
わ
せ

る
と

8
件

に
な
る
。

(
40
)

小
風
秀
雅

『
帝
国
主
義
下

の
日
本
海

運
』
山
川
出
版
社
、
1
9
9
5年
、
2
2
3
頁
。

(
41
)

書
簡

に
現
れ

て
い
る
広
済
号

は
清

国
招
商

局

の
所
有
船

で
あ

る
。

本
文
中
に
述

べ
た

よ
う

に
、

招
商

局
が
広
済
号
を
用

い
て
上
海

・
仁
川
航

路
を
運
航

し
て
い
た

の
は
1
8
8
8
年
か
ら
1
8
9
4
年

の
間
で
あ
り
、

こ
の
期
間

の
中
で
己
年
と
庚
年

は
そ
れ

ぞ
れ

一
つ
に
決
定
さ
れ
る
。

(
42
)

註

14
に
同
じ
。

(
43
)

な
お

Q
14
で
は

「以
荘
叔

」
が

「仁
桟

」

の
手
伝

い
に
当

っ
て

い
る
こ
と
が
触
れ
ら

れ
て
い
る
。
甲
午
年
書
簡

の
C
65
で
仁
川

同
順
泰
か
ら

の
発
信

者

と
し
て
現
れ
た

「
〔諦
]

以
荘

」
と
同

一
人
物

の
可
能
性

が
あ
る
。

(
44
)

『
横

浜
商

業
会
議
所
月
報
』

28
号
、
1
8
9
9年
。

(
45
)

前
第

3
者

の
手

に
渡

る
前

に
同
順
泰

に
お

い
て

一
定

の
発
信
者
別

・
発
信
年
別

の
整

理
が

行
わ
れ

て
い
た

可
能

性
は
排
除

で
き

な

い
が
、
本
文
中

で

述

べ
た

N
41
の
よ
う
な
錯
綜
が

生
じ
る
余
地
が
あ

っ
た
点

か
ら
考

え
れ
ば
、
製
本
ま

で
は
さ

れ
て

い
な
か

っ
た

の
で
は
な

い
か
と
考

え
る
。



(
46
)

筆
者
は
冊

子
の
物

理
的

な
特
徴

に

つ
い
て
検
証
す

る
術

を
持
た
な

い
が
、
冊

子
実
物

を
見
た
印
象

の
み
を
記
せ
ば
、

Q
冊

R
冊

の
表
紙
に
使
用
さ

れ

て
い
る
紙

は
、
他

の
冊
子

の
そ
れ
と

は
や
や
紙
質
が
異
な

っ
て

い
る
よ
う

で
あ

る
。
ま
た
表
題

の
文
字

は
、

Q
冊

R
冊

以
外

の
全
冊
は
ほ
ぼ
同
筆

の
よ

う

で
あ
り
、

Q
冊
R
冊
に

つ
い
て
も
第

1
行
目

は
他

の
冊
子

の
表
題
と

同
筆

で
あ
る
。
た
だ

し
問

題
と
な

っ
て
い
る
第

2
行

目

の
み
は
、
別
筆

の
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

(
47
)

前
註

2
参
照
。

(
48
)

こ
の
ほ
か
に
は
直
接

に
分
号
か
ら

の
書

簡
と
確
認

で
き
る
も

の
は
な

い
が
、
癸
卯
年

の

「古
達
庭
」
発

の
書

簡
に
よ
れ
ば
、

同
順
泰
は
平
安
道

の
鎮

南

浦

に
土
地

の
権
利
を
持

っ
て
い
た
よ
う

で
あ

る
。

ま
た
本
文
中

で
は
触

れ
な
か

っ
た
が
、

同
じ
く
癸
卯
年

の
1
35
,
36
に
よ
れ
ば
、
全
羅
道
南
部

の

木
浦
に
も
家
屋
を

所
有

し

て
い
た
よ
う

で
あ

る
。

(
49
)

な

お
書

簡
文
面

に
は
、
受
信
者
側

に
よ

っ
て
受
信

日

・
返
信

日
な
ど

が
記
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
あ

る
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
漢

城
側
か
ら
も
連
番

付
き

の
返
信
が

な
さ
れ

て
お
り
、

そ
の
番
号
は
、

(
六
月

二
九

日
付

C

65
に
対
す

る
返
信

で
あ

る
)

餅
号

に
ま
で
達

し
て
い
る
。
同
期

間
の
仁
川
同
順

泰
か

ら

の
発
信

は
連

番

で
50
号

ま
で
だ
か
ら

(
た
だ

し
本
文
中

で
述

べ
た

よ
う
に

1
日
1
回
以
上

発
信
さ
れ
た
場
合

は
同
じ
番
号
が
用

い
ら
れ
、
続
某

号
と

ー

し

て
区
別
さ

れ
る
)
、
仁
川

か
ら
と

お
お
む
ね
同
等

の
ペ
ー

ス
で
、
漢
城
同
順
泰

か
ら
も
書
簡
が
送
ら
れ

て
い
た
と
い
う

こ
と
が

で
き

る
だ
ろ
う
。

(
50
)

非

開
港
場
に
居
住

し

て
活
動
す

る

こ
と

は
、
華
僑

の
活
動

の
根
拠

で
あ

っ
た
朝
清

間

の
貿
易
章
程

に
よ
れ
ば
違
法

で
あ

る
が
、
実
態
と

し
て
は
必
ず

し
も
珍

し
い
こ
と
で
は
な

か

っ
た
。
こ
の
点

に

つ
い
て
は
、
し
ば
し
ば
従
来

の
研
究

で
も
取
り
上
げ
ら
れ

て
き
た
が
、

一
例
を
挙
げ

れ
ば
、
羅
愛
子

「
　

　」
韓
国
歴
史
研
究
会
編

『
1
8
9
4
　

』

ソ
ウ

ル
　
歴
史

批
評
社
、
1
9
9
1
年
。

(
51
)

た

と
え
ば
光
緒

二
〇

(
1
9
8
4
)
年

の
何
挺
生

発
の
書

簡

で
は
、

「付

元
幕

米
金

万
善

船
帯

呈
」

(
D
O6
)

「
寄
浦
付
米
船
転
上

」

(
D
27
)
な
ど
と

書
簡

の
発
送
方
法

を
記
し
て

い
る
。
な

お
D
O6

の

「元
常
」
と
は
米

の
出
荷
番
号

(元
都
で
あ
れ
ば

こ
の
年
最
初

の
出
荷

)
を
示
し

て
い
る
。



付表 『同泰来信』所収書簡一・覧

凡例・発信者名に「弟、「俸」等の自称が付されている場合は省略した,
・受信者名に「仁兄大人」等の尊称が付されている場合はそのまま収録した。
受信者名が連名になっている場合はそのまま収録した。ただし受信者名とは別の箇所に「同事先生均照」などの形で第2
の受信者が記されている場合があるが、それらは省略した。第2の受信者についての情報が重要だと考えられる場合は
「その他」の列に記した。
・発信 日は書簡上の記載どおりに(つまり陰暦で〉記した。月日以外に干支が付されている場合はあわせてそれも記した。
・発信者において書簡に通し番号を振っている場合「連番」の列に記した。
・受発信者名について印影が見られる場合は四角括弧(〔])に 入れて示した。
・不明字は■で示した.・(破損)とした箇所にはマイクロフィルム上の不鮮明箇所も含まれる(原本対照未完了のため)。

A冊(表 題「同泰来信 上/己 丑元月」)

番 口

AOI

AO2

AO3

iAO4

AO5

AO6

AO7

AO8

AO9

A10

Au

A12

Al3

A14

A15

A16

A17

A18

A19

A20

発信者

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

(破損)

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

受信者

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

(破損)

漢庄

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

発信 日
己丑正月3日

1月4日

1月6日

1月7日

1月8日

1月8日

1月9日

1月9日

正月9日

1月10日

1月11日

1月12日

1月12日

1月13日

〔月欠 〕16日

1月14日

1月15日

1月15日

連番
1号

2号

続2号

3号

4号

5号

6号

7号

8号

9号

続9号
10号

不列号

11号

12号

13号

その他

AO3追 伸か

AO3追 伸か

AO9追 伸か

AO9追 伸か

仁庄発・漢庄宛か(書式より)

B冊(表 題「同泰来信 中/己 丑元月/至 二月」)

番 口

BO1

BO2

BO3

BO4

BO5

BO6

BO7

BO8

BO9

BlO

Bll

Bl2

B13

B14

B15

B16

Bl7

Bl8

B19

B20

B21

B22

B23

B24

B25

B26

発信者

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

受信者
漢庄本号

漢庄本号

漢庄列位先生

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄列位先生

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

発信日

1月17日

1月19日

2月6貝

1月20日

1月21日

1月22日

1月25日

1月25日

1月26日

1月26日

1月27日

1月28日

1月29日

1月29日

1月29日

1月30日

1月30日

2月1日

2月1日

2月2日

2月2日

2月4日

2月4日

2月5日

2月10日

(破損)

連番

14号

15号

不列号

16号

17号

18号

19号

20号

21号

22号

23号

24号

25号

26号

27号

28号

29号

30号

不列号

31号

32号

続32号
33号

39号

(破損)

その他

B20追 伸か



B27

B28

B29

B30

B31

B32

B33

B34

B35

B36

B37

仁庄

(破損)

梁倫卿

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

漢庄本号

(破損)

同順泰本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

2月7日

2月7日

2月7日

2月8日

2月8日

2月10日

2月11日

2月ll日

2月13日

5月9日

34号

35号

36号

37号

38号

40号

41号

42号

続108号

仁庄発・漢庄宛か(書式より)

日付・受発信者等の情報なし

C冊(表 題「同泰来信 下/己 丑五月/至 六月」)

番 口

COl

CO2

CO3

CO4

CO5

CO6

CO7

CO8

CO9

C10

Cll

C12

Cl3

Ci4

Cl5

Cl6

C17

Cl8

CI9

C20

C21

C22

C23

C24

C25

C26

C27

C28

C29

C30

C31

C32

C33

C34

C35

C36

C37

C38

C39

C40

C41

C42

C43

C44

C45

C46

C47

C48

発信者

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

以荘

仁庄

仁庄

仁庄

受信者

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

傑生三兄

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

発信 日
5月10日

5月12日

5,月13日

5月9日

5月15日

5月16日

5月17日

5月17日

5月19日

5月20日

5月22日

5月22日

5月22日

5月24日

5月26日

5月27日

5月28日

5月29日

5月29日

6月1日

6月1日

6月2日

6月3日

6月3日

6月4日

6月5日

6月5日

6月5日

6月5日

6月6日

6月6日

6月6日

6月7日

6月8日

6月9日

6月11日

6月12日

6月12日

6月13日

6月13日

6月13日

6月14日

6月15日

〔月欠 〕17日

6月16日

6月16日

6月12日

連番

109号

110号

111号

108号

112号

113号

114号

続ll4号

115号

116号

続ll7号

117号

又続117号

118号

119号

120号

121号

122号

続122号

123号

続123号

124号

125号

続125号

126号

127号

続127号

続127号

128号

129号

続129号

130号

131号

132号

133号

134号

続135号

136号

137号

続137号

138号

139号

140号

135号

その他



C49

C50

C51

C52

C53

C54

C55

C56

C57

C58

C59

C60

C61

C62

C63

C64

C65

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

[仁川同順泰書束]

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号列位先生

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

6月16日

6月18日

6月18日

6月18日

6月20日

6月20日

6月21日

6月22日

6月12日

6月23日

6月24日

6月25日

6月26日

6月28日

6月29日

6月29日

6月29日

続140号

141号

続141号

142号

不列号

143号

144号

続134号

145号

146号

147号

148号

149号

続150号

続150号

150号

D冊(表 題「同泰来信 単/甲 午元月/至 四月」)

番 口

DO1

DO2

DO3

DO4

DO5

DO6

DO7

DO8

DO9

D10

Dl1

D12

D13

Dl4

D15

D16

D17

Dl8

D19

D20

D21

D22

D23

D24

D25

D26

D27

D28

D29

D30

D31

D32

D33

D34

D35

D36

D37

D38

D39

D40

D41

D42

発信者

梁■■

玉階[横浜福和号書束]

劉時高

[羅明隋書束]

(破損)

何挺生[同順泰書東]

劉時高

何挺生[同順泰書束]

何挺生[同順泰書東]

全庄[同 順泰書束]

仁桟 廷彰

仁桟

仁桟

(破損)

何挺生[同順泰書東]

全州庄[同 順泰書東]

■■[同 順泰書東]

羅明階[羅 明隋書束]

劉時高

劉時高

何挺生 全州[同 順泰書束]

何挺生[同順泰書東]

何挺生[同 順泰書束コ

何挺生[同順泰書束]

羅明階[羅 明隋書束]

何挺生[同 順泰書束]

何挺生[同順泰書束]

明階[羅 明隋書束]

[羅明隋書束]

劉時高

劉時高

[羅明隋書束]

[羅明隋書東]

[羅明隋書束]

劉時高

劉時高

劉時高

[羅明隋書束]

召P蘭圃

[羅明隋書束]

受信者

傑生仁兄大人

傑生宗兄大人

傑生仁兄大人

傑生仁兄大人

(破損)

傑生仁兄大人

傑生仁兄大人

傑生仁兄大人

傑生仁兄大人

同順泰本号

傑生叔台大人

傑生叔台大人

傑生叔台大人

(破損)

傑生仁兄大人

傑生仁兄大人

傑生仁兄大人

傑生仁兄大人

傑生仁兄大人

傑生仁兄大人

傑生仁兄大人

傑生仁兄大人

傑生仁兄大人

傑生仁兄大人

傑生仁兄大人

傑生仁兄大人

傑生仁兄大人

傑生仁兄大人

傑生仁兄大人

傑生仁兄大人

傑生仁兄大人

傑生仁兄大人

傑生仁兄大人

傑生仁兄大人

傑生仁兄大人

傑生仁兄大人

傑生仁兄

本 帳房先生

発信 日

1月27日

12月19日

癸 巳12月22日

12月25日

(破損)

甲午1月4日

甲午1月6日

甲1月7日

甲1月15日

甲1月15日

甲1月12日

1月14日

1月16日

(破損)

甲1月17日

甲1月18日

甲午1月18日

甲午1月19日

甲午1月20日

甲 午1月24日

甲1月27日

甲2月6日

甲2月21日

甲2月25日

甲2月29日

甲2月3日

甲午2月30日

甲3月15目

3月17日

甲午2月24日

甲午2月7日

4月1日

4月2日

4月8日

甲午3月27日

甲午3月10日

甲 午3月18日

3月23日

甲4月7日

3月23日

連番

1号

2号

1号

3号

5号

6号

7号

4号

4号

その他

フィルム上で判読困難

「辮 貨単 」

フィルム上で判読困難

宛先等の記載なし

D30の 追伸 か



D43劉 時 高 傑生仁兄大人 甲午4月12日 5号

E冊(表 題「同泰来信 上/甲 午元月/至 三月」)

番 口

EO1

EO2

EO3

EO4

EO5

EO6

EO7

EO8

EO9

E10

E11

E12

E13

E14

El5

El6

El7

El8

E19

[二り

E21

E22

E23

E21

E25

E26

E27

E28

E29

E3Q

E31

E32

E33

E34

E35

E36

E37

E38

E39

E40

E41

E42
IE43

E44

E45

E46

E47

E48

E49

E50

E51

E52

E53

E54

E55

E56

E57

E58

発信者

仁桟

(破損)

晴湖

廷廣

陳如三[仁 川恰生号書東]

仁桟 廷彰

蒙柄解
仁桟 廷贋

仁桟
(破損)

仁桟

周義

陳如三[仁 川恰生号書束]

〔同順泰書束]

仁桟[同順泰書束]

仁桟
陳如三[仁 川恰生号書束]

仁桟

仁桟

仁桟

廷贋

廷贋

以荘

陳如三[仁 川恰生号書束]

周夢龍[仁 川義生盛書束]

陳如三[仁川恰生号書束]

廷廣

晴湖

廷廣

晴湖

仁桟

(破損)

廷廣

仁桟[同 順泰書束]

陳如三[仁川恰生号書束]

廷廣

仁桟
仁桟
仁桟 廷贋

諦傑生

諦傑生

傑
諦傑生

諏傑生

傑
諦傑生

諄傑生

諌傑生

諄傑生

諒傑生

仁桟

仁桟 同順泰

仁桟

晴湖

晴湖

仁桟

晴湖

晴湖

受信者

傑生叔台大人

傑生叔台大人

傑生三弟

傑生叔台大人

傑生仁翁大人

傑生叔台大人

傑生叔台大人

傑生叔台大人

傑生叔台大人

傑生仁兄大人

傑生叔台大人

傑生仁翁大人

傑生仁翁大人

傑生叔台大人

漢本号

傑生叔台大人

傑生仁翁大人

傑生叔台大人

傑生叔台大人

傑生叔台大人

傑生叔台大人

傑生叔台大人

傑生三大人

傑生仁翁大人

傑生仁翁卿大人

傑生仁翁大人

傑生叔台大人

傑生三弟

傑生叔台大人

傑生三弟

傑生叔台大人

傑生叔台大人

本号

傑生叔台大人

傑生仁翁大人

傑生叔台大人

傑生叔台大人

傑生叔台大人

傑生叔台大人

泉亨仁兄

泉亨仁兄

泉亨仁兄

蘭圃泉亨仁兄

泉亨仁兄

泉亨仁兄

蘭圃泉亨仁兄

泉亨仁兄

泉亨仁兄

泉亨仁兄

泉亨仁兄

傑生叔台大人

漢同順泰

傑生叔台大人

傑生三弟

傑生三弟

傑生叔台大人

傑生三弟

傑生三弟

発信日

1月19日

(破損)

1月21日

1月21日

甲1月23日

1月28日

1月18日

1月29日

2月1日

(破損)

2月3日

(破損)
2月3日

(破損)

2月4日

2月6日

2月7日

2月7日

2月8日

2月8日

2月9日

2月10日

(破損)

甲2月9日

2月11日

2月13日

2月13日

2月14日

2月14日

2月15日

(破損)
2月18日

2月20日

(破損)

2月21日

2月21日

2月22日

2月22日

2月25日

2.月27日

2月28日

2月28日

2月29日

2月30日

2月30日

2月30日

3月2日

3月2日

3月2日

3月5日

3月4日

3月6日

3月6日

3月9H

3月9日

3月11日

3月11日

連番 その他

上海より発信(内容より)

仁川同順泰発か(内容より)

「蘭圃仁兄均照」

「蘭圃仁兄均鑑」

「蘭圃仁兄均照」

「蘭圃仁兄均鑑」

「蘭圃仁兄均鑑」



E59仁 桟 傑生叔台大人 3月11日

F冊(表 題 「同泰来信 中/甲 午三月/至 五月」)

番 口

FOl

FO2

FO3

FO4

FO5

FO6

FO7

FO8

FO9

F10

FIl

F12

F13

Fl4

F15

F16

F17

F18

Fl9

F20

F21

F22

F23

F24

F25

F26

F27

F28

F29

F30

F31

F32

F33

F34

F35

F36

F37

F38

F39

F40

F41

F42

F43

F44

F45

F46

F47

F48

F49

F50

F51

F52

F53

F54

F55

F56

F57

F58

発信者

仁桟

傑

傑

諦傑生

傑

諄傑生

諄傑生

讃傑生

諌傑生

晴湖

仁桟

晴湖[仁 川同順泰書東]

陳如 三

晴湖

晴湖

陳如三[仁 川恰生号書束]

廷章

仁桟

晴湖

仁桟 廷贋

晴湖

晴湖

仁桟 廷贋

晴湖

仁桟
仁桟

傑
傑

傑

傑

何挺生

郡蘭圃

(破損)

李泉享

傑生

傑
仁桟[同順泰書束]

廷廣

仁桟

晴湖[仁川同順泰書東]

仁桟[同順泰書束]

傑
傑

諌傑生

諄傑生

傑生

廷章

晴湖

晴湖

仁桟[同順泰書束]

李泉享

晴湖

李泉享

李泉享

李泉享

李泉享

晴湖

晴湖

受信者
傑生叔台大人

泉享仁兄

泉享仁兄

泉享仁兄

泉享仁兄

泉享蘭圃仁兄

泉享蘭圃仁兄

傑生三弟

傑生叔台大人

傑生三弟

傑生仁翁

傑生三弟

傑生三弟

傑生仁翁大人

傑生叔台大人

傑生叔台大人

傑生三弟

傑生叔台大人

傑生三弟

傑生三弟

傑生叔台大人

傑生三弟

傑生叔台大人

傑生叔台大人

泉享仁兄

泉享仁兄

泉享仁兄

泉享仁兄

傑生仁兄大人

傑生仁兄大人

傑生叔台大人

傑生叔台大人

泉享仁兄

泉享仁兄

傑生叔台大人

傑生叔台大人

傑生叔台大人

傑生三弟

同順泰本号

泉享蘭圃仁兄

泉享蘭圃仁兄

蘭圃仁兄

泉享仁兄

傑生叔台大人

傑生三弟

傑生三弟

傑生叔台大人

傑生叔台大人

傑生三弟

傑生叔台大人

傑生叔台大人

傑生叔台大人

傑生叔台大人

傑生三弟

傑生三弟

発信日

3月12日

3月15日

3月16日

3月19日

3月20日

3月21日

3月22日

3月23日

3月25日

3月28日

3月29日

3月29日

4月1日

4月1日

4月3日

4月4日

甲4月4日

4月4日

4月5日

4月7日

4月7日

4月4日

4月8日

4月9日

4月10日

4月11日

4月10日

4月16日

4月17日

4月17日

甲3月22日

甲3月25日

(破損)

3月26日

4月21日

4月22日

4月25日

4月25日

4月27日

(破損)
4月28日

4月28日

4月29日

4月30日

4月30日

4月30日

5月7日

5月6日

5月9日

5月10日

5月11日

5月12日

5月12日

5月13日

5月13日

5月14日

5月13日

5月14日

連番 その他

「蘭圃仁兄均鑑」

「蘭圃仁兄均鑑」

「蘭圃仁兄均鑑」

漢城同順泰宛か(内容より)

漢城同順泰宛か(内容より)

「蘭圃仁兄均鑑」

「蘭圃仁兄均鑑」

「蘭圃仁兄均鑑」

漢城同順泰宛か(内容から)
「蘭圃仁兄均鑑」



F59

F60

F61

李泉享

晴湖

陳如三[仁川'治生号書東]

傑生叔台大人

傑生三弟

傑生仁翁大人

5月14日

5月14日

5月15日

G冊(表 題「同泰来信 下/甲 午五月/至 六月一)

番 口

GO1

GO2

GO3

GO4

GO5

GO6

GO7

GO8

GO9

G10

GI1

Gl2

G13

G14

G15

G16

G17

G18

G19

G20

G21

G22

G23

G24

G25

G26

G27

G28

G29

IG30

発信者

晴湖

李泉享

(破損)

晴湖

李泉享

晴湖

廷廣

廷贋

李泉享

晴湖

李泉享

晴湖

仁桟

仁桟

晴湖
晴湖

廷贋

李泉享

羅明階

晴湖

晴湖

晴湖

仁桟

晴湖

廷贋

晴湖

廷廣

晴湖

仁桟[同順泰書束]

仁桟[同順泰書束]

受信者

傑生三弟

傑生叔台大人

傑生叔台大人

傑生r弟

傑生叔台大人

傑生三弟

傑生r叔 大人

傑生三叔大人

傑生叔台大人

傑生三弟

傑生叔台大人

傑生三弟

傑生叔台大人

傑生叔台大人

傑生三弟

傑生三弟

傑生叔台大人

傑生叔台大人

傑生仁兄大人

傑生三弟

傑生三弟

傑生三弟

傑生叔台大人

傑生三弟

傑生叔台大人

傑生三弟

傑生叔台大人

傑生三弟

傑生叔台大人

傑生叔台大人

発信目
5月17日

5月17日

5,月 ■ 日

5月18日

5月18日

5月19日

5月19日

5月20日

(破損〉

5月20日

5月20日

5月23日

(破損)
5月25日

5月25日

5月25日

5月27日

5月27日

〔月欠 〕27日

5月27日

5月28日

5月29日

5月29日

6月1日

6月1日

6月2日

6月3日

6月4日

6月4日

6月5日

連番 その他

H冊(表 題「同泰来信 上/癸 卯元月/至 三月」)

番 口

HOl

HO2

HO3

HO4

HO5

HO6

HO7

HO8

HO9

HIO

Hll

H12

Hl3

Hl4

卜Il5

H16

H17

H18

Hl9

H20

Il21

H22

Il23

発信者

(破 損〉

〔仁川同順泰書束]

李益卿

李益卿

李益卿

李益卿

李益卿

李益卿

李益卿

李益卿

李益卿

李益卿

李益卿

李益卿

李益卿

李益卿

李益卿

李益卿

李益卿

李益卿

李益卿

李益卿

受信者

(破損)

傑生叔台

傑生大兄大人

(破損)

傑生大兄大入

傑生大兄大人

傑生大兄大人

傑生大兄大人

傑生大兄大人

傑生大兄大人

傑生大兄大人

傑生大兄大人

傑生大兄大人

傑生大兄大人

傑生大兄大人

傑生大兄大人

傑生大兄大人

傑生大兄大人

傑生大兄大人

傑生大兄大人

傑生大兄大人

傑生大兄大人

発信 日

(破 損〉

癸1月13日

1月14日

1月16日

1月 ■ 日

1月19日

1月20日

1月17日

1月24日

1月25日

1月26日

1月27日

1月27日

1月28日

1月29日

2月1日

2月1日

2月2日

2月3日

2月4日

2月4日

2月5日

連番 その他

漢城同順泰宛か(内容より)

Hl5の 追 伸か



H24

H25

H26

H27

H28

H29

H30

H31

H32

H33

H34

H35

H36

H37

H38

H39

H40

H41

H42

H43

H44

H45

H46

H47

H48

H49

H50

H51

H52

李益卿

李益卿

李益卿

李益卿

傑生

傑生

古達庭

傑生

李益卿

李益卿

李益卿

李益卿

李益卿

傑生

古達庭

李益卿

李益卿

李益卿

李益卿

古達庭

李益卿

李益卿

李益卿

李益卿

(破損)

李益卿

[仁川同順泰書束]

古達庭

傑生大兄大人

傑生大兄大人

傑生大兄大人

傑生大兄大人

其 ■ 〔樂?]

其 ■ 〔築?]

傑生仁翁大人

其 ■ 〔樂?]

傑生大兄大人

傑生大兄大人

傑生大兄大人

傑生大兄大人

傑生大兄大人

其 ■ 〔樂?]

傑生仁翁大人

傑生大兄大人

傑生大兄大人

傑生大兄大人

傑生大兄大人

傑生仁翁大人

傑生大兄大人

傑生大兄大人

傑生大兄大人

傑生大兄大人

(破損)

傑生大兄大人

漢庄同順泰本号列位先生

傑生仁翁大人

2月6日

2月7日

2月8日

2月9日

2月10日

2月10日

癸2月11日

2月14日

2月14日

2月15日

2月16目

2月16日

2月17日

2月19日

癸卯2月20日

2月22日

2月24日

2月27日

3月1日

癸卯2月■ 日
3月2日

3月4日

3月6日

3月7日

(破損)

3月5日

癸3月11日

癸卯3月20日

H39の 追伸 か

H48の 追伸 か

1冊(表 題「同泰来信 中/癸 卯四月/至 十月」)

番 口

101

102

103

104

105

106

107

108

109

110

Il1

112

[13

114

115

116

Il7

【18

119

120

121

122

J23

124

125

126

127

128

129

130

発信者

李益卿

李益卿

古達庭

何介眉

李益卿

李益卿

廷廣

李益卿

李益卿

李益卿

李益卿

李益卿

李益卿

古達庭

周子斉[仁川義生盛書束]

李益卿

古達庭[古 達庭書束]

古達庭

何仲候
李益卿

李益卿

李益卿

李益卿

李益卿

李益卿

李益卿

(破損)

李益卿

古達庭
古達庭

受信者

傑生大兄大人

傑生大兄大人

傑生仁翁大人

傑生叔台大人

傑生大兄大人

傑生大兄大人

傑生叔台大人

傑生大兄大人

傑生大兄大人

傑生大兄大人

傑生大兄大人

傑生大兄大人

傑生大兄大人

傑生仁翁大人

傑生光兄大人

傑生大兄大人

傑生仁翁大人

傑生仁翁大人

傑生叔台大人

傑生大兄大人

傑生大兄大人

傑生大兄大人

傑生大兄大人

傑生大兄大人

傑生大兄大人

傑生大兄大人

傑生仁翁大人

傑生大兄大人

傑生仁翁大人

傑生仁翁大人

発信 日

4月2日

4月8日

癸卯4月11日

癸4月12日

4月17日

4月30日

5月10日

5月2日

5月7日

5月10日

5月13日

5月25日

閏5月1日

癸閏5月18日

閏5月5日

閏5月27日

閏5月23日

癸卯閏5月26日

閏5月3日

6月25日

6月16日

閏5月29日

閏5月29日

6月1日

閏5月20日

7月15日

(破損)

閏5月25日

癸6月6日

癸卯6月18日

連番 その他



131

132

133

134

135

136

137

138

139

140

141

142

143

144

145

146

147

148

149

150

151

152

153

154

155

156

李益卿

李益卿[仁 川同順泰書束]

李益卿

李益卿

周棋蘭

周棋蘭

李益卿[仁 川同順泰書束コ

李益卿[仁 川同順泰書束]

李益卿

李益卿

李益卿[仁 川同順泰書東]

李益卿

李益卿

[仁川同順泰書束]

李益卿

李益卿

李益卿

李益卿

李益卿

李益卿

李益卿

李益卿

李益卿

李益卿

李益卿

李益卿

傑生大兄大人

傑生大兄大人

傑生大兄大人

傑生大兄大人

傑生仁翁大人

傑生仁翁大人

象喬仁兄大人

象喬仁兄大人

傑生大兄大入

傑生大兄大人

傑生大兄大人

傑生大兄大人

傑生大兄大人

傑生叔台大人

傑生大兄大人

傑生大兄大人

傑生大兄大人

傑生大兄大人

傑生大兄大入

象喬仁兄大人

象喬仁兄大人

象喬仁兄大人

象喬仁兄大人

象喬仁兄大人

象喬仁兄大人

象喬仁兄大人

閏5月9日

6月27日

7月5日

7月18日

癸 卯7月21日

癸 卯7月22日

癸卯8月3日

8月6日

8月10日

8月11日

8月12日

8月13日

8月18日

8月24日

8月28日

9月2日

9月8日

9月14日

9月16日

9月25日

癸grl9.月27日

癸卯9月28日

癸卯9月30日

癸卯10月5日

癸卯10月6日

癸卯10月8日

「秋恒仁兄大人台照」

「秋恒仁兄大人台照」

J冊(表 題「同泰来信 下/癸 卯十月/至 十二月」)

1番口

」01

JO2

JO3

JO4

JO5

」06

」07

jo8

JO9

JlO

J11

Jl2

」13

J14

J15

J16

J17

J18

Jl9

J20

J21

J22

J23

J24

J25

」26

J27

J28

J29

30

J31

」32

J33

発信者

李益卿

李益卿

李益卿

李益卿

李益卿

李益卿

李益卿

李益卿

仁同順泰[仁 川同順泰書束]

[仁川同順泰書東]

李益卿

何介眉

[仁川同順泰書束]

李益卿

李益卿

李益卿

李益卿[仁 川同順泰書束]

何介眉

何介眉

(破損)

李益卿

李益卿

何介眉

何介眉[仁川同順泰書束]

[仁川同順泰書束]

(破損)

李益卿

李益卿

李益卿

李益卿

李益卿

何介眉

李益卿

受信者
象喬仁兄大人

象喬仁兄大人

象喬仁兄大人

象喬仁兄大人

象喬仁兄大人

象喬仁兄大人

象喬仁兄大入

象喬仁兄大人

象喬仁兄

漢城本号

象喬仁兄大人

象喬仁兄大人

漢庄本号

象喬仁兄大人

象喬仁兄大人

象喬仁兄大人

象喬仁兄大人

象喬仁兄大人

象喬仁兄

(破損)

象喬仁兄大人

象喬仁兄大人

象喬仁兄大人

漢庄本号諄象喬兄

漢庄本号

象喬仁兄大人

象喬仁兄大人

象喬仁兄大人

象喬仁兄大人

象喬仁兄大人

象喬仁兄大人

象喬仁兄大人

象喬仁兄大人

発信 日

10月9日

癸卯10月14日

癸卯10月20日

10月16日

10月17日

癸卯10月21日

癸卯10月22日

10月23日

癸10月23日

癸10月23日

10月24日

癸10月25日

癸卯10月25日

10月26日

10,月26日

10月27日

10月28日

10月19日

癸11月 ■ 日

(破損)

1/月3日

11月2日

癸11A2日

癸11月3日

癸11月3日

(破損)

11月4日

11月5日

ll月6日

11月8日

癸11月9日

11月10日

連番 その他

「鎗 単」。JO9の 付属 書か。

「鎗 単」。J12の 付属 書か。

J24の 付属 書か(送 り状)



J34

」35

」36

J37

」38

J39

J40

」41

」42

」43

J44

J45

」46

」47

J48

J49

」50

J51

」52

J53

J54

J55

」56

J57

J58

」59

J60

J61

J62

J63

j64

J65

李益卿

李益卿

介眉

何介眉

李益卿

李益卿

李益卿

何介眉

李益卿

李益卿

李益卿

李益卿

李益卿

李益卿

古達庭[古達庭書東]

李益卿

李益卿

李益卿

李益卿

李益卿

李益卿

李益卿

[仁川同順泰書束]

李益卿

李益卿

李益卿

李益卿

何介眉

李益卿

李益卿

李益卿

李益卿

象喬仁兄大人

象喬仁兄大人

象喬仁兄

漢庄本号諌象喬仁兄

象喬仁兄大人

象喬仁兄大人

象喬仁兄大人

象喬仁兄大人

象喬仁兄大人

象喬仁兄大人

象喬仁兄大人

象喬仁兄大人

象喬仁兄大人

象喬仁兄大人

象喬仁兄大人

象喬仁兄大人

象喬仁兄大人

象喬仁兄大人

象喬仁兄大人

象喬仁兄大人

象喬仁兄大人

象喬仁兄大入

漢庄本号列位仁兄

象喬仁兄大人

象喬仁兄大人

象喬仁兄大人

象喬仁兄大人

象喬仁兄大人

象喬仁兄大人

象喬仁兄大人

象喬仁兄大人

象喬仁兄大人

11月11日

11月12日

癸11月13目

癸11月13日

11月14日

癸卯11月16日

11月17日

癸11月17日

11月17日

癸ll月20日

癸11月22日

癸11月21日

癸12月1日

癸12月9日

癸卯11月19日

癸11月28日

癸卯12月3日

癸卯12月11日

癸 卯12月13日

癸卯12月17日

癸12月15日

癸12月17日

癸12月17日

癸 卯12月19日

12月23日

癸 卯12月22日

癸12月23日

癸 卯 〔月 日欠〕

癸 卯12月27日

癸 卯12月24日

癸 卯12月28日

J51の 追 伸

到着貨物の明細表

K冊(表 題 「同泰来信 単/乙 巳正月/至 七月」)

番 口

KOl

KO2

KO3

KO4

KO5

KO6

KO7

KO8

KO9

KlO

Kll

KI2

Kl3

K14

K15

Kl6

Kl7

K18

K19

K20

K21

K22

K23

K24

K25

K26

K27

発信者

群枝[全 州同順泰書束]

群枝[全 州同順泰書束]

李静波[群 山同順泰書束]

李静波[群 山同順泰書束]

(破損)

李静波[群 山同順泰書束]

李静波[群 山同順泰書東]

群枝[全 州同順泰書東]

李静波E群 山同順泰書東]

群枝[全 州同順泰書束]

李静波[群 山同順泰書束]

李静波[群 山同順泰書東]

李静波[群 山同順泰書束]

群枝[全 州同順泰書東]

群枝[全 州同順泰書束]

李静波[群 山同順泰書束]

李静波[群 山同順泰書束]

李静波[群 山同順泰書東]

李静波 〔群山同順泰書束]

李静波[群 山同順泰書束]

李静波[群 山同順泰書束]

李静波[群 山同順泰書束]

李静波[群 山同順泰書束]

李静波[群 山同順泰書束]

李静波[群 山同順泰書束]

李静波[群 山同順泰書束]

李静波[群 山同順泰書束]

受信者

傑生叔台大人

傑生叔台大人

(破損)

傑生叔大人

傑生叔大人

傑生叔大人

傑生叔大人

傑生叔台大人

傑生叔大人

傑生叔台大人

傑生叔大人

傑生叔大人

傑生叔大人

傑生叔台大人

傑生叔台大人

傑生叔大人

傑生叔大人

傑生叔大人

傑生叔大人

傑生叔大人

傑生叔大人

傑生叔大人

傑生叔大人

傑生叔大人

傑生叔大人

傑生叔大人

傑生叔大人

発信日

乙1月 ■ 日

乙巳1月5日

乙 巳1月7日

1月ll日

1月14日

乙巳年1月21日

乙巳年1月26日

乙2月3日

乙巳年2月3日

乙2月6日

乙巳年2月9日

乙 巳年2月12日

乙 巳年2月14日

乙2月13日

乙2月23日

乙 巳年2月18日

乙巳年3月1日

乙巳年3月4日

乙 巳年3月11日

乙 巳年3月19日

乙 巳年3月2G日

乙巳年4月6日

乙 巳年4月16日

乙巳年4月17日

乙 巳年4月26日

乙 巳年4月28日

乙巳年5月4日

連番

18号

〈破損)

(破損)

304号

305号

306号

307号

21号

308号

22号

309号

310号

311号

23号

24号

312号

313号

314号

315号

316号

317号

318号

319号

320号

321号

322号

323号

その他

李静波発か(書式より)

干支と月日は別箇所に記載

干支と月日は別箇所に記載

干支と月日は別箇所に記載

干支と月日は別箇所に記載

干支と月日は別箇所に記載

干支と月日は別箇所に記載

干支と月日は別箇所に記載

干支と月日は別箇所に記載

干支と月日は別箇所に記載

干支と月日は別箇所に

干支と月日は別箇所に

己載

己載

干支と月日は別箇所に記載

干支と月日は別箇所に

干支と月日は別箇所に

干支と月日は別箇所に

干支と月日は別箇所に

干支と月日は別箇所に

己載

己載

己載

己載

己載

干支と月日は別箇所に記載



K28

K29

K30

K31

K32

K33

K34

K35

K36

K37

K38

李静波[群 山同順泰書束]

李静波[群 山同順泰書束]

李静波 〔群山同順泰書束]

李静波[群 山同順泰書束]

李静波[群 山同川頁泰書束]

李静波[群 山同順泰書束]

李静波[群 山同順泰書束]

李静波

李偉初[偉 初敬絨]

李偉初[偉 初敬絨]

李偉初[偉 初敬絨]

傑生叔大人

傑生叔大人

傑生叔大人

傑生叔大人

傑生叔大人

傑生叔大人

傑生叔大入

傑生叔大人

傑生仁兄大人

傑生仁兄大人

傑生叔台大人

乙 巳年5月19日

乙 巳年5月22日

乙 巳年6月10日

乙 巳年6月21日

乙 巳年6月27日

乙 巳年7月5日

乙巳年7月9日

乙7月9日

7月6日

7月2日

2月7日

324号

325号

326号

327号

328号

329号

330号

干支と月日は別箇所に

干支と月日は別箇所に

干支と月日は別箇所に

干支と月日は別箇所に

干支と月日は別箇所に

干支と月 日は別箇所に

己載

己載

己載

己載

己載

己載

干支と月 日は別箇所に記載

「書於 南浦 」とあり

L冊(表 題「同泰来信 乾/乙 巳正月/至 二月」)

番号

LO1

LO2

LO3

LO4

LO5

LO6

LO7

LQ8

LO9

LlO

Lll

Ll2

Ll3

Ll4

Ll5

L16

L17

L18

Ll9

L20

L21

し22

L23

L24

L25

L26

L27

L28

L29

L30

L31

L32

L33

L34

L35

L36

L37

L38

発信者

晴湖

晴湖

晴湖[仁 川同順泰書束]

晴湖

晴湖

i潭象喬[仁 川同順泰書束]

象喬

象喬

象喬

象喬

象喬[仁 川同順泰書束〕

古達庭

象喬

象喬

象喬

象喬

象喬

象喬

象喬

象喬

象喬

象喬[仁 川同順泰書束]

象喬[仁 川同順泰書束]

梁帳昭

象喬

黎子祥

象喬[仁 川同順泰書東]

象喬

象喬[仁 川同順泰書束]

象喬[仁 川同順泰書束]

象喬
象喬

象喬

象喬

象喬

銭端甫

総領事銭

黎子祥

受信者

同順泰本号傑生三弟

同順泰本号

同順泰本号傑生三弟

傑生 三弟

傑生三弟

同順泰本号列位先生

傑生三叔大人

(破損)

傑生三叔大人

傑生三叔大人

傑生三叔大人

傑生仁翁大人

傑生三叔大人

傑生三叔大人

傑生三叔大人

傑生三叔大人

傑生三叔大人

傑生三叔大人

傑生三叔大人

傑生三叔大人

傑生三叔大人

傑生三叔大人

傑生三叔大人

傑生叔台大人

傑生三叔大人

傑生仁兄大人

傑生三叔大人

傑生三叔大人

傑生三叔大人

傑生三叔大人

其新賢僅

傑生三叔大人

傑生三叔大人

傑生三叔大人

傑生三叔大人

傑生仁兄大人

同順泰宝号

傑生我寄大人

発信日
1月4日

1月 ■ 日

1月6日

1月7日

1月9日

乙1月10日

乙1月ll日

乙1月12日

乙1月13日

乙1月14日

乙1月15日

乙1月15日

乙1月16日

乙1月17日

乙i月17日

乙1月18日

乙1月18日

乙1月19日

乙1月20日

乙1月21日

乙1月22日

乙1月23日

乙1月24日

1月24日

乙1月25日

1月26日

乙2月1日

(破損)

乙2月3日

乙2月6日

乙2月11日

乙2月16日

乙2月16日

乙2月17日

乙2月18日

〔月 不詳 〕12日

2月7日

連番 その他

漢城同順泰宛か(内容から)

鎮南浦より(内容から)

「自仁 川」

「渤干元山領署」

漢城同順泰宛か(内容から)

「渤干元山領署」

M冊(表 題「同泰来信 坤/乙 巳二月/至 四月」)

番号

MOI

MO2

MO3

MO4

MO5

MO6

MO7

発信者

象喬

象喬

黄泰芥

象喬
象喬

象喬

象喬

受信者
其■〔築?]賢僚

傑生三叔大人

傑生叔台大人

傑生三叔大人

傑生三叔大人

傑生三叔大人

傑生三叔大人

発信 日
乙2月11日

乙2月20日

乙2月 ■ 日

乙2月21日

乙2月21日

乙2月22日

乙2月24日

連番 その他



MO8

MO9

M10

Ml1

Ml2

M13

Ml4

Ml5

M16

M17

M18

M19

M20

M21

M22

M23

M24

M25

M26

M27

M28

M29

M30

M31

M32

M33

M34

M35

M36

M37

M38

M39

M40

M41

M42

M43

M44

M45

M46

M47

M48

黎子祥

象喬

象喬[仁川同順泰書束]

黎子祥

象喬

傑生

象喬

仁号

象喬

象喬

傑生

傑生

傑生

仁号

象喬

黎子祥

象喬

唐恩桐

象喬

象喬

梁■■

象喬

象喬

象喬

象喬

象喬

象喬

象喬

象喬

黎子祥[元 山清領署]

象喬

象喬

象喬

象喬

象喬

廷贋

象喬

象喬

象喬

梁■■

象喬

傑生仁兄大人

傑生三叔大人

傑生三叔大人

傑生仁兄大人

傑生三叔大人

其 ■〔簗?]

秋明賢僚

漢庄本号

其口〔築?]賢倥

其■〔築?]賢栓

其 ■ 〔ii融]

其 ■ 〔樂?]

其 ■ 〔築?]

漢庄本号

傑生三叔大人

傑生仁兄大人

傑生三叔大人

傑翁仁兄大人

傑生三叔大人

傑生三叔大人

傑生仁兄

傑生三叔大人

傑生三叔大人

傑生三叔大人

傑生三叔大人

秋明賢僅

其新賢1至

秋明賢悸

傑生三叔大人

傑生仁兄大人

傑生三叔大人

秋明賢伶

秋明賢{至

傑生三叔大入

傑生三叔大人

傑生叔台大人

傑生三叔大人

傑生三叔大人

傑生三叔大人

傑生仁兄大人

傑生三叔大人

2月24日

乙2月25日

2月26日

2月26日

乙2月27日

2月29日

乙2月30日

2月30日

乙3月1日

乙3月3日

3月3日

3月4日

3月5日

3月5日

乙3月7日

3月8日

乙3月8日

3月8日

乙3月9日

乙3月10日

3月 ユ1日

乙3月12日

乙3月12日

乙3月13日

乙3月13日

3月15日

乙3月19日

乙3月19日

乙3月22日

3月23日

乙3月25日

乙3月27日

乙3月29日

乙4月2日

乙4月3日

4月4日

乙4月5日

乙4月6日

乙4月7日

4月7日

(破損)

「湖干元山領署」

「漢本号列位先生均照」

「渤干元山領署」

発信者は鎮南浦領事

「本号同事先生均照」

「渤干元山領署」

N冊(表 題「同泰来信 単/乙 巳/丙 午」)

番 口

NOl

NO2

NO3

NO4

NO5

NO6

NO7

NO8

NO9

NIO

N11

Nl2

N13

N14

NI5

N16

Nl7

Nl8

発信者

梁編卿[同 泰号書束]

羅子明[香港上環安和泰書束

羅耀箴[元 山同豊泰]

梁論卿[同 泰号書束]

梁編卿[同 泰号書束]

羅子明

梁論卿[同 泰号書束〕

梁論卿[同 泰号書束]

羅耀箴[元 山同豊泰書東]

羅耀箴 〔元山同豊泰書束]

梁編卿[同 泰号書束]

梁論卿[同 泰号書束]

陳達生[神 戸祥隆号書束]

何挺生

何挺生

傑生

傑生

瑞雲[仁 川同順泰書束]

受信者
傑生内弟〔以下損傷〕

傑生仁兄大人

傑生仁兄大人

傑生内弟〔以下損傷〕

傑生内弟 象喬内イ至

傑生仁兄大人

同順泰宝号

傑生賢内弟 象喬賢内伶

傑生仁兄大人

傑生仁兄大人

傑生内弟 象喬内悸

傑生内弟 象喬内俸

傑生仁兄大人

傑生仁兄大人

傑生仁兄大人

象喬佳

象喬{至

傑生叔台大人

発信 日

(破損)

乙巳1月6日

12月26日

1月17日

1月7日

1月19日

1月19日

1月21日

1月18日

1月26日

2月4日

2月6日

2月?日

甲4月1日

甲4月1日

4月29日

4月27日

丙午4月22日

連番

84号

617号

616号

85号

不列号

618号

619号

620号

その他



Nl9

N20

N21

N22

N23

N24

N25

N26

N27

N28

N29

N30

N31

N32

N33

N34

135

N36

N37

N38

N39

N40

N41

N42

N43

N44

145

N46

N47

N48

N49

N50

N51

瑞雲[仁 川同順泰書束]

廷瑚

梁■堂

廷瑚

廷廣

廷贋

瑞雲[仁 川同順泰書束]

瑞雲[仁 川同順泰書束]

廷瑚

瑞雲[仁 川同順泰書束]

瑞雲[仁 川同順泰書束]

李瑞雲[仁 川同順泰書束]

李瑞雲[仁 川同順泰書東]

瑞雲[仁川同順泰書束]

黄泰■[巨 昌泰書東]

黄泰■〔巨昌泰書束コ

瑞雲[仁 川同順泰書束]

瑞雲[仁 川同順泰書束]

象喬

瑞雲

傑生

瑞雲

仁庄

〔仁川同意楼]

[群山同順泰]

(破損)

李静波 〔群山同順泰書束]

李静波[群 山同順泰書束]

李静波[群 山同順泰書束]

李静波[群 山同順泰書束]

李静波[群 山同順泰書束]

李静波 〔群山同順泰書束]

李静波[群 山同順泰書束]

傑生叔台大人

傑生尊親大人

傑生仁兄大人

傑生尊親大人

傑生叔台大人

傑生叔台大人

傑生叔台大人

傑生叔台大人

象喬二兄大人

象喬仁兄大人

傑生叔台大人

傑生叔台大人

傑生叔台大人

傑生叔台大人

傑生叔台大人

傑生叔台大人

傑生叔台大人

傑生叔台大人

傑生三叔大人

傑生叔台大人

象喬俸

傑生叔台大人

漢庄本号

漢城同順泰大宝号

傑生叔大人

傑生叔大人

傑生叔大人

傑生叔大人

傑生叔大人

傑生叔大人

傑生叔大人

傑生叔大人

傑生叔大人

丙4月20日

4月19日

4月19日

4月18日

4月18日

4月16日

丙 午4月16日

丙午4月15日

■ 月14日

丙4月13日

丙4月8日

丙4月7日

丙4月5日

丙午4月4日

丙午4月3日

丙午4月3日

丙4月3日

丙荏月2日

丙3月3日

丙3月2日

3月1日

丙3月3日

3月10日

3月17日

〔月欠〕8日

9月5日

乙巳7月21日

乙巳 〔月 日欠〕

乙巳7月17日

乙巳9月14日

乙 巳8月3日

乙 巳8月6日

乙巳 ■月■ 日

66号

340号

333号

(破損)

332号

342号

335号

336号

360号

李静波発か(書式より)

干支と月日は別箇所に記載

干支と月日は別箇所に記載

干支と月日は別箇所に記載

干支と月日は別箇所に記載

干支と月日は別箇所に記載

干支と月日は別箇所に記載

0冊(表 題「同泰来信 乾/一 月/至 三月」)

番 口

001

002

003

004

005

006

007

008

009

010

011

012

013

014

Ol5

016

017

018

019

020

021

022

023

024

025

026

発信者

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

受信者

漢庄本号

漢庄

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄

漢庄

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

発信 日

2月11日

2月14日

2月15日

2月15日

2月16日

2月16日

2月17日

2月18日

2月19日

2月19日

2月18日

〔月欠〕19日

〔月欠〕17日

2月20日

2月20日

2月20日

2月22日

2月24日

2月25日

2月27日

2月27日

2月27日

2月27日

2月28日

連番

不列号

42号

43号

不列号

46号

45号

47号

48号

50号

続50号
49号

不列号

51号

続51号

不列号

52号

53号

54号

55号

続55号

続55号

続55号

続56号

その他

001の 追 伸か



027

028

029

030

031

032

033

034

035

036

037

038

039

040

041

042

043

044

045

046

047

048

049

050

051

052

仁庄

仁庄

仁庄

何麗堂

仁庄

徳謙
仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

何麗堂

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

傑生仁兄大人

漢庄本号

傑生賢標

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

傑生仁兄大人

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

2月28日

2月28日

2月28日

2月29日

3月1日

3月2日

3月2日

3月3日

3月5日

3月4日

3月5日

3月5日

3月6日

3月6日

3月7日

3月7日

3月8日

3月9日

3月11日

3月14日

3月13日

3,月16日

3月17日

3月18日

3月18日

3月18日

56号

続56号
57号

58号 一

59号

60号

不列号

61号

62号

続62号

63号

64号

続64号

65号

続65号

67号

不列号

68号

69号

70号

71号

続71号

続71号

P冊(表 題「同泰来信 坤/三 月」)

番 口

PO1

PO2

PO3

PO4

PO5

PO6

PO7

PO8

PO9

P10

Pl1

P12

Pl3

P14

Pl5

P16

Pl7

P18

Pl9

P20

P21

P22

P23

P24

P25

P26

P27

P28

P29

P30

P31

P32

P33

発信者

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

羅爆甫[元山同豊泰書束]

仁庄

仁庄

仁庄

何麗堂

仁庄

仁庄

受信者

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

同順泰大宝号先生諸位

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号列位先生

漢庄本号

漢庄本号

発信日

3月19日

3月20日

3月20日

3月21日

3月23日

3月24日

3月24日

3月27日

3月27日

3月27日

3月28日

3月28日

3月28日

3月30日

3月26日

4月1日

4月3日

4月3日

4月4日

4月5日

4月5日

4月7日

4月8日

4月7日

4月8日

4月9日

己3月20日

4月11日

4月 正3日

4月14日

4月18日

4月15日

4月15日

連番

72号

73号

続73号

74号

75号

76号

続76号

続78号
78号

続78号

続79号
79号

80号

81号

77号

82号

83号

続83号
84号

85号

続85号

続86号
87号

86号

続87号

89号

90号

91号

不列号

92号

94号

その他



P34

P35

P36

P37

P38

P39

P40

P41

P42

P43

P44

P45

P46

P47

P48

P49

P50

P51

P52

P53

P54

P55

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

何麗堂

何麗堂

仁庄

何麗堂

何麗堂

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

何麗堂[仁川同順泰書束コ

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

仁庄

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号列位先生

漢庄本号列位仁翁

漢庄本号

漢庄本号列位先生

漢庄本号列位先生

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号列位先生

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

漢庄本号

1月20日

4月20日

4月21日

4月21日

4月23日

4月23日

4月26日

4月26日

4月23日

4月24日

4月28日

4月30日

5月1日

5月2日

5月3日

5月4日

5月5日

5月6日

5月7日

5月8日

5月8日

5月6日

95号

続95号

96号

97号

98号

続98号

不列号

不列号

99号

不列号

不列号

100号

101号

102号

103号

104号

不列号

続105号

106号

107号

不列号
105号

Q冊(表 題「同泰来信 単/仁 川来信」)

番 口

QOl

QO2

QO3

QO4

QO5

QO6

QO7

QO8

QO9

Q10

Ql1

Q12

Ql3

Q14

Ql5

Ql6

Q17

Ql8

Ql9

Q20

Q21

Q22

Q23

Q24

Q25

Q26

Q27

Q28

Q29

Q30

Q31

Q32

Q33

Q34

Q35

Q36

Q37

発信者

晴

晴湖

晴湖

廷鋭

晴

廷鋭

廷鋭

晴

廷鋭

廷鋭

晴

晴

(破損)

廷鋭

廷鋭

晴

廷鋭

廷鋭

廷鋭

晴

晴

(破損)

廷鋭

廷鋭

晴

廷鋭

廷鋭

晴

廷鋭

晴

晴

廷鋭

廷鋭

晴

晴

廷鋭

晴

受信者

傑生弟

傑生弟

傑生弟

叔父大人

傑生弟

叔父大人

傑生叔父大人

傑生弟

叔父大人

叔父大人

傑生弟

傑生弟

(破損)

叔父大人

叔父大人

傑生弟

傑生叔台

叔父大人

叔父大人

傑生弟

傑生弟

(破損)

叔父大人

叔父大人

傑生弟

叔父大人

叔父大人

傑生弟

叔父大人

傑生弟

傑生弟

叔父大人

叔父大人

傑生弟

傑生弟

叔父大人

傑生弟

発信 日

1月7日

1月4日

1月15日

1月16日

1月16日

〔月 不明〕17日

1月18日

1月18日

1月18日

1月19日

1月20日

(破損)

1月21日

1月23日

〔月不明 〕22日

1月23日

1月22日

1月24日

1月25日

(破損)

L弓25日

(破損)

1月22日

(破損)

1月25日

1月26日

1月27日

1.月28日

1月28日

2月3日

2月4日

2月4日

2月4日

2月5日

2月7目

連番 その他

宛名個人名を記さず

宛名個人名を記さず

宛名個人名を記さず

宛名個人名を記さず

宛名個人名を記さず

宛名個人名を記さず

宛名個人名を記さず

宛名個人名を記さず

宛名個人名を記さず

宛名個人名を記さず

宛名個人名を記さず

宛名個人名を記さず

宛名個人名を記さず

宛名個人名を記さず

宛名個入名を記さず



Q38

Q39

Q40

Q41

Q42

Q43

Q44

晴

廷鋭

廷鋭

晴

徳謙

米郭泉[仁川■■]

晴

傑生弟

叔父大人

叔父大人

傑生弟

傑生謙弟

傑生仁翁大人

傑生弟

2月10日

2月9日

2月12日

2月14日

〔月欠〕14日

2月15日

2月17日

宛名個人名を記さず

宛名個人名を記さず

R冊(表 題「同泰来信 単/同 泰来信j)

番 口

RO1

RO2

RO3

RO4

RO5

RO6

RO7

RO8

RO9

R10

Rll

Rl2

R13

R14

R15

Rl6

R17

R18

R19

R20

R21

R22

iR23

R24

R25

R26

R27

R28

R29

R30

R31

R32

R33

R34

R35

R36

R37

R38

R39

R40

発信者

梁編卿[同 泰号書束]

梁論卿[同 泰号書束]

梁論卿[同 泰号書束]

羅柱臣[同 泰号書束]

梁輪卿[同 泰号書束]

梁編卿[同 泰号書東]

i潭言市霧[横 浜福和号書東]

羅燈甫[元 山同豊泰書束]

陳達生[神 戸祥隆号書束]

陳達生[神 戸祥隆号書束]

梁編卿[同 泰号書束]

梁論卿[同 泰号書束]

陳達生[祥 隆号書東]

群枝[全州同順泰]

泰券

李静波[群 山同順泰書東]

群枝[全州同順泰]

李静波[群 山同順泰]

李静波[群 山同順泰]

(破 損)

李静波[群 山同順泰]

李偉初[偉 初敬絨]

李偉初[偉 初敬絨]

[羅明隋書束]

何錦垣

黎子祥

[上海北頭同泰号]

常錆[全 州同順泰書束]

廷贋

玉階[横 浜福和号書束]

羅耀箴[元 山同豊泰書束]

羅耀箴[元 山同豊泰書束]
玉階[横 浜福和号書束]

陳達生[祥隆号 神戸海岸六
十五番]

陳達生[祥隆号 神戸海岸六
十五番]

(破損)

陳達生[祥隆号 神戸海岸六
十五番]

仁庄

[横浜福和号書束]

劉時高

受信者

傑生賢弟

傑生賢弟

傑生賢弟

傑生仁兄

同順泰本号傑生賢弟

同順泰本号傑生賢弟

同順泰宝行傑生宗兄大人

傑生仁翁大人

同順泰宝号傑生仁兄大人

傑生仁兄大人

同順泰本号傑生賢弟

同順泰本号傑生賢弟

傑生仁兄大人

(破 損)

傑生叔台大人

傑生叔大人

傑生叔台大人

傑生叔大人

傑生叔大人

傑生叔台大入

傑生叔大人

傑生〔以下損傷〕

傑生仁兄大人

傑生仁兄大人

傑生仁翁大人

傑生仁兄郷大人

漢 城 同jlLS.泰宝号

傑生叔台大人

傑生叔台大人

傑生宗兄大人

傑生仁兄大人

傑生仁兄大人

傑生宗兄大人

傑生仁兄大人

傑生仁兄大人

(破損)

傑生仁兄大人

漢庄

同順泰宝号傑生仁兄大入

発信日
己12月23日

庚1月15日

1月16日

1月16日

1月18日

1月25日

1月22日

庚1月22日

庚2月3日

庚2月2日

2月4日

2月10日

庚2月11日

癸2月5日

癸卯1月3日

癸 卯1月6日

癸1月8日

癸卯1月10日

癸卯1月10日

(破損)
乙巳8月8日

8月3日

8月13日

4月24目

4.月29日

8月7日

壬8月24日

乙9月9日

9月24日

12月ll日

8,目8日

10月24日

12月4日

12月18日

12月25日

12月2日

12月27日

〔月欠 〕8日

乙6月24日

甲午4月22日

連番

1号

2号

続■号

3号

4号

元号

5号

6号

12号

166号

15号

13号

337号

14幕

5号

168号

1幕

その他

RO2の 追伸 か

漢城同順泰宛か(内容より)

R18の 追伸か

「渤子元山領署」

「蛤 口単」。[壬 申」印あり

「鎗 口単」

S冊(表 題「同泰来信 単/乙 巳正月/至 五月」)

番 ロ

SOl

SO2

SO3

SO4

SO5

SO6

発信者

群枝[全 州同順泰書束]

陳達生[神 戸祥隆号書束]

陳達生[神戸祥隆号書刺

陳達生 〔神戸祥隆号書束]

播達初[長崎万昌和]

播達初[長崎万昌和]

受信者

傑生叔台大人

傑生仁兄大人

同順泰大宝号傑生仁兄大人

同順泰大宝号傑生仁兄大人

傑生仁兄大人

傑生仁兄大人

発信日

乙1月23日

乙3月9日

3月27日

乙4月13日

3.月21日

4月8日

連番
20号

その他



SO7

SO8

SO9

SlO

Sユユ

S12

S13

S14

S15

S16

S17

Sl8

Sl9

S20

S21

S22

S23

S24

S25

S26

S27

S28

S29

S30

S31

S32

S33

S34

S35

羅子明[香港上環安和泰書束

羅子明[香港上環安和泰書束

羅子明[香港上環安和泰書東

子明[香港上環安和泰書束]

羅子明[香 港上環安和泰書東

羅耀箴[元 山同豊泰書束]

羅耀箴 〔元山同豊泰書束]

瑞雲

永祥[李 瑞雲書束]

瑞雲

陳棋思[■]

秀枝

梁論卿 〔同泰号書東]

梁論卿[同 泰号書東]

梁論卿 〔同泰号書束]

梁論卿[同 泰号書束]

梁論卿[同 泰号書束〕

梁編卿[同 泰号書束]

梁論卿[同 泰号書束]

[同泰号書束]

梁論卿 〔同泰号書束]

梁論卿[同 泰号書束]

梁輪卿[同 泰号書束]

梁輪卿[同 泰号書東]

梁編卿 〔同泰号書束]

梁編卿 〔同泰号書束]

梁論卿[同 泰号書束]

瑞雲[李瑞雲書束]
羅耀箴[元 山同豊泰書束]

傑生仁兄大人

傑生仁兄大人

傑生仁兄大人

傑生仁兄大人

傑生仁兄大人

傑生仁兄大人

傑生仁兄大人

傑生叔台大人

傑生叔台大人

傑生叔台大人

傑生叔台大人

傑生仁兄大人

傑生賢内弟 象喬賢内イ至

傑生内弟 象喬内佳

傑生内弟 象喬内{至

傑生内弟 象喬内伶

傑生内弟 象喬内俸

傑生内弟 象喬内僅

傑生内弟 象喬内佳

傑生内弟 象喬内伶

傑生内弟 象喬内1至

傑生内弟 象喬内伶

傑生内弟 象喬内1至

傑生内弟 象喬内佳

傑生内弟 象喬内僚

傑生内弟 象喬内僅

傑生叔台大人
傑生仁兄大人

3月2日

4月18日

5月19日

6月2日

6月8日

2月15日

6月1日

3月22日

6月17日

乙 〔月欠 〕25日

乙 巳3月22日

2Al9日

2月27日

3月5日

3,月22日

4月8日

4月22日

4月23日

4月22日

5月7日

5月8日

5月17日

5月27日

5月28日

6月11日

6月2媚

3月6日

5月27日

86号

87号

88号

89号

90号

不列幕

621号

622号

623号

624号

625号

626号

不列号

627号

628号

629号

630号

631号

632号

633号


